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　　　上巻のあらすじ




　二〇九六年の全国高校生魔ま法ほう学論文コンペティションを間近に控ひかえた九月下旬の日曜日。達たつ也やの許もとへ黒くろ羽ばの双子が訪れる。彼らは四よつ葉ば家当主・四葉真ま夜やの書状を携たずさえていた。書状の内容は「横浜から逃亡した周しゆう公こう瑾きんの捕ほ縛ばくに関する協力依頼」。命令ではなく依頼であることを訝いぶかしみながらも、達也は京都・奈良方面へ逃のがれた周の足取りを追う為ため、奈良に本拠を構える九く島どう家を訪れる。そこで達也たちは深み雪ゆきと同質の美び貌ぼうを持つ少年魔法師、九島光宣みのるに出会う。

　光宣の案内で周公瑾を匿かくまっている古式魔法師集団「伝統派」の拠点を探る達也たちの前に立ちはだかる伝統派の古式魔法師と大陸の道士。一方、七さえ草ぐさ家当主・七草弘こう一いちは周公瑾と内通していた事実をもみ消す為、腹心の名な倉くらに周の暗殺を命じる。京都の桂かつら川がわ河か畔はんで死し闘とうを繰り広げる周と名倉。斃たおされたのは名倉だった。

　突とつ然ぜんもたらされたボディガードの訃ふ報ほうに、真ま由ゆ美みはその真相を確かめるべく動き出す。







　［６］




　西暦二〇九六年十月十五日、放課後。論文コンペを二週間後に控ひかえた第一高校の校舎内の其そ処こ彼処かしこに、その準備作業による喧けん騒そうとは趣おもむきを異ことにする密ひそかなざわめきが生じていた。

　彼らが話題にしているのは突とつ然ぜんの来訪者。二、三年生にはお馴な染じみの、一年生でも知らぬ者はごくわずかという有名ＯＧだ。

　その当人、七さえ草ぐさ真ま由ゆ美みは来らい賓ひん用の応接室に案内されていた。学校側は彼女を元生徒会長としてではなく、十じゆつ師し族ぞく・七草家令れい嬢じようとして待たい遇ぐうすることに決めたようだ。その真由美の相手をしているのは現在、達たつ也や一人。これは彼女の指名によるものだった。

「ごめんなさいね、達也くん。一こ高こに来るのが一番無難だと思ったものだから……」

　真由美がそう言って頭を下げたのは、外の騒ぎに気づいているからだろう。彼女の固有スキルは聞くことではなく見る方だから、生徒の噂うわさ話ばなしが聞こえていたわけではない。だが、応接室に案内される途と中ちゆうで向けられたチラチラと窺うかがい見る視線から、自分たちが今いま頃ごろ好奇心の的になっていると推測するのは、彼女でなくても難しくなかった。

「いえ、気にしないでください」

　達也も自分たちが邪じや推すいの種になっているのは認識している。だが真由美に答えた彼の言葉は慰なぐさめでも気休めでもなかった。確かに学校へ訪ねてこられたことで、鬱うつ陶とうしい噂話を七十五日間ほど覚かく悟ごせねばなるまい。しかし自宅に押し掛けられるよりは良い。達也の自宅には他の十師族に見せたくない物が山のようにある。もちろん、無造作に転がして置いてあるような物は一つもないが、真由美の目ならばふとしたはずみに見られてしまうリスクを無視できない。

　達也に用があるなら学校に来るより彼の自宅へ押し掛けた方が真由美としては都合が良いはずなのだ。住所を調べるくらい彼女には簡単だろうし、根も葉もないゴシップを気にしなければならない立場なのは達也よりむしろ真由美の方だ。それなのに学校へ面会に訪れたのは、達也に気を遣つかったからに違いない。──その程度のことは、達也にも理解できた。

「その……調子はどう？」

　柄がらにもなく、真由美は随ずい分ぶん緊張しているようだ。

　あいさつにも前置きにもなっていないそのセリフを聞いて、達也はそう思った。あるいは、余程言いにくい用件なのだろうか。

　このままでは徒いたずらに時間だけが過ぎていくおそれがある。そんな懸け念ねんを覚えた達也は、自分からきっかけを作ることにした。

「今年の論文コンペは当日の会場警備がメインですからそれほど忙しくありません」

「そ、そうなの？　達也くんが発表メンバーに入っていないなんて、ちょっと意外……」

「ええ。ですからご相談の内容次第では、お力になれるかもしれませんよ」

　達也は、真由美が自分に、ただ会いに来ただけとは端はなから考えていない。彼と真由美は「会いたいから会いに来た」で相手を納得させられる親密な関係ではないのだ。単なる先せん輩ぱい・後こう輩はいとも言えないが、だからこそ彼女が達たつ也やに会いに来るには、何か明確な目的があるはずだった。

「……そうね。時間を無む駄だにしても仕方がないか」

　真ま由ゆ美みの瞳ひとみは、まだ躊躇ためらいに揺ゆれていた。だが本人も言っているように、このままでは時だけが無む為いに流れていく。そして真由美も達也も、自由になる時間は有限だ。彼女は目的があって達也に会いに来たのだから、それを伝えもせずに一高からすごすごと立ち去ることなどできようはずもなかった。

「達也くんは、名な倉くらさんのことを覚えてくれているかしら」

「ええ。このたびはご愁しゆう傷しよう様でした」

「お気き遣づかい、恐れ入ります……。達也くん、名倉さんのこと、知っていたんだ」

「地方版の新聞を見ました」

「そう……論文コンペの会場警備に備えて地元の情報を集めているのかしら」

「まあそんなところです」

「……じゃあ」

　真由美の短い沈ちん黙もくは、頼み事の本題を口にするかしないか、最後の迷いを振ふり切きる為ためのものだった。

「名倉さんの死因については知っている？」

「他殺としか」

「それ以上の情報は公開されていないものね」

　真由美の浮かべた苦笑いは、意外にあっさりしたものだった。

「そうよ。名倉さんは何者かに殺された。私には、その犯人が誰だれだか分からない」

　真由美の言い回しに、達也は軽い疑問の表情を浮かべた。

「私には、と仰おつしやいますと？」

「父は」

　真由美はそこで一いつ旦たん言葉を切った。だが彼女は既すでに、躊ちゆう躇ちよを捨てていた。

「父は、名倉さんを殺した犯人を知っている」

　達也は驚きを隠かくさなかった。

「お父上がそう仰ったのですか？」

「いいえ。でも父が知っているのは、少なくとも心当たりがあるのは確実よ。名倉さんは父に命じられて、秘密の仕事で京都に出向いていたんだから」

「秘密の仕事で京都に、ですか……」

　達也に馴な染じみのある表現を使うなら「裏の仕事」、つまり非合法あるいはそれに近い仕事ということだろう。

「これもはっきり聞いたわけじゃない。父は『ある仕事で』としか言わなかった。『私が知る必要は無い』とも言ったわ」

「なるほど」

　それは「裏の仕事をやらせていた」と言っているのと同じだ。多分、七さえ草ぐさ弘こう一いちにも隠かくすつもりはなかったのだろうと達たつ也やは解かい釈しやくした。

「それで先せん輩ぱいは、どうしたいんですか？」

　この質問は、真ま由ゆ美みにとって、決して不ふ意い討うちではなかった。だが達也のストレートな言葉と、それ以上に彼女の瞳ひとみを真っ直ぐ貫つらぬく眼光に、真由美は少なからずたじろいでしまう。

　それでも真由美が俯うつむき黙り込んでしまうようなことはなかった。彼女は使命感、あるいは義務感のようなものに突つき動かされて、達也の視線を受け止めた。

「真相を、知りたいの」

「犯人を突き止めたいと？」

「──ええ、そうよ」

　答えが返ってくるまでに、わずかなタイムラグがあった。しかしそれは真由美の躊躇ためらいを反映したものではなく、逸はやる心を抑おさえる為ためのものだった。

「正直に言うわ。私と名な倉くらさんの関係は決して親密なものじゃなかった」

　真由美の告白を聞いて、達也が無言で意外感を示す。しかし、すぐには口を挿はさまなかった。彼は目で続きを促うながした。

「私は名倉さんにとって、ビジネスの対象でしかなかったわ。私もあの人のことを自分のお目付役兼けんボディガード以上の存在だと思ったことはない」

「それでも、犯人捜さがしをしたいんですか？　リスクは小さくないと思いますが」

　達也は軽く真由美を挑ちよう発はつしてみた。

　返ってきたのは怒いかりを湛たたえた眼まな差ざしだった。

「勘かん違ちがいしないで。甘い気持ちで言っているんじゃないわ」

「では何な故ぜです？」

「私のボディガードが、七草家の命令で命を落とした。死ねと命じたわけじゃないのは分かっているけど、そうなる可能性が高い仕事を命じたのだったら結果的には同じよ。私はその事実から目を背けたくないの。七草家の一員として、せめて事の真相は知っておきたい」

「ご立派です」

　達也はそう言いながらため息を吐ついた。

　真由美が柳りゆう眉びをつり上げる。

「しかし」

　彼女が声を上げる、その機先を、達也が冷たい声音で制した。

「それが結局ご自分の自己満足にしかならないのは、先輩にもお分かりのはずだ」

「分かっているわ。でも、自己満足の何がいけないのかしら」

　自や棄けになっているのではない、強い意志のこもった口調で開き直られて、達たつ也やもすぐには反論の言葉を思いつかなかった。

「今のままじゃ私は納得できないの。自分に満足できないの。七さえ草ぐさ家の長女ですって胸を張っていられないのよ」

「……七草家の長女として、ですか」

「そうよ。良くも悪くもそれが私の立場だわ。私はそこから逃げられない。だったら胸を張ってそう名乗りたい。これはおかしな考え方かしら」

「いいえ。おかしいとは思いません」

　真ま由ゆ美みの主張は達也にとって羨せん望ぼうと反発を同時に懐いだかせるものだった。

　四よつ葉ばの直系だと、深雪はまだ名乗れない。本来の素す性じようを偽いつわることを強制されている。四葉家の一員であることが素晴らしいことだとも誇れることだとも達也は考えていないが、本当の自分を隠かくさなければならないのは哀かなしいことだと、感じるのではなく考えている。

　そんな妹と比較して自分の生まれに誇りを持ちたいと語ることのできる真由美は、羨うらやむべき存在であり妬ねたむべき人物だと達也は考えた。

「そうですか。それで俺おれに何を？　犯人を見つけろと言われても、俺には探たん偵ていのノウハウもなければ捜そう査さに協力してくれる人員の伝つ手てもありません。残念ながら、お役に立てないと思います」

　しかしそういうあるべき感情とは別に、役に立てないというのは達也の本心だった。手掛かりが少なくない周しゆう公こう瑾きんの探索すら何ど処こから手をつければ良いのか分からない状態なのに、どこの誰だれだか名前も分からない殺人犯の行方ゆくえなど探し方すら見当もつかなかったのだ。

「待って！」

　達也の明確な拒きよ絶ぜつにも拘かかわらず、真由美は席を立とうとする彼を呼び止めた。

「犯人はおそらく、横浜の件の関係者よ！」

　彼女が発した制止のセリフには、達也をソファに押し留める効力を持っていた。

「横浜の件と仰おつしやいますと？」

　達也は驚きを表情に出していないはずだ。

　だが真由美は何を以もつてか、少し勝ち誇った顔をしていた。

「去年の横浜事変の関係者。ここ最近、名な倉くらさんは中ちゆう華か街がいを探っていたみたいなの」

　彼女は達也の興味を引くことに成功したと思っているのだろう。その理由は彼女の考えていたものとは違っていたが、達也が興味を覚えたこと自体は間違っていなかった。

「よくそんなことが分かりましたね」

「あの人、ボディガード以外の仕事で私の側そばを離れる時は、その仕事が終わった後にお土産みやげをくれるのが習慣だったのよ。最近は中華街のお土産が多かったわ。私のことを小さな女の子と勘かん違ちがいしているのかな、と思っていたけど……名倉さんは自分が何をやっていたのかヒントを残していたんじゃないのかって、今はそんな気がする」

「なるほど」

　真ま由ゆ美みはそうと意識していないかもしれないが、これは示し唆さに富んだ発言だった。

　名な倉くらの雇やとい主ぬしは七さえ草ぐさ弘こう一いちで、真由美は仕事の対象ではあっても雇こ用よう関係あるいは取引関係においては第三者、他人だ。

　長女のボディガードで、裏の仕事を任せられていた──少なくとも、外がい聞ぶんを憚はばかるような仕事に関わらせる程度には信頼されていた部下が、自分が何をさせられているのかについて他人に手掛かりを残していたということになる。

　七草弘一は部下を掌しよう握あくし切れていない。

　あるいは、七草家には真の意味で腹心と呼べる部下がいない。

　このことは、後々大きな意味を持ってくるかもしれない──。

　そこで達たつ也やは七草家の内部事情について考えるのを止めた。

「仰おつしやるとおりかもしれません。名倉さんは横浜中ちゆう華か街がいに関係ある仕事に携たずさわっていた。しかしそれが、横浜事変に関わるものだという根拠は無いと思いますが」

　この時点で達也は真由美を自分の手伝いに加えても良いと考えていた。肉体的には非力な女性ではあるが、戦せん闘とう力りよくは横浜の戦場で実証済みだ。それに大学生の彼女は高校生の深み雪ゆきや水み波なみに比べて時間の融ゆう通ずうが利きく。

　彼の反論は、単に一度頭を冷やしてもらう為ためのものだった。前のめりになりすぎている真由美の心情に水を差して自分の思い違いである可能性を検討してもらう。その上で彼女が達也に協力を要よう請せいしてくるなら、達也はそれを引き受けた形に持っていくだけだ。

「それは……そうだけど」

　達也が指摘した程度のことは、彼女も考えていたらしい。真由美が気弱な態度をのぞかせる。

「……じゃあ達也くんは、横浜事変関係の相手だっていうのは私の思い込みだというの!?」

　しかしそれはほんの数秒のことで、真由美は一転して開き直りとも取れる強気な態度を達也にぶつけた。

「そうは言っていませんよ」

　達也は愛想笑いを浮かべながら真由美を宥なだめる。

「先入観が強すぎると事実が見えなくなるかもしれない、ということです」

　真由美から頰ほおをプクッと膨ふくらませているような空気が伝わってきた。……大学生になったことで、さすがにそんな表情を実際に浮かべるのは自じ重ちようしているようだが。

「先入観と思い込みって同じじゃない……」

　小声で呟つぶやいた真由美のセリフはしっかり達也の耳に届いていた。だが達也はこれを真由美の独ひとり言ごととして処理した。具体的には、聞き流した。

「……その程度のことは理解しているわ」

　しかし自分に目を向けて放たれたこの言葉には、しっかり反応を返した。

「危険だということも理解されていますか？」

　達たつ也やはこの言葉を口にするチャンスを待ち構えていた。

「ええ。それでも、私は何かをせずにはいられない」

　真ま由ゆ美みの回答には、引っ込みがつかなくなっている部分も感じられる。

「だから達也くん、お願い。力を貸して欲しいの」

　だが、達也にとってはまるで構わないことだった。真由美から強く望まれてそれに応こたえるという形をとることが、彼にとっては都合が良かった。

「──分かりました」

　真由美がホッと気を抜いた表情を浮かべた。

　顔にこそ出していないが、安あん堵どしているのは達也も同じだった。

「具体的に、何をすれば良いのでしょうか」

「達也くん、警備の下見に京都へ行くでしょう？」

「はい、今度の土日に」

「その時に少し付き合って欲しいのよ。名な倉くらさんが殺された現場を見ておきたいの」

　最後の仕上げとなる質問に、真由美は注文どおりの答えを返した。

「それだけでよろしいのですか？」

　達也としては現地の状じよう況きよう次第で、少しではなくしっかり付き合ってもらう腹はら積づもりだった。

　だがその質問は、するべきではなかった。

「……私にだって分かっているのよ」

　達也は人でなしだが、自分の目的に関わらない領域ならば、他人の心情が気にならないわけではない。それなりに親しい相手が自分の言葉に落ち込むのを見るのは、あまり気持ちの良いものではなかった。

「私はまだ七さえ草ぐさ家の娘でしかなくて、自分自身には社会的な力なんて何も無いって。魔ま法ほう師しとしての実力も才能も所しよ詮せんは属人的なもので、警察を動かすことも警察の代わりに犯人を捜さがすようなこともできないって」

　彼女のこぼした弱音は全くの事実であり、達也には掛けるべき慰なぐさめの言葉が無かった。彼が無頭竜ノー・ヘツド・ドラゴンに報復し侵しん攻こう軍に対処し得たのは独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいという組織のバックアップがあったからだ。パラサイドール計画に介かい入にゆうできたのも九ここの重え八や雲くもの協力と共に、独立魔装大隊からムーバルスーツの提供を受けられたことが大きい。

　どの案件も、達也個人の力だけではあれほど上う手まく処理できなかった。それを達也は忘れたことがない。個人の力には限界があると身にしみて知っているが故ゆえに、安易な気休めは口にできなかった。

「最初に達也くんが言ったとおり。結局は、私の自己満足でしかない。そんなことで危険を冒すのは愚おろかしいことなのかもしれない。でも」

「分かりました」

　達たつ也やは同じセリフをもう一度繰くり返かえすことで、真ま由ゆ美みの言葉を遮さえぎった。

「では二十一日、日曜日に。時間と場所は先せん輩ぱいのご都合に合わせます」

「……ありがとう、達也くん」

　真由美はソファの上で深々と頭を下げた。

「じゃあ、時間と場所は明日にでもメールします」

「もう一つだけ、うかがっても良いですか？」

　そう言って席を立とうとする真由美を、達也が引き止める。

「名な倉くらさんの遺体は既すでに火か葬そうされているのですよね？」

「え、ええ」

「亡くなられていたときに身に着けていた物は残っていますか？　例えば、その時に着ていた服とか」

「警察が証しよう拠こ品ひんとして保管したいと言ってきたから、そうしてもらっているわ。名倉さんはお身内がいらっしゃらなかったから、少しでも犯人逮たい捕ほの役に立てばと思って……」

「それを拝見することはできますか」

「……家に連絡をくれた刑事さんにお願いしてみます」

　真由美の回答に、達也は軽く頭を下げる。

　彼女が何か言いたそうにしていたので、達也は目で発言を促うながした。

「ごめんなさい。そんなに親身になってくれるなんて思わなかったから……」

「協力する以上は、できる限りのことをしますよ」

　そう言って達也は、真由美に「ありがとう」を繰り返させない為ために席を立った。

　彼はこの短い時間で、名倉が周しゆうに殺された可能性も小さくないと考え直していた。七さえ草ぐさ弘こう一いちが名倉三さぶ郎ろうを使って周公こう瑾きんの身辺を独自に調査していたという仮説は、決して荒こう唐とう無む稽けいなものではない。可能性がゼロではないというなら、七草家の当主が周と内通していたという可能性すらもある。

　名倉の遺品を見たいと言ったのは、そこに周公瑾へつながる手掛かりが存在するかもしれないと考えたからだ。決して、真由美に礼を言われるようなことではなかった。




　真由美を正面玄げん関かんまで送った後、達也は生徒会室に向かった。

　何な故ぜかそこには生徒会役員と現風紀委員長だけでなく、前部活連会頭の姿があった。

「お兄様、お疲れさまです」

「ああ、遅くなってすまない」

　笑顔で立ち上がった深み雪ゆきに手て振ぶりで座るよう指さし図ずして、達也は自分のデスクに向かった。チラチラと自身を窺うかがい見る視線に彼は気づいていたが、自分から反応はしなかった。

「司し波ば先せん輩ぱい」

　達たつ也やに対して口火を切ったのは、それまで生徒会室に入ってきた彼に目もくれず端たん末まつと格かく闘とうしていた泉いず美みだった。

「何か分からないところでもあるのか？」

　達也の反問は表面的に見れば妥だ当とうなものだ。だが実際には、終わったばかりの面会について訊ききたいのだろうと予想しながらのセリフだった。

「違います！」

　そしてその予測が外はずれているはずもなかった。

「お姉さま、いえ、姉はもう帰りましたのでしょうか」

「お帰りになった。もしかして用があったのか？」

「いいえ、そういうわけでは。ただ、その、姉は一体どのような用件で先輩のお時間を取らせてしまったのかと」

　泉美のセリフが建前であることは明白だ。彼女は姉と達也が一体どのような話をしたのか知りたがっていた。

「気を遣つかわせてしまったか。泉美が気にする必要は無いぞ」

　しかし達也を相手にそんな探りの入れ方では、建前を逆用されて話を逸そらされるだけだ。

「先輩に気を遣ってなどおりません！」

　その結果、泉美はむきになって言い返す羽は目めになる。そして、上級生から向けられる微笑ほほえましげな眼まな差ざしに赤面するパターンだ。

　顔を赤くして俯うつむいた泉美に代わって質問役を引ひき継ついだのは深み雪ゆきだった。彼女は兄の顔を盗み見るような素そ振ぶりを見せなかったが、達也が真ま由ゆ美みと二人きりで会っていたことに関心が無いわけではなかった。いや、むしろ一番気になっていたと言って良いだろう。

「それでお兄様。七さえ草ぐさ先輩のお話は何だったのですか？　もしお差し支えなければお教えいただきたいのですが」

　深雪がそう訊たずねた直後、一いつ斉せいに聞き耳を立てる気配がした。達也が室内を見回すと、目を逸らす逸らさないの違いはあるにしてもこの場にいる全員が達也の回答を待っていた。

「先輩もちょうど京都にご用があるらしくてね」

　達也がそう告げると同時に、泉美がピクリと身体からだを震ふるわせた。俯いたままの表情は分からなかったが、彼女が名な倉くらのことを連想したのは容易に推測できる。ただ、ここで泉美に遠えん慮りよしたり慰なぐさめの声を掛けたりするのはかえって逆効果だろうと達也は考えた。彼は何も気づかなかったふりで言葉を続けた。

「来週の下見に同行したいと言われた。先輩のご用というのが何なのか教えていただけなかったからお断りしたが、割と深刻なお顔をされていたな」

　達たつ也やの結論を脚きやく色しよくした回答に、服部はつとりが小さく息をついた。服部もそういう懸念を懐いだいていたのは間違いない。

　しかしそれを誤ご魔ま化かすように、彼は達也へ殊こと更さら厳しい口調で食って掛かった。

「司し波ば、深刻なご用事と分かっていて何な故ぜ断った。警備の下見と言っても市内の様子を見て回るだけだろう。時間の拘こう束そくを受けているわけではないのだから、ご一いつ緒しよするくらい邪じや魔まにはならないはずだ」

　この詰きつ問もんを受けて達也が考えたのは、本当は自分が同行したいのだろうに生き真ま面じ目めな好青年というのも難なん儀ぎなものだ、ということだった。馬鹿にするのではなく好意から綻ほころびそうになる唇くちびるを、彼は意識して引ひき締しめなければならなかった。

　だが、彼を責める言葉はそれで終わりではなかった。

「達也さん、私もそう思います」

　服部の詰きつ責せきは達也の想定の内だったが、ほのかが服部に同調したのは彼の予想外だった。

「魔ま法ほう大学には市いち原はら先せん輩ぱいも十じゆう文もん字じ先輩もいらっしゃるのに、わざわざ一高に来られたんです。達也さんのことを相当頼りにされていたんじゃないでしょうか」

　ほのかの思おも惑わくが分からなくて、達也はすぐに返答できなかった。

　達也が真ま由ゆ美みと京都で会って、ほのかに何かメリットがあるとは考えられない。もし深み雪ゆきが赤の他人なら真由美を当て馬に使うという発想も出て来るかもしれないが、深雪は実の妹だ。水み波なみが達也から一歩退いているということも、普ふ段だんの態度を見ていれば分かるはず。

　もしかしたら──こんな考え方はほのかに失礼かもしれないが──純粋に真由美に対する同情からの発言だったのだろうか。

「達也、少し時間を割く程度で済むんだったら構わないんじゃないかな」

「……そうだな」

　幹みき比ひ古こにまでそう言われて、達也は旗色が悪いことを認めないわけにいかなくなった。幹比古は周しゆう公こう瑾きんの捕ほ縛ばくという真の目的こそ知らないものの、京都下見旅行の裏にある対「伝統派」挑ちよう発はつ作戦の共きよう謀ぼう者しやだ。その彼から真由美に対する協力を促うながされて、それでもなお頑かたくなに拒こばむのはいらざる不ふ審しん感かんを懐かれそうだった。

　それにこれは、達也にとっても都合の良い展開だった。真由美と一緒にいる理由ができれば、偶ぐう然ぜんを装って合流する必要も無い。

　彼女がどの程度役に立つか、達也は実のところ大して期待していない。だが人手は、一人でも多い方が良い。彼に求められている役割は周公瑾の捜そう索さくそのものではなく、見つけた後の処理だと達也は考えている。だが、真ま夜やからの依頼内容が「捕縛の協力」であり見つけなければ捕縛もあり得ない以上、捜さがしていたというポーズだけでも取とり繕つくろっておく必要がある。その為ためには、人を多く集めるほど見み栄ばえが良い。

「謝罪も併あわせて、先輩には俺おれの方から連絡してみよう。泉いず美み、俺が先輩に連絡しても構わないか？」

「何な故ぜ私わたくしにお訊たずねなのですか？」

　泉いず美みが少しムッとした声で反問する。彼女は達たつ也やの問いが自分をシスコン扱あつかいしているが故ゆえのものと敏さとく感じ取っていた。

「泉美が七さえ草ぐさ先せん輩ぱいの身内だからだが」

　しかし、下級生の女の子が機き嫌げんを損ねた程度で達也をたじろがせることはできない。

「私わたくしの許可など必要ありません。先輩のご自由に為なさってください」

　達也の可愛かわいげない回答に、泉美は可愛くそっぽを向いた。




　　　　◇　◇　◇




　旧長野県との境に近い旧山梨県の、山々に囲まれた狭きよう隘あいな盆ぼん地ちに存在する名も無き村。この地図にも載のっていない小さな山村こそが、世界中の魔ま法ほう関係者に悪名を轟とどろかせている四よつ葉ば家の本拠地だ。

　村の中央に位置する、広い敷しき地ち内に複数の離れを持つ一ひと際きわ大きな平屋建ての屋や敷しきが四葉家の本ほん邸てい。その一室で、屋敷の女おんな主あるじである四葉真ま夜やは腹心の執しつ事じ、葉は山やまの報告を受けていた。

「……奈良における顚てん末まつは以上でございます」

「国防軍情報部ねぇ……」

　真夜の艶あでやかな紅こう唇しんに嘲ちよう笑しようが浮かんでいる。それが少しも下品ではない。むしろ高貴なたたずまいすら醸かもし出していた。

「何処いずこの部署が介かい入にゆうしてきたのか、調べはついております。もし目め障ざわりだとお考えでしたら」

「構わないわ。国防軍にも面子めんつがあるでしょう？　多少の出しゃばりくらい、見み逃のがしてあげないと」

　嘯うそぶく主あるじに、老執事が恭うやうやしく一礼する。国防軍を格下と見る真夜の態度に、葉山は如い何かなる疑いも持っていなかった。

「それより達也さんの方だけど」

　真夜の関心はすぐに国防軍から離れた。といっても元々真夜と葉山は達也のことを話していたのだから、話題が戻もどっただけだ。

「今のところ真ま面じ目めに働いているのね？」

「はい。開発中の新魔法についても特に隠かくし立てすることはなく、反はん抗こう的な部分は見受けられません」

「新魔法ね……近距離物理攻こう撃げきの魔法ということだけど、どのようなものか推測はつきますか？」

「あくまでも推測でよろしければ」

「構わないわ。葉は山やまさんの考えを聞かせてちょうだい」

　真ま夜やは好奇心を隠かくさず、葉山に訊たずねた。

　実戦に出ることも無く交こう渉しよう事ごとに出ることも稀まれな真夜は、普ふ段だん屋や敷しきに引きこもっている状態だ。ただ、暇ひまを持て余しているわけではない。もちろん、淫いん楽らくに耽ふけっているということもなければネットでゲーム三ざん昧まいということもない。彼女は魔ま法ほう師しの性能向上を最重要課題とする四よつ葉ばの一員として、魔法研究に主な時間を費やしていた。

　そんな彼女にとって、達たつ也やが新魔法を開発しているという情報は純粋に好奇心をそそられるネタだった。

「アンジー・シリウスの『ブリオネイク』を参考にしたという話と、『バリオン・ランス』という名前から察するに、物質を陽子・中性子レベルに分解して射出する粒りゆう子し砲ほうの一種ではないかと思われます」

「荷電粒子砲なのかしら」

「それならば新魔法ではなく『ブリオネイク』の再現と、達也殿ならば言われるのではないでしょうか。むしろ中性子砲の可能性が高いと愚ぐ考こうします」

「中性子砲ね……。ニュートロンバリアは既すでに魔法として完成の域にあるのだけど、達也さんのことだからそこも当然考えているでしょうね」

　楽しそうに推理を重ねていた真夜が、ふと気になったという顔で言葉を切った。

「……『バリオン・ランス』。『ランチャー』でも『キャノン』でも『ガン』でもなく『ランス』なのは何な故ぜかしら」

　それは葉山も気になっていた箇か所しよだったが、どう答えるかは問われる前から決まっていた。

「そこまでは分かりかねます。ただ、慶けい春しゆん会かいの席でご披ひ露ろうくださるということでしたので、実際にご覧になるのが一番かと」

　百聞は一見に如しかずということわざを引き合いに出すまでもなく、憶おく測そくを重ねるより実際に観測する方が手早くもあり賢けん明めいでもあるということくらい真夜にも分かっている。ただ、お預けにあったような印象は拭ぬぐえず、ついつい意地の悪い質問が彼女の口をついて出た。

「詳しよう細さいを訊ねなかったのは何故？　あの子が本当に従順なのかどうか、試してみるにはいい材料だったと思うのだけど」

「おそれながら、奥様の目的の為にはそこまで確かめる必要も無いと存じましたので」

　しかしこれは、真夜にとって藪やぶ蛇へびだったかもしれない。葉山のたしなめる口調に、真夜は見えるか見えないかのジェスチャーで肩をすくめる。

「目的と言うほどご大層なものでもないのだけど」

　葉山が自分を見み詰つめる視線に、真夜は何となく言い訳しなければならないような気にさせられた。

「私の甥おいだからという理由ではないわ。あの子を排はい斥せきするのは、四葉の利益にならない」

「実の甥おい御ご様だからという理由でも差し支えないかと存じますが」

「葉は山やまさん……」

「失礼いたしました」

　咎とがめるように彼の名を呼ぶ真ま夜やに、葉山は恭うやうやしく一礼した。ただ、このような場合に適切な謝罪の文句ではなかった。本来であれば「口が過ぎました」とか「差し出口、お許しください」とかそのようなフレーズが使われる場面だ。

　葉山が自分のセリフを「差し出口」と言わなかったのは、真夜の頰ほおが微かすかに赤らんでいることと無関係ではなかった。




「葉山さん」

　真夜の部屋を辞した葉山は、彼の住まいにと貸し与えられた離れに向かう途と中ちゆうの庭で、背後から声を掛けられた。

　気配が感じられなかったことに、動どう揺ようは無い。この村では、気配を風や闇やみに同化させる程度の技能の持ち主など珍しくもない。

　それに、背後から掛けられた声は葉山にとって馴な染じみのものだった。

「黒くろ羽ば様。お見えになっていると気づきもせず、申し訳ございません」

　少なくともこの程度の嫌いやみを口にできる程度には親しくもあった。

　皮肉られた黒羽貢みつぐの方は不快げに顔を顰しかめたが、彼の方も無論この程度で怒いかりを露あらわにすることはない。

「いや、こちらこそ失礼しました。気配を同化したままだったのに気づかなかった」

　貢のセリフが噓うそか真まことか、葉山には判断がつかない。普ふ段だんから影かげに徹てつしている所せ為いでそれが習い性になっているというのは如い何かにもありそうだし、逆に自分が気配を消しているか紛まぎらしているか垂れ流しているか自覚できないようでは諜ちよう報ほう工作の仕事など勤まらないとも思われる。

「いえ、お気き遣づかいはご無用でございます」

　ただ、それはどうでも良いことだった。黒羽貢が本気で気配を隠かくしたなら、葉山は目の前に立たれても気づけないだろう。その気になれば何い時つでもこちらの死命を制することができる相手に細かいことで腹を立てても益にならない。それに、こちらの方が重要だが、黒羽家は四よつ葉ばの有力な分家でありその当主である貢は葉山にとって仕えるべき相手の一人だ。主あるじの気まぐれに一々気分を害するようでは執しつ事じ失格である。

「して、黒羽様。私わたくしに何か御用ですかな」

「用といえば用だが……少し葉山さんと話をしたいのです」

　葉山の眉まゆがピクリと動いた。不快感を表したのだが、これは故意の感情表現だった。

「話がある……という意味でしょうか」

　葉は山やまが慇いん懃ぎんに微笑ほほえむ。

　貢みつぐは慌あわてて、否定の意味で両手を振ふった。

「いやいや、言葉どおりの意味です。少しお訊ききしたいことと、相談したいことがあるのですよ」

「これは私わたくしの方こそ失礼しました」

　葉山が闇やみの中で丁てい寧ねいに一礼した。そこには、内心を窺うかがわせる隙すきがまるで無かった。

「ではこちらへどうぞ」

　葉山がたった今出て来た母おも屋やへ足を向ける。四葉家に仕える執しつ事じの筆頭である彼には、母屋の応接室をある程度自由に使う裁量が与えられている。そうでなくても黒くろ羽ば家の当主から相談を受けるに当たり一室を使って咎とがめを受けるはずがなかった。むしろ立ち話を続ける方が後で責められることになるだろう。

　だが、貢は葉山の常識的な対応に従わなかった。

「いや、葉山さんさえ構わなければ、ここで」

　足を止め、振り返り、葉山が訝いぶかしげな眼まな差ざしを貢へ向ける。

　貢は自分に射い掛かけられる不ふ審しん感かんを無視した。

「葉山さんがご当主様と話されていたのは、あの男──周しゆう公こう瑾きんの件ではありませんか」

　貢の言葉を聞いて、葉山はなるほどというように頷うなずいた。

「ご自分の御仕事に手を出されては、気になさるのも当然ですな」

「あっ、いや……」

　自分のセリフをかなり情けない方向に曲解されて、貢は慌てて打ち消そうとした。

「ですが、ご心配には及およびません」

　だが葉山は、その暇いとまを与えなかった。

「黒羽様におかれましては、深み雪ゆき様のガーディアンに現在試ためしが与えられていることをご存じと思います」

　貢が本気で顔を顰しかめた。

「……知っています」

　その試しとやらは息子たちが達たつ也やを訪問した九月下旬からではなく、八月のあの日に始まっていた。その所せ為いで貢は達也に、最低に近い醜しゆう態たいを見られたのだ。隻せき腕わんとならずに済んだことは感謝しているが、プライドを深々と抉えぐられたのはまた別の話である。

「私わたくしはその経過報告をしていたのですよ。深雪様は有力な当家の次期当主候補ですからな。あの方のガーディアンが四葉に対して反旗を翻ひるがえす可能性が無いかどうか、その見極めは今後の四葉家の為ために欠くべからざることです」

　貢はますます不快感を露あらわにしていたが、葉山はそれをまるで斟しん酌しやくしなかった。

「極めて重要なことですので、黒羽様には失礼かとも存じましたが、今回の件を判定材料に使わせていただきました」

「あの男が四よつ葉ば家に対する忠誠心など持っているはずがない」

　貢みつぐが吐はき捨すてるようにそう言った。その言葉もその表情も、深み雪ゆきや達たつ也や本人の前では決して見せない貢の本音だった。

「黒くろ羽ば様が何を以もつてそのように断定されるのか私わたくしには心当たりがありませんが……」

　差し支えなければ教えてください、と葉は山やまが目で問い掛ける。

　だが、貢はその眼まな差ざしを黙殺した。

　それを気にした様子も無く、葉山は飄ひよう々ひようとした口調で自ら答えを紡つむいだ。おそらく、彼以外には口にできない辛しん辣らつなセリフで。

「達也殿は、ご自分が生まれてすぐ、一族の手で殺されそうになったことなどご存じありません故ゆえ、それをご懸け念ねんでしたら疑ぎ心しん暗あん鬼きというものでございますよ？」

「葉山！」

　貢が葉山に対する丁てい寧ねいな態度をかなぐり捨てる。

　それは貢たちの世代がずっと口を噤つぐんできたことだった。四葉の血統である「椎しい葉ば」「真ま柴しば」「新し発ば田た」「黒くろ羽ば」「武む倉ぐら」「津つ久く葉ば」「静しずか」の七家の者以外でこれを知っているのは葉山のみ。四葉の血を受うけ継つぐ者であっても、二十代以下には知らされていない秘事だ。黒羽貢が思わず冷静さを失っても仕方の無い不ふ意い討うちだった。

　葉山は自分に向けられた殺気を、慇いん懃ぎんな笑顔で吞のみ込んだ。

「あの方が四葉家に忠誠心を懐いだいていないことなど、そして今後も同様であろうことなど、私わたくしにすら分かっております。まして奥様がお気づきになっていないはずなどございますまい。その上で奥様は、あの方に深雪様の御おん身みをお任せしているのです」

　貢がギリッと奥歯を嚙かみ締しめた。

　貢が探りを入れる為に始めた会話が、いつの間にか葉山による糾きゆう弾だんの場に変わっていた。

「黒羽様。忠誠心など無用なものなのですよ。意味があるのは行為だけです。たとえ面めん従じゆう腹ふく背はいであろうとも、立場を裏切らず期待を裏切らず結果で裏切らなければ、結果を出せない忠義者より有用なのです。道具に忠義は必要ありません。兵器に心は不要です」

「貴様、魔ま法ほう師しを兵器と言うのか……!?」

「お忘れかもしれませんが、私わたくしも魔法師でございます」

　皆様に比べれば微び力りよくも良いところですが、と葉山が気軽に笑う。

　貢は重い沈黙に囚とらわれた。

「兵器は恐おそれを懐きません。兵器は不安を懐きません。ただそうなる可能性があるという不安だけで、無む垢くなる者を殺そうとする人の心は、果たして心無き兵器に優まさるものでしょうか」

　貢の心に深く楔くさびを打ち込んで、葉山は一礼し、その場を去った。




　　　　◇　◇　◇




　十月十九日、金曜日。今年の論文コンペまで、今日を含めて正味十日。発表の準備はいよいよ大おお詰づめを迎えていた。

　今年は去年と違って校内で不ふ審しんな出来事は起こっていない。去年が特別だったのであって、今年は正常化しただけとも言えるのだが、そのお蔭かげで余計な人手をとられることもなく、作業は本番へ向けてスケジュールどおりに進行していた。

　達たつ也やたちの身辺周まわりについてもここ十日ほど平へい穏おんを保っている。おそらく、八や雲くもの弟子たちの頑がん張ばりに加えて、葉は山やまが花はな菱びし執しつ事じを通じて手配した傭兵部隊の暗あん躍やくが効いているのだろう。花菱は四よつ葉ば家の使用人序列第二位で、四葉家が請うけ負おう荒あら事ごとに関わる様々な手配──その中には人員の手配も含まれる──を担当している執事。その仕事に手抜かりはないはずだ。

　四葉家の魔ま法ほう師しは、人数でいうなら実はあまり多くない。四葉の血を持つ者に限ったことではなく、四葉家の配下にあって何い時つでも自由に使える魔法師も十じゆつ師し族ぞくの他家、七さえ草ぐさは元より一いち条じようや五いつ輪わに比べても「少ない」と表現する方が正確だろう。

　四葉の魔法師は数の劣れつ勢せいを覆くつがえす実力の持ち主ばかりだが、数こそが物を言うという場面も時に生じる。そういうケースに備えて、四葉は外部に使い捨ての協力者を組織していた。

　国家に対して重大な反逆行為を働いた、あるいは働こうとした魔法師。国家に対して直接的な敵対行動こそ取らなかったものの、軍事的に利用可能な魔法技能を国外の勢力に流出させようとした魔法師。そうした国家に対し背信行為を働いた魔法師たちの粛しゆく清せいは、四葉家に依頼されることが多い。

　この仕事は四葉家の重要な収入源となっている。そして金銭面だけでなく、四葉家はこの仕事を通じて戦せん闘とう員いんも調達していた。捕ほ獲かくした反逆魔法師を洗脳して手て駒ごまにするのだ。

　無頭竜ノー・ヘツド・ドラゴンが使っていた「ジェネレーター」のように意思を奪うばうことはしない。意思と感情が魔法の威い力りよくに直結することを四葉家は良く知っていた。

　彼らが行う洗脳はもっと古典的なものだ。「四葉」に対する恐おそれをひたすら刷すり込み、逆らえば死あるのみと思い込ませる。イデオロギーを死の恐きよう怖ふで塗ぬりつぶす。本当の意味で死を恐れていない狂信者は最初から相手にしない。死を恐れる者に対してのみ取引を持ち掛ける。「働き次第では生きたまま自由にしてやる」と。

　そうして己おのが命を報ほう酬しゆうとして得る為ために命いのち懸がけで任務を果たす魔法師傭よう兵へい部隊を、四葉は様々な仕事で使い分けている。今回の護衛任務はおかしな動きを見せた魔法師を片っ端から拉ら致ちするという、まさに頭数が物を言う仕事内容だった為に、四葉家は洗脳済み魔法師のストックを使い切る勢いで大量に投入していた。その甲か斐いあってか、達也の友人たちの身辺だけでなく一高の周りはほぼ完全な凪なぎの状態になっているのだった。




　幾いくら論文コンペの準備作業という名目があっても、女子生徒を夜遅くまで学校に残らせるわけにはいかない。男女区別だろうが男女差別だろうが関係なく、男子生徒には許されている閉門後の夜間作業も女子生徒には認められていなかった。

　今日も、もうすぐ閉門時刻になる。生徒会でも後片付けが始まっていた。もっともこの時代はペーパーレスなので、書類をキャビネットに戻もどしたり鞄かばんに詰つめ込んだりといった百年前の「後片付け」とはかなり様子が違う。バタバタと慌あわただしく動き回る必要はまるでなく、下校の準備はすぐに整う。

「……深み雪ゆき先せん輩ぱい、お先に失礼いたします」

　明日の土曜日、深雪は学校を休んで京都へ出掛けることになっている。その引ひき継つぎ書を作成する為ため、彼女は下校時刻の延長を申しん請せいしていた。泉いず美みが先に出ていったのはそういう理由だ。

「泉美ちゃん、明日と明後日あさつてはお願いね。頼りにしているわ」

「光栄です！　及およばずながら、微び力りよくを尽つくします！」

　泉美は扉とびらの所で名残なごり惜おしそうにグズグズしていたが、深雪にそう声を掛けられて一転、上じよう機き嫌げんで帰路についた。

「深雪も泉美ちゃんの扱あつかいに随ずい分ぶん慣れてきたね」

　自分の端たん末まつを落として立ち上がったほのかが、苦笑いを浮かべている。

「悪女の素質がある」

　ほのかと一いつ緒しよに帰るべく生徒会室に来ていた雫しずくがそれに便乗する。客観的に見れば聞き捨てならないセリフだが、雫に悪意が無いのは分かっているので深雪は笑ってこう言い返しただけだった。

「女の子が女の子相手に悪女も善女もないでしょう？」

「……深雪って罪作り」

　雫が本気でため息を吐ついても、深雪は笑って取り合わなかった。




　今年の論文コンペにおける雫の役目はコンペのメイン発表者プレゼンターであるあずさの護衛だが、このところずっとほのかと一緒に帰っている。駅まではあずさも含めた大人数でいることも多いが、駅から先はほのかと二人だ。いや、本当はボディガードが陰かげから見守っているのだが、一応雫たちの目に触ふれぬよう行動しているので、少なくとも個型電車キヤビネツトやコミューターの中ではほのかと二人きりだった。

「ねえ、雫」

　個型電車キヤビネツトの順番待ちをしている列で、ほのかが気き遣づかわしげに雫へ話し掛ける。

「なあに？」

　しかし雫には、ほのかに心配を掛けている心当たりが無い。不思議そうに首を傾かしげほのかを見み詰つめている所に、ちょうど二人乗りの車しや輌りようが二人の前に止まった。

　四人乗りの車輌を待っている隣となりの三人連れに軽く会え釈しやくして電車に乗り込み、行き先を指定するカードリーダーにパスを翳かざして、雫は再度ほのかへ目で問い掛けた。

「うん……大だい丈じよう夫ぶなのかな、って思って」

「何が？」

「えっと、中なか条じよう先せん輩ぱいの護衛……」

「あっ、そのこと」

　雫が「なぁんだ」という表情で肩の力を抜く。

「中条先輩の方から言われたんだ」

「登下校の護衛は千ち倉くら先輩だけで良いって？」

　親友だけあって、ほのかは雫が省略した部分を自分で補完した。

「やっぱり、同級生同士の方が良いんじゃないかな」

「うん……それは分かる気がする。下級生でも学年が違うと遠えん慮りよしちゃうとこがあるよね」

「香か澄すみや泉いず美みは例外だと思うけど」

「あ、あははは……。でもさ、水み波なみちゃんだって、何となくこう、壁があるというか」

「まあね」

　ほのかの主張に、雫は一言で同意を示した。元々、同級生同士の方が気が置けないと主張したのは雫の方だからこれは当然だ。

「それに千倉先輩がいれば大丈夫」

「えっ？　あ～、そう言えば千倉先輩の魔ま法ほうってガード向きだよね」

「うん」

　いきなり大丈夫と言われて今度はすぐに補完できなかったほのかだが、少し考えただけで雫の言いたいことが分かったのだからさすがは親友と言うべきか。

　千倉朝とも子こが得意とする魔法は「ベクトル反転」。撃うたれることがあらかじめ分かっていたなら、対物ライフル弾だんを跳はね返すことも彼女の事象干かん渉しよう力りよくを以もつてすれば可能だ。不ふ意い討うちで狙そ撃げきされてはどうしようもないが──それは朝子だけでなく大たい抵ていの魔ま法ほう師しに言えることだ──例えば目の前で拳けん銃じゆうを向けられているといった状じよう況きようには滅めつ法ぽう強い。

　それに彼女の魔法が通用するのは飛び道具相手だけではない。人間が突つっ込んで来ても、その運動量を跳ね返す。普ふ通つう乗用車程度までの質量なら余程の高速、例えば時速二百キロメートル超とかでない限り対処できる。

　ほのかの言うとおり、千倉朝子は今年の一高護衛メンバーの中で一番ガードに向いている魔法特性の持ち主だった。

「それより、ほのかの方こそ大丈夫なの？」

「えっ……何が？」

　まるで心当たりがないという顔のほのかを、雫しずくがじっと見み詰つめる。

　個型電車キヤビネツトの窓にもうすぐ降車駅に到着する旨むねのメッセージが投映される。

　雫は「後でね」と言って、前を向いた。




　雫がその話題を再開したのは、食事を終えてお風ふ呂ろに入っている最中だった。

「ほのかは大だい丈じよう夫ぶ？」

「えっ、何か言った？　ちょっと待って」

　頭を洗っていたほのかが、お湯を止めて浴よく槽そうに浸つかっている雫に顔を向けた。

「うん、髪が終わってからで良いよ」

「そう？　もうちょっとだから」

　ほのかはもう一度しっかりとシャンプーを洗い流してから、防水シートでカバーされた収納ラックからタオルを取り出す。水気を吸い取るようにして髪を拭ふき、しっとりと水気を含んだタオルをメッシュ状のランドリーバッグに入れると、今度はリンスのボトルを手に取った。

「やってあげようか？」

「ううん、いいよ。雫にお願いすると、丁てい寧ねいすぎて時間が掛かっちゃうんだもん」

「いいじゃない。やらせて」

　雫がバスタブの外に出る。お湯を滴したたらせながら、少し強引にほのかの手からリンスのボトルを奪うばい取った。

「ほのかの髪、真っ直ぐできれい。羨うらやましい」

　ほのかの湿しめった髪を撫なでながら、雫が吐と息いきを漏もらす。

「私なんて……深み雪ゆきに比べれば」

　その真っ正直な賛辞に、ほのかは恥ずかしそうに少し俯うつむいた。

「深雪と比べても意味が無い」

　雫が大おお真ま面じ目めに反論すると、

「それもそっか」

　ほのかも可お笑かしそうにクスッと笑った。

　雫が細かく束ねたほのかの髪に、リンスを優しく塗ぬり込んでいく。

「それに私は、ほのかの髪の方が好きだよ」

「ええっ!?　それは身み贔びい屓き、というか友達贔びい屓きが過ぎるよ」

　雫が漏らした感想に仰ぎよう天てんしたほのかだったが、

「友達だから贔屓するのは当たり前」

　雫の開き直りに絶句してしまう。

「それに私の好みからすると、深雪の髪の色は重すぎる」

　それとは対照的に、雫は珍しく雄ゆう弁べんだった。

「ほのかの明るい髪の方が私は好き」

「そ、そう？　……ありがと」

　小さな声で呟つぶやかれた最後の一言は雫しずくの耳に届いたのかどうか。

　しばらく、雫は無言でほのかの髪にリンスをして、ほのかも無言で雫に髪を委ゆだねていた。

　雫がシャワーヘッドを手に取った。

　ほのかがギュッと目を瞑つぶる。

　雫がほのかの髪にまんべんなくお湯を掛け、シャワーの水圧でリンスを落としていく。

　雫が先ほど浴よく槽そうの中から話し掛けた話題を再開したのは、彼女が約束したとおりほのかが髪を洗い終わった後だった。

　ほのかと雫が向かい合って浴槽に入る。雫の家のお風呂は広く、セカンドバスルームにも拘かかわらず一般家庭の二倍ほどの面積がある。バスタブもそれに応じた大きさの物で、二人が一いつ緒しよに入っても十分に余よ裕ゆうがあった。

「ほのか」

「うん？」

「ほのかは、大だい丈じよう夫ぶなの」

「えっ、何が？　それ、さっきも言ってたけど……」

　雫がまたしてもほのかの顔を表面から見み詰つめた。

　どうやらほのかは惚とぼけているわけではなさそうだ、と判断して、雫は質問に具体性を持たせることにした。

「ほのかは東京にお留守番で本当に大丈夫なの？　ほのかも京都に行きたいんじゃなかったの？」

　ほのかが息を吞のんで凍こおりついた。

　肌はだが伝えてくるお湯の温度は変わっていない。だがほのかの硬こう直ちよくした身体からだ、そして表情は、雫にまで肌寒さを錯さつ覚かくさせるものだった。

「それは……」

「ごめん、無神経だった」

　唇くちびるまで青ざめたほのかから、雫は目を逸そらした。

「……いいの。雫はずっと私のこと応おう援えんしてくれているし、雫が疑問に思うの、当然だと思うから」

　ちょっと待っててね、と言って、ほのかが深呼吸を繰くり返かえす。心が落ち着きを取とり戻もどすと共に、顔にも血色が戻って来た。

「ふう……雫、もう良いよ。こっち向いて？」

　ほのかに促うながされて、雫が視線を戻す。二人は再び、正面から向き合う。

「本音を言うとね、もちろん達たつ也やさんと一緒に、京都に行きたかった。二人きりなんて贅ぜい沢たくは言わない。深み雪ゆきと一いつ緒しよでも構わない。達たつ也やさんと一緒にいられれば私は良かった」

「……じゃあ、何で？」

「足あし手で纏まといになりたくなかったから」

　予想外の答えを返されて、雫しずくがほのかの顔を見み詰つめる。

　ほのかは寂さみしげに、力の無い微笑ほほえみを浮かべた。

「雫だって気づいているんでしょう？　達也さんが私に、雫の家でお世話になるように指示したのは、論文コンペの所せ為いなんかじゃないって」

　雫の瞳ひとみに理解の光が点ともった。

「達也さんが本気で私たちのことを心配してくれているんだもん。警戒している相手が、論文コンペの資料を狙ねらう、単なるこそ泥どろのはずがない。それこそ去年の時みたいな、手て強ごわい敵がいるんだと思うの」

「ほのかは、達也さんが任務で動いていると思っているんだね？」

　雫が自分の両肩を抱だいてブルッと震ふるえた。

　ほのかがお湯をかき分けて雫の隣となりに移動した。

　こうして横に並ぶと、注文生産で作らせた浴よく槽そうもさすがに手て狭ぜまだ。

　ピタリと密着した態勢から、ほのかが雫の肩を抱いた。

　雫が、自分の肩を抱いていた両手を下ろす。

「うん……。達也さんは国防軍の任務に就いていらっしゃるんだと思う。しかも相手は、相当大規模な組織じゃないかな。私たちが人ひと質じちに取られる可能性を否定できないくらい」

「だからほのかにボディガードをつけさせたってこと？」

「私だけじゃないよ。私に護衛がつくってことは、私と一緒にいる雫も守られる対象に含まれるんだから。美み月づきに吉よし田だ君がくっついているのもそういう理由だと思う。吉田君の実力はプロ顔負けだから」

「役得だね」

「本当にね」

　二人の少女は裸はだかのまま身体からだを寄せ合ってクスクスと笑った。

　しかしすぐに、ほのかの笑い声がフェードアウトする。

　ほのかの笑い声が途と絶だえたことで、雫も笑うのを止めた。

「今度の京都行きも、警備の下見はついでだと思うんだ。本当の目的はきっと別にある。成り行き次第では荒あらっぽいことにもなるんじゃないかな。だって達也さんが選んだ明日の同行メンバーは実戦向きの人ばかりだもの。水み波なみちゃんだってあの障しよう壁へき魔ま法ほうは、いざという時にとても役に立つだろうし」

「ほのかだって中々のものだと思うけど」

「ううん、私は駄だ目め。遠くから支し援えんするだけならともかく、直接襲おそわれたら達也さんの足を引っ張っちゃうもの……」

　一般的な魔ま法ほう師しのレベルから言えば、ほのかの戦せん闘とう力りよくは決して低くない。少なくとも高校生のレベルでは一流といっても過言ではないだろう。しかし一般的なレベルで見ても超一流な深み雪ゆきや、戦闘面に限って評価すれば軍の魔法師としても一流以上であるに違いない達たつ也やと比べれば、直接的な戦闘力で一ワンランクも二ツーランクも落ちるのは親友の雫でも否定できない。だから雫にも、それ以上の気休めは口にできなかった。

「だから良いの」

　ほのかは気まずそうに黙り込んだ親友の頭を抱かかえ込んだ。

　お湯の上に半分近く顔を出しているほのかの胸に雫の顔が埋うまる。

「ふぉほののかか、ふくるるひしひい」

「ひゃあ!?」

　ほのかがくすぐったそうな悲鳴を上げて雫の頭から手を放す。

　雫は口と鼻を解放されて、大きく息を吸った。

　恨うらめしそうにほのかの顔、ではなく胸を凝ぎよう視しする雫。

「ご、ごめん！」

　謝りながら胸を手で隠してバスタブの壁に貼はり付つくほのか。

　二人は同時に「プッ」と噴ふき出した。

　気まずい空気はその瞬しゆん間かんに何ど処こかへ消え失せていた。

「雫、ごめんね」

「私の方こそ、ごめん」

「ううん、雫は私のことを思って言ってくれたんだもん。さっきも言ったとおり謝る必要なんてないよ」

　ほのかはそう言って、屈くつ託たく無く笑った。

「私も本当は京都についていきたい。でも足あし手で纏まといになりたくないのも本音。だから今回は東京で大人しくしている。達也さんが気づいて欲しくないと思っているなら、気づかないふりをする。達也さんの望んでいるとおり、騙だまされておくよ」

　ほのかの言葉に、雫が暖かな笑みを浮かべた。

「ほのか、いい女だね」

　ほのかの余よ裕ゆうある態度が瞬またたく間まに崩くずれる。

「な、何言ってるのよ!?」

「私が男の子だったら、ほのかを放っておかないのに」

「あのぅ……雫さん？　目が怖こわいんですけど？」

「スタイルだって良いし……ルックスだって親しみやすい感じで可愛かわいいし……」

　雫の細い指がほのかの顎あごをツツッと撫なでた。

「し、雫しずく!?　何だかエイミィみたいだよっ!?」

「むっ。エイミィより胸はある」

「そんな問題じゃないよ！」

「それはもしかして、自分と比べれば大差が無いと言いたい？」

「そんなこと言ってない！」

「どれどれ」

「きゃあっ！」

「……分かっていたけど、理り不ふ尽じん」

「ちょっ、雫、お願い、止め……」

　……この時ここで何があったのか、明記することは憚はばかられる。ただ、この日は二人ともお風ふ呂ろですっかりのぼせてしまった、とだけ記しておくことにしよう。
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　十月二十日、土曜日の朝。

　芸術系の学校では週五日制の所も残っているが、今の高校は週六日制が一般的だ。魔ま法ほう科か高校も月曜日から土曜日までしっかりカリキュラムが詰つまっている。

　いつもであれば教室の端たん末まつに向かっているか、実習あるいは実験中の時間、達たつ也やは深み雪ゆきと水み波なみを連れて京都へ向かっている最中だった。

　ずる休みではない。公休扱あつかいだ。名目は論文コンペの下準備。今回はリニア特急ではなくトレーラーを使っての移動だった。

　トレーラーは簡単に言えば一階にキャビネットを収納し二階に乗客用のアメニティスペースがある二階建ての連結電車だ。浮上走行していないだけで動力はリニアモーターだからスピードはリニア特急にそれほど劣おとるものではない。

　車輪は金属製で、金属軌き道どう上を走る。リニア特急や個型電車キヤビネツトに比べて「鉄道」の意味を忠実に残している形態だ。

　乗車の段取りはまず、トレーラーから駐車用のパレットがスライドして個型電車キヤビネツトの軌道上すれすれに突つき出だす。速度はトレーラーの方が速いので、個型電車キヤビネツトの後ろから接近することになる。そして駐車用のパレットが後ろから個型電車キヤビネツトの車しや輌りようをすくい上げる。その後パレットは再びスライドしてトレーラーに収納される。こうして乗客は個型電車キヤビネツトごとトレーラーに乗車するという仕組みだ。個型電車キヤビネツトの車輪は車体を支えているだけでそれ自体が動力機関につながって回転しているわけではないから、こういうやり方が可能になるのである。

　達也たちはトレーラーに乗り込んですぐ、個型電車キヤビネツトを降りて二階のアメニティスペースへ向かった。せっかく手足を伸のばせる場所があるのだから、幾いくらプライバシー確保に優れているとはいえ狭い車内にこもりきりはもったいないと考えたのである。

　幸い、リラックスチェアは空いていた。達也と深雪が隣となり合わせ、水波が深雪の前の席を回転させて向かい合わせに腰を下ろす。

「何か飲むか？」

　達也が肘ひじ掛かけから引っ張り出したオーダー用端末の画面を深雪に見せながらそう訊たずねた。

「……すみません、お兄様。ではこれを」

　達也に注文を取らせていることに恐きよう縮しゆくしながら、深雪は自分で端末を操作した。達也は水波にも画面を見せようとしたが、水波は既すでに自分のシートから端末を取り出している。むしろ彼女の方が自分にディスプレイを向けようとしていたのを見て、達也は笑いながら端末にオーダーを打ち込んだ。水波はそれを見て多少不満そうだったが、自分も注文を済ませる。

　一分もしない内に、飲み物が届く。天てん井じようを走ってきたロボットアームがトレイを三人の前に下ろした。これは一般家庭で使われているＨＡＲハル（ホーム・オートメーション・ロボット）と基本的に同じ仕組みだ。

　リユースを前提とした樹じゆ脂し製のカップを達たつ也や、深み雪ゆき、水み波なみの順番で手に取ると、トレイを持つアームが天てん井じように戻もどる。一口、二口と喉のどを潤うるおし三人がカップをサイドテーブルに置いた。

　達也に背後から声が掛かったのは、その直後だった。

「あれっ、達也くん？」

　達也たちがカップを置いたのは、彼女が近づいてくるのに気づいていたからでもあった。

「おはよう、エリカ」

　答えを返したのは深雪だった。

「エリカもこのトレーラーだったんだな」

　達也の前の席に来たエリカに、達也がそう話し掛ける。

「ホント。すっごい偶ぐう然ぜんだねぇ」

　エリカが上うわ辺べではない驚きを見せながら頷うなずいた。トレーラーは都市間軌き道どうを等とう間かん隔かくで走っていて、遠距離を移動する個型電車キヤビネツトは最寄りのトレーラーに乗り込む。そのコントロールは交通管制システムが行っていて、どのトレーラーに乗車するか、旅行客が選ぶことはできない。

　しかし、実はそれほど驚くべきことでもない。目的地・到着予定時刻が同じであるなら、同じ時間に同じ地域を走っているトレーラーと合流することになるわけで、同じ車しや輌りように乗り込む確率はぐんと高くなる。エリカが達也たちの乗るトレーラーに後から乗り込んできたのは、高い蓋がい然ぜん性せいの下もとにおける偶然によるものだった。

　エリカも達也たちに倣ならって飲み物を注文し、リラックスチェアの上で大きく伸のびをした。

「うーん、手足を伸ばせるってやっぱ、良いね」

「エリカは個型電車キヤビネツトが窮きゆう屈くつだと感じるタイプなの？」

　個型電車キヤビネツトのキャビンは車体のサイズに比してゆったりと作ってあるが、それでも窮屈に感じる人々が一定割合でいる。エリカの態度から彼女もそのタイプなのかと深雪は考えたのだ。

「うん？　そんなことないよ。これでも狭い部屋に正座で何時間も座っている鍛たん錬れんとかもしているしね」

「剣術にそんな鍛錬があるのね」

　意外だ、という表情で深雪が驚きを表すと、エリカが苦々しげに顔を顰しかめた。

「剣術の修行だってクソ親父は言い張ってるんだけどね……」

　女の子らしからぬ言葉遣づかいに、達也と深雪が顔を見合わせる。エリカは一見がさつなようでいて、実は随ずい所しよに育ちの良さを感じさせる少女だ。「バカ兄貴」程度の憎まれ口はともかく、「クソ親父」のような汚い言葉は本人も好まないはずだった。

「剣術じゃないの？」

　気にはなったが、アイコンタクトで結局、立ち入ったことを訊たずねるのは止めようという結論になった。家庭の事情を訊きかれたくないのはお互い様だ。

　その代わり深み雪ゆきが訊たずねたのはこれだった。エリカの口くち振ぶりからして、もしや「お稽けい古こ事ごと」の類たぐいだろうか。エリカには似合わないようでいて意外と似合う気もする。

「お茶よ。茶道」

　などと考えていたらずばり的中だったので、深雪はかえって驚いてしまった。

「茶道と武道を結びつけた古人は少なくないと思うが」

　しかし、すかさず達たつ也やがフォローに入ったので、エリカは深雪が言葉を途と切ぎれさせるほど驚いたことに気づかなかった。

「まあね。きっと家うちの親父もその真ま似ねをさせているんだろうけど……だったらまず、跡あと取とり息子にやらせるべきだと思わない？」

「それはそうかもしれんが」

「でも、それはちょっと酷こくだと思うわ、エリカ」

　再起動した深雪が笑顔で割り込んでくる。

「お茶の教室のお弟子さんは、ほとんど女性なのですもの。お兄様方には門を叩たたきにくいのではないかしら」

「逆に、エリカが茶道を習っていてもおかしくないしな」

　達也が付け加えた一言に、エリカが目を逸そらした。

「えーっ、そうかなー。あたしがお茶って、柄がらじゃなくない？」

「そんなことはない。深雪が習いに行っている教室に招かれたことが二度ほどあるが、あの雰ふん囲い気きはエリカに似合っていると思うぞ」

「……深雪ほどじゃないって思ってるでしょ」

　そっぽを向いたままエリカの唇くちびるから零こぼれた呟つぶやきに、達也は失笑を漏もらした。それが拗すねているふりをした照てれ隠かくしであることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。




　京都駅の改札を出た所にレオと幹みき比ひ古こが待っていた。さすがにこの二人ともトレーラーが同じになるという偶ぐう然ぜんはなかった。エリカともトレーラーの中で一いつ旦たん分かれて、それぞれ元の個型電車キヤビネツトで別々に到着だ。

　京都駅で合流した六人はすぐに宿泊予定のホテルへ向かうことにした。しかしコミューター乗り場へ向かおうとした達也は、背後から近づく覚えのある気配にその場で足を止めて振ふり返かえった。

「達也さん、深雪さん、水み波なみさん」

「あら、光宣みのる君？」

　小走りに駆かけ寄よってきたのは深雪がその名を呼んだとおり、先々週出会った九く島どう家の末っ子、九島光宣だった。

　達也たちが自分に気づいたことに、彼の方でも気づいたのだろう。名前を呼ぶ声に躊躇ためらいはなく、その輝かがやかんばかりの美び貌ぼうは笑みに彩いろどられていた。

　右隣から呆あつ気けに取られた気配が伝わってくる。横目で窺うかがい見ると、エリカが目を丸くしていた。口まで小さく開いているから、余程驚いたのだろう。

「びっくり」

　そう思っていると、本人からそれを認める言葉が放たれた。

「まるで深み雪ゆきの男の子版だね……こんなに整った顔立ちの子が深雪以外にもいたなんて信じられない」

　その意見には達たつ也やも同意だったが、本人を前にして言うセリフではないとも思った。

「光宣みのる、迎えに来てくれたのか？　予定ではホテルで待ち合わせだったはずだが」

「ええ、そうなんですが、このくらいの時間だとうかがっていましたので」

　すれ違いにならなくて良かった、という素直な感想は嫌いやみになりそうだったので、達也は己おのれの胸にしまっておくことにした。

　代わりに口にしたのは、面識が無い者同士を引き合わせる紹介の言葉だ。

「皆とは初対面のはずだな？」

　皆と言ったのは彼の右側に並ぶ友人たち。深雪は彼の左隣、水み波なみはその背後に控ひかえている。

「九く島どう家のご子息、九島光宣君だ」

「はじめまして。第二高校一年の九島光宣です」

　達也の言葉の後、光宣は自分でも名乗った。「九島家」ではなく「第二高校一年」の肩書きを使ったのは、十じゆつ師し族ぞくの一員としてではなく同じ魔ま法ほう科か高校生として接してくれという意思表示だ。

「あたしは第一高校二年の千ち葉ばエリカ。よろしくね」

　ショックを受けても立ち直るのが早いエリカが、真っ先に自己紹介を返した。

「俺おれは西さい城じようレオンハルト。同じく第一高校の二年だ」

「吉よし田だ幹みき比ひ古こ。僕も第一高校の二年生だよ。よろしくね、九島君」

「こちらこそよろしくお願いします」

　光宣がエリカと幹比古の名前を聞いて軽く眉まゆを動かしたのは、二人が千葉家の剣士と吉田家の術者であることに気づいたからだろう。心の裡うちを隠かくす対人技術は、魔法技能ほど上う手まくはないようだ。

　まあ、少しは年相応ということか。

「光宣。俺たちは一いつ旦たんホテルに荷物を置いてくるつもりだが、一いつ緒しよに来るか？」

「はい、そうさせてください。その方が時間を有効に使えます」

「そうだな」

　達也は改めてコミューター乗り場へ足を向ける。その隣となりに深雪が並び、背後に友人たちが続く。光宣も水波と並ぶ位置で達也の後をついていった。




　ホテルのチェックイン時間にはまだなっていなかったが、荷物は問題なく預けられる。このあたりのサービスは昔から変わっていない。

　光宣みのるを含めた達たつ也やたち七人が最初に向かったのは、論文コンペの会場となる京都新国際会議場だ。戦前は京都国際会館と呼ばれていた施し設せつを二十年世界群発戦争終結後に建て替えた際、名称も国際会館から新国際会議場に変更された。

　元々池と山に囲まれた自然豊かな立地だったが、建て替えの後もそれは変わらない。大型商業施設の建設は事実上禁止され、少し離れた所にあった小規模なスタジアムも老ろう朽きゆう化かに伴ともない取とり壊こわされて樹木の多い公園になっている。

　去年の横浜事変に先立ち発生した一連の事件で、外国の破は壊かい工作員が拠点を構えていた様な老朽化したビルの類たぐいは、新国際会議場の周辺には存在しない。会議場に隣接したホテルを除けば、ビル自体が近くに無い。あるのはせいぜい二階建てまでの民家であり、大人数で潜せん伏ぷくするのは困難に思われる立地だ。

「……でも逆に言えば、少人数が分散して隠かくれるには向いている」

「そうかなぁ？　野宿して隠れていられるほど深い山じゃないと思うけど」

　幹みき比ひ古この意見に、エリカが疑問を呈ていした。

「山の中で寝泊まりする必要はないんじゃないか。当日隠れているだけで良いんだろ？　だったら場所は幾いくらでもありそうだぜ」

　レオの反論に、エリカは何度も瞬まばたきした。彼女は隠れる、イコール潜伏することと自分が思い込んでいたことに気づいた。

「それに、山の中でキャンプを張る必要もない」

　不ふ機き嫌げんそうに黙り込んだエリカをフォローした、ということでもないだろうが、幹比古が改めてそう指し摘てきする。

「二人ずつとか三人ずつ程度なら、民家に隠れていることもできるからね。古式の術者なら住人に暗示を掛けるとか認識阻そ害がいの結けつ界かいを張るとか、周まわりに気づかれないようにする手段は幾らでもある」

「あー、土地柄がら、古式魔ま法ほう師しは多そうだね」

　ずっと黙っているのは負けのような気になったのか、エリカが何食わぬ顔で相あい槌づちを打った。

「辺あたりを手分けして歩いてみるか？　暗示ならともかく、結界なら違和感くらい察知できると思うぞ」

　それまで黙っていた達也が、幹比古に心にもない提案をして見せた。

「いや、それは非効率だよ」

　特に台本は準備していなかったが、幹比古は達也に注文どおりの答えを返した。

「民家に少人数で隠れるだけなら結界も外から感知されないよう、最小規模のものに抑おさえられているはずだ。達也や深み雪ゆきさんの能力を疑うわけじゃないけど、闇やみ雲くもに歩き回って気配を捕とらえるのは余程の幸運に恵めぐまれなければ無理だよ。そんな偶ぐう然ぜんに頼るのは時間がもったいないと思う」

　達たつ也やはごく自然な仕草で頷うなずいた。

「なるほどな。では、どうすれば良い？」

「僕が探査の式を打ってみるよ」

　そう達也に答えて、幹みき比ひ古こはエリカとレオへ顔を向けた。

「エリカとレオは僕を手伝ってくれないか」

「何すりゃ良いんだ？」

　そう問い返したレオだったが、表情を見れば既すでに乗り気であることが分かる。

「式神を飛ばしている間はどうしても身の回りの注意が疎おろそかになってしまうからね。周まわりを警けい戒かいしていて欲しい」

「おう、任せとけ」

　幹比古の答えに、レオはニカッと笑って頷いた。

「……仕方ないわね。良いわ、守ってあげる」

　エリカは気が向かない風を装っているが、静かに漏もれ出している闘とう気きが声と表情を裏切っている。

「よろしく頼む。それで達也たちの方なんだけど」

　エリカとレオに目礼し──二人は「堅かた苦ぐるしい」と思ったのか「水みず臭くさい」と感じたのか、やや顔を顰しかめていた──幹比古は再び達也へと向き直った。

「達也と深み雪ゆきさんと桜さくら井いさんは先週の打ち合わせのとおり、市内を見て回ってくれないか。ええと……」

　幹比古は水み波なみの隣となりに立っている光宣みのるを目に入れて、戸と惑まどいの表情を浮かべる。

「僕が達也さんたちをご案内しますよ。去年のようなことがあって困るのは、二高も同じですから」

「光宣は藤ふじ林ばやしさんの従弟いとこなんだ」

　幹比古もエリカもレオも、去年の十月三十日、あの場所にいた。達也が国防軍の特務士官であることを知らされて、その秘密を守るように強要されたあの場所。そこから桜さくら木ぎ町ちようの駅前まで同行した美女士官のことも、三人は名前を含めて覚えていた。

「あ、ああ……」

「ふーん……。あの人のご親しん戚せきだったんだ」

「へぇ、そういう縁えんなのか」

　三人三様の反応で、彼らは達也と光宣の関係を「詮せん索さくしてはならない」と理解した。

「あの人の実家はこっちの方だからな。京都市内を見て回ることを話したら、案内役として紹介してくれたんだ」

　三人が「藤ふじ林ばやしに対する相談」を「軍の任務に関わる相談」と解かい釈しやくしたことを理解した上で、達たつ也やはその誤解を増幅するような説明を口にする。

「そうか」

　幹みき比ひ古こが「そ、そうか」とつかえそうになって、ギリギリで平静を装った。

「じゃあ達也、よろしく頼むよ」

「ああ、幹比古もな」

「吉よし田だ君、西さい城じよう君、エリカ、また後で」

「うん、ホテルでね」

　深み雪ゆきが掛けた声にエリカが応こたえて、七人は二手に分かれた。
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　達也たちが最初に向かったのは京都市北東郊こう外がい、名めい刹さつ三さん千ぜん院いんで知られる大おお原はらだった。もっとも、達也に三千院境けい内だいを拝観する予定は無い。彼はここに観光ではなく仕事で来ている。この場所は周しゆう公こう瑾きんが最後に目もく撃げきされた地域だ。

　市街地中心部から見て新国際会議場と方角が同じということで最初に案内してもらったのだが、思ったより離れていて達也は少し意外感を覚えていた。彼は京都に、もっとこぢんまりとまとまったイメージを懐いだいていたのである。

　葉は山やまを通じて入手した情報によれば、周公瑾と黒くろ羽ばの捜そう索さく部隊が小競り合いに及およんだのは「後ご鳥と羽ば天てん皇のう大おお原はらの陵みささぎ」「順じゆん徳とく天てん皇のう大おお原はらの陵みささぎ」の近くだ。さすがに陵りよう墓ぼの禁域内へ足を踏ふみ入れるような真ま似ねは双そう方ほうともしなかったらしい。陵みささぎと三さん千ぜん院いんの間を流れる小さな川に沿って下流に逃のがれていったとのことだった。

　それだけを聞くとどんな山やま奥おくかという印象があったのだが、意外なことに周公瑾が逃走した方向はそれなりに民家が建ち並び観光客だけでなく地元住民の姿も少なくなかった。風景を地図と照合して、逃げるならむしろ上流の「音おと無なしの滝」の方ではないかと思ったが、捜索相手の特技を思い出して達也は頭かぶりを振ふった。

　方位を狂わせる鬼き門もん遁とん甲こう。これまでに入手した情報を総合すると、術者のいる方向を誤認させる幻げん術じゆつの一種だ。一見、樹木の鬱うつ蒼そうと生おい茂しげった山林の中でこそ本領を発揮する魔ま法ほうに思われるが、その真価は人混みの中でこそ示されるのだろう。

　人のいない所なら気配で探知することができる。

　しかし人混みの中で、方位感覚を狂わされることにより目を向けることができない、つまり視認することができなければ、他に見つけ出す術すべは無い。

　ここに来るまで、達也は周が人の近寄らない山の中の隠かくれ家がに類する所に潜せん伏ぷくしていると推測していた。だが、現場を見て彼は考えを変えた。ここから下流へ、山の方ではなく里の方へ逃走したのであれば、今も人のいない所ではなく人の多い市街地に隠かくれているのではないか。

「逃げて行ったという方角で最も近い伝統派の拠きよ点てんは鞍くら馬ま山やまにありますが、達たつ也やさん、行ってみますか？」

　律りつ川せんに架かかる短い橋の上で、光宣みのるが達也にそう訊たずねる。深み雪ゆきと水み波なみも見み詰つめている中で、達也は首を横に振ふった。

「いや、市街地に戻もどろう」

「街の中に、ですか？」

　光宣が少し意外そうに問い返す。

「お兄様は周しゆう公こう瑾きんが人の多い所に隠れているとお考えなのですか？」

　深雪の問い掛けに達也は「ああ」と頷うなずいた。

「なるほど。木を隠すなら森の中、ですか」

　光宣の相あい槌づちは達也の考えと少し違っていたが、あえて訂てい正せいするほどのことでもない。

「ある程度人通りの多い場所で伝統派の拠点がある所というと……清きよ水みず寺でらの参道、金きん閣かく寺じの近きん隣りん、それから天てん龍りゆう寺じの裏手でしょうか」

「意外に少ないんだな」

　光宣からは伝統派の拠点が奈良と京都に分散していると聞いていたが、幹みき比ひ古こは京都が伝統派の本拠地だと言っていた。その他様々の情報から、達也は京都市中に伝統派がひしめいているという先入観を持っていたのだった。

「京都は本物の伝統を受うけ継つぐ宗派の勢力が奈良以上に強いですから。名前だけの新興派は閥ばつは周辺の山の中に押しやられているんですよ」

「ヤツらの『伝統派』という名称はもしかして、伝統に対するコンプレックスの表れなのか？」

　達也が漏もらした人の悪い感想に、水波が呆あきれ顔になっている。無論、深雪には見えないように、だ。その程度のことで主あるじが逆上するとも思っていないが、余計な摩ま擦さつは避さけるべきだと水波は思ったのだった。

　──実は、深雪にも達也本人にも気づかれていたのだが。

　一方、光宣は水波と違って、達也の呟つぶやきを言葉どおりの質問と受け取ったようだ。

「分かりません。ご承知のとおり、伝統派は第九研に参加した古式魔ま法ほう師しを中核として結成されました。彼らの目的は第九研、そして『九』の各家へ報復することだったはずです」

　報復といっても伝統派の懐いだく恨うらみは筋違いなものでしかない。彼らは第九研に参加するに当たり、自分たちの秘術を提供する代わりに、それを改良し発展させた新たな魔法を提供してもらえると思い込んでいた。

　第九研のスローガンは現代魔法と古式魔法の融ゆう合ごうだが、その意味するところは古式魔法の術理・術法を取り入れた現代魔法師の開発にあったということは、別段秘密にされていなかった。古式魔法師に協力を求めるに際し、彼らに手渡された第九研に関する説明書の設立目的欄らんにもそう書かれてあったのだ。見返りについても金銭、施設及および社会的地位を謳うたっていたのみであり、新魔ま法ほうを提供するという取り決めは何ど処こにも存在していなかった。

　秘術の見返りは秘術で、というのは彼らの狭い常識でしかなく、それを当然と考えていたのは幼よう稚ちな態度とすら言えた。

「それなのに何な故ぜ、発はつ祥しようの地であり目的の地でもある奈良を離れて京都に散っていったのか……。僕には理解できません」

「そうか？　伝統派と名付けた動機はともかく、奈良を離れた理由なら分かるぞ」

「えっ？」

　達たつ也やにあっさりそう返されて、光宣みのるは目を丸く見開いた。

「伝統派は一枚岩の組織ではない。そう教えてくれたのは光宣だ」

「え、ええ。確かにそう言いました」

「ならば旧第九研に対する温度差も結構激しいんじゃないか？　『九』の各家に対する逆さか恨うらみを強く懐いだいている一派は奈良に残った。そうして三十年以上機会をうかがっている」

「愚おろかな……。その情熱をもっと建設的な方へ向ければ、国家や学問に貢こう献けんできるかもしれませんのに」

「まあ、そう言うな」

　嫌けん悪お感かんも露あらわに呟つぶやいた深み雪ゆきの髪を、達也が指ですくように撫なでた。

「どんな時、どんな状じよう況きようでも前向きであり続けることのできる人間の方が少ないんじゃないか？　少なくとも俺おれたちの周まわりを見ている限りでは」

　達也が念頭に置いているのは自分の父親と、その現在の妻。

「……そうですね」

　頷うなずく深雪の笑顔が少し沈んでいたのは、達也と同じ顔を思い浮かべたからに違いなかった。

　深雪の髪を撫でる達也の手の動きが少し乱暴なものになる。

　深雪が軽く頰ほおを膨ふくらませて達也を見上げた。ただし、彼女の目は笑っている。

　達也も笑いながら深雪の髪から手を離した。

「だが奈良に残った連中は、目的こそ後ろ向きだが、行動はまだ、前を向こうとしていたと言える」

　深雪が不思議そうな顔をしている。

　もちろん達也に、こんなことでもったいぶるつもりは無かった。

「京都に拠きよ点てんを移した一派は、旧第九研に対抗するようなポーズをとっていたが、実は旧第九研と『九』の各家が怖こわかったのではないかと思う」

「怖かった、ですか？　九く島どうも九く鬼きも九く頭ず見みも、研究の協力者だった古式魔ま法ほう師しに対して威い嚇かくしたり実際に攻こう撃げきを仕掛けたことは無かったはずですが……」

　光宣が自信なさげにそう反論する。自分が生まれる前の話であり、直ちよく截せつ的な質問も憚はばかられることだ。間接的な伝聞による知識なので、そういう態度になってしまったのだった。

「俺おれもそう思う。『九』の魔ま法ほう師しも実験された側がわだ。古式魔法師に対して被害者意識は無論のこと、加害者意識も持っていなかっただろう。同じ第九研で被験体になった同類なのだから、敵意など無かったに違いない」

　不安げに揺ゆれていた光宣みのるの瞳ひとみが落ち着きを取とり戻もどす。達たつ也やの意見もまた推測にすぎないのだが、それでも自分の発言に同意を得られたことで安心したのだろう。

「伝統派の古式魔法師は自分の影かげに怯おびえていたという面もあると思う。第九研は政府が運営していたのだから、利用されたことの恨うらみなら政府にぶつけるのが筋だ。だが、伝統派は同じ実験体だった『九』の各家を敵と定めた。彼らにも、自分たちの矛ほこ先さきが誤った方向を向いていることくらい、分かっていたはずだ」

　ここで達也は言葉を切って、思案のポーズをとった。──実際にロダンの彫ちよう刻こくのような目に見えるポーズをとったわけではなくて、虚こ空くうに焦しよう点てんの定まらない視線を向けただけだが。

「叛はん逆ぎやく者の汚お名めいを着たくなかったのか、あるいは単に、政府に敵対するだけの度胸が無かったのか……。どちらにせよ、『九』の各家に対する自分たちの恨みが理り不ふ尽じんなものだと本当は分かっていたから、自分たちも理不尽な暴力に曝さらされるかもしれないと恐おそれたのではないかな。第九研の作り出した魔法師の実力はその目で見て知っていたはずだ。そして『九』の魔法師にはやられ役に甘んじる義理も無い。攻こう撃げきすれば、当然反はん撃げきを受けるだろう。自分たちが協力して作り上げた『九』の魔ま法ほうで」

　達也は何がおかしかったのか、人の悪い笑みを浮かべた。

「あるいは、引っ込みがつかなくなったのか。もしかしたら最初は、各流派のリーダーが過激な不平不満を唱となえる若い術者を宥なだめる為ための方便だったのかもしれない。ところが一いつ旦たん掲かかげた旗を降ろせなくなって、強きよう硬こうな姿勢を見せ続けなければならなかった一派は第九研の近くに残り、そうでなかった派は閥ばつは京都へ去った、というのもありそうだ。案外、宗派による拠きよ点てんの違いも単なる見せ掛けで、スタンスの違いによって簡単に看板を掛け変えたのかもしれないな。伝統派は、『真の伝統』に忠実ではないのだろう？」

　最後の問い掛けは光宣に対するものだ。

「そうですね……。第九研に参加した古式魔法師の中には実際に、複数の宗派に属する術者もいたようです」

　光宣が達也の推測に頷うなずいた。

「そんなつまらない理由で、何十年も嫌いやがらせじみた真ま似ねを続けられるものでしょうか？」

　信じられないというより、認めたくない、という顔で深み雪ゆきが達也に問い掛ける。

「嫌がらせじみた、つまらない真似しかしなかったから、これまで続けてこられたのだろう」

　もっと決定的な敵対行動を取っていれば、とうに潰つぶされていたはずだ、と達也は言げん外がいに告げる。

　深み雪ゆきはそれに納得した様子だ。

　達たつ也やの答えに首を傾かしげたのは水み波なみだった。

「しかし達也兄さま」

　光宣みのるの前で取とり繕つくろう必要は無いのかもしれないが、水波は念ねんの為ために家の外用の呼称を使っている。

「達也兄さまの仰おつしやることはありそうな話だと私も思いますが……」

　ここで躊躇ためらってしまうのは彼女の立場として仕方がない。だが水波は一種の義務感に駆かられて、言葉を濁にごさなかった。

「もしそれが事実であるならば、京都の伝統派が日本に数々の災さい厄やくを招き入れた外国人の魔ま法ほう師しを匿かくまったりするでしょうか」

　鋭するどい指し摘てきだ、と光宣は思った。

　しかし、達也の回答には遅ち滞たいがまるで無かった。

「想像にすぎないが、本音は突つっぱねたかったのではないかな。だが伝統派は周しゆう公こう瑾きんとの付き合いに深入りしすぎて退のっ引ぴきならなかったのだと思う」

「手を切れない理由があったということでしょうか」

「これは光宣の方が詳くわしいと思うが、伝統派は周公瑾から亡命方術士の供給を受けていた。表面的には伝統派が周公瑾を助けていた形だが、実態は周公瑾が伝統派の戦力増強に協力していたものだ」

　達也が光宣に目を向け、光宣が頷うなずきを返す。

「先日の奈良公園でも、襲しゆう撃げき者しやの中に大陸出身の方術士が混ざっていた。伝統派の中で、亡命方術士は一定の勢力を占しめるようになっていると推測される。少なくとも、内ない紛ふんと離反に組織として耐たえられない程度には」

　水波が無言で達也に一礼した。疑問解消の印だ。

　達也は小さく頷きを返し、光宣に顔を向けた。

「随ずい分ぶん話が回り道してしまったが、そういうわけで市街地の拠きよ点てんを探りたいと思う。該がい当とうは清きよ水みず寺でら、金きん閣かく寺じ、天てん龍りゆう寺じの三ヶ所だったな」

「ええ、そうです」

　達也は情報端たん末まつを取り出すのではなく、頭の中に地図を広げた。

「金閣寺と天龍寺は同じ方向、清水寺は別ルートか」

「いずれにしても、一いつ旦たん吉よし田だ君たちと合流した方が良さそうですね」

　自分の情報端末を見ながら、深雪がそう提案する。

　確かにここからなら、金閣寺から天龍寺のルートを行くにしても、先に清水寺の方へ行くにしても、新国際会議場の近くを通ることになる。

　しかし、達也は首を横に振ふった。

「わざわざ合流するのは時間が惜おしい。光宣みのるのお蔭かげで捜そう索さく場所が絞しぼり込こめているにしても、四人しかいないんだ。それに京都市内に潜せん伏ぷくしているという俺おれの読みが外はずれている可能性もある」

　そもそも隠かくれている相手を探すのに四人では少なすぎるというのは紛まぎれもない事実だ。名めい探たん偵ていは犯人が自分から目の前に出てきてくれるから一人で事件を解決できるのであって、隠れている容疑者を見つけ出す為ためには人数、またはそれに代わる設備が必要となる。

　残念ながら達たつ也やや深み雪ゆきが身につけている魔ま法ほうは、広域監かん視しカメラの代わりにはならない。それに、カメラで見つけ出せる相手なら最初から達也の出る幕は無いはずだった。

「分かりました。では、どちらへ向かいますか？」

　既すでに答えは決まっていたのだろう。深雪の質問に、達也は即答した。

「清きよ水みず寺でらへ。その後、金きん閣かく寺じ、天てん龍りゆう寺じの順に見て回ろう」
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　達也と別れた幹みき比ひ古こは、先週打ち合わせたとおり探査の術式を派手に使いながら新国際会議場の近きん隣りんを歩き回っていた。会議場は外国人を逗とう留りゆうさせることを前提としていて、ホテルはもちろんのこと広い緑化公園も近くに設けられている。宝たからヶが池いけという湖まではいかないが大きな池に臨み、池の周まわりを緑豊かな里さと山やまが取り囲んでいる。

　エリカとレオは無む駄だ口ぐちを叩たたきながら、護衛役として辺あたりへ注意を怠おこたらず幹比古のすぐ後ろに続いている。

　状じよう況きようが変化したのは、時間にして達也が次の目的地を清水寺に決めたのとほぼ同時。コンペの会場を宝ヶ池の対岸から観察しているときだった。

　背後に迫る小高い里山から押し殺した気配が漂ただよってきたのを、まず幹比古が、それにほとんど遅れることなくエリカとレオが察知した。

「来たみたいね」

　エリカが幹比古の左ひだり隣どなりに駆かけ寄より、日ひ傘がさを傾かたむけ下から顔をのぞき込むようにして──カモフラージュの為ではあろうが、まるで恋人にじゃれつくような甘い仕草で囁ささやいた。

「山の中からか？」

　レオがエリカと幹比古の間に割って入るように首を突つっ込こんで、やはり低い声で囁く。ノリが良いと言うべきか付き合いが良いと言うべきか、中々リアリティのある演技だ。

「気配は山の中にしか無いけど、敵がそこからしか出てこないとは限らないよ。襲おそってくるのは人間だけじゃないかもしれないんだ。注意して」

　あいにく幹比古は二人ほど芸達者ではなかったが、それでも不快げに顔を顰しかめて振ふり返かえり、レオにそう注意した。




「ガキどもが、一人前に三角関係か」

「恋愛ごっこに現うつつを抜ぬかす学生にしか見えないが、リスクを冒おかして潰つぶす必要があるのか？」

　木立の奥おくに隠かくれて幹みき比ひ古こたちを見下ろしている九人の男たちの間では、こんな会話が交わされていた。

　彼らは普ふ通つうに、声に出して喋しやべっている。聞こえるか聞こえないかのギリギリな囁ささやき声だが、音を発せず会話する術式や唇くちびるの動きをカメラで読み取って声に変へん換かんし骨伝導スピーカーへ送信する通信機を使っていないのは、そちらの方が盗とう聴ちようされるリスクや、話の内容までは傍ぼう受じゆされなくても魔ま法ほうの波動や電波を感知される危険性が高いからだった。

　そこまで用心しておきながら、こんな気の抜けた会話を交わしているのはエリカとレオの演技も然さる事ながら、二人の気配が繁はん華か街がいを行き交う少年少女のものとまるで変わらない平和なものだったからだ。

　しかし緊張を保っている者も、当然いる。

「さっきからあの少年が盛んに式を打っているのを見ているだろう。子供と言ってもあの吉よし田だ家の直系だ。放置しておくわけにはいかない」

　仲間の油断を戒いましめるセリフ。

「吉田の次男は力を失ったと聞いたが？」

　それに対して上がった疑問の声を、この集団のリーダー格であろう壮そう年ねんの男がより一層厳しい口調でたしなめた。

「情報が古いぞ。吉田幹比古は、跡あと取とりの長男以上と言われていた力を取とり戻もどしている。気を引ひき締しめて掛かれ。確実に眠らせるぞ。殺さなければ、多少怪け我がを負わせるくらいは構わん」

　叱しつ責せきを受けた男は決して納得した様子ではなかったが、それ以上何も言わず懐ふところから掌てのひらに収まるくらいの小さな巻物を取り出した。

　リーダーを含めた他の七人もそれに倣ならう。男たちの最後尾に控ひかえていた白髪の道士は、何もアクションを起こさずそれを無言で見ていた。




「はっ！」

　敵の初しよ撃げきに反応したのはエリカだった。手にしていた日ひ傘がさを背後から迫る気配へ向けて勢いよく振ふり抜ぬく。すっぽ抜けた傘の部分が空中で蒼あお白じろい鬼おに火びにぶつかり燃え上がる。傘に妨さまたげられず三人目掛けて降り注いだ鬼火を、エリカは傘の柄えに偽ぎ装そうした得物で打ち落とした。

　続けざまに襲おそい来る鬼火の第二波、第三波も、銀色の細い杖つえ、あるいは鉄てつ鞭べんでもなく金きん鞭べんでもなく銀ぎん鞭べんと言うべき武装デバイスで迎げい撃げきする。

　今回の京都偵てい察さつの為ために達たつ也やが大急ぎでＦＬＴ開発第三課に作らせエリカに貸かし与えた武装一体型ＣＡＤで、記録されている起動式は重さではなく速さに重点を置いた慣性制せい御ぎよ・加速術式。身体からだだけでなく武器のスピードまで加速される為、腕に余計な力を入れていると銀鞭の動きについていけず骨や腱けんを痛めてしまう危険性があるという凶きよう悪あくな代しろ物ものだが、エリカは最初から何の苦も無く使いこなしていた。

　鬼おに火びの雨が止やむ。しかしそれで襲しゆう撃げきが終わりであるはずもない。

　赤や黄に色づいた葉を巻き上げて、今度は風の刃が押し寄せる。実体のない鬼火を打ち落として見せたエリカだが、果たして色と形のない風の刃まで迎げい撃げきできるのか。

　不敵な笑みを唇くちびるに刻んだエリカだが、背後から聞こえた「任せて」という自信に満ちた声に片手中段へ構えを戻もどした。

　エリカに代わり風ふう刃じんに挑いどむのは幹みき比ひ古こ。

　金属の呪じゆ符ふを束ねて扇おうぎにした術式補助具から選び取った魔ま法ほうは、敵と同じ風の刃。

　空中に幾いくつもの小さな火花が散る。後から発動したにも拘かかわらず、幹比古の風は敵の刃を全すべて弾はじき返した。

　エリカと幹比古の意識は、空から降ってくる次の攻こう撃げきに向かっていた。

　彼らの背後、地面に落ちた木の影かげが人の形を取る。

　黒い影がむくりと立ち上がる。

　音も無く、気配どころか空気すら動かさずに幹比古の背中に迫る影。

「うりぁあ！」

　影に向かってレオが吼ほえた。彼の拳が唸うなりを上げて黒いセーター姿の男に叩たたき込こまれる。

　その男はレオに殴なぐられながら、自ら後ろ向きに飛んで威い力りよくを殺し、後方宙返りで間合いの外に逃のがれた。

「忍にん者じやか、こいつら？」

　黒と認めたセーターの色は、よく見れば深緑色だった。細身のズボンも同じ色。伝統的な忍者装しよう束ぞくとはまるで違う、現代的な、当たり前の格好。だがその右手に構える苦く無ないを見るまでもなく、左手の巻物を見るまでもなく、その人ひと影かげは忍者だった。

　三人、五人と人影が増える。何ど処こから出て来たのか、レオには見えなかった。

「へへっ、面おも白しれえ」

　だが、そんなことで彼の闘とう志しは損なわれない。レオにはあえて強敵を求める悪あく癖へきこそないが、相手が強ければ強いほど、萎い縮しゆくするのではなく血を熱くたぎらせる傾向がある。

　それはもしかしたら、生物兵器として製造された祖父の遺伝子がそうさせているのかもしれない。レオ本人も、そう思うことがある。

　しかし、その都度、彼は心の中でこう嘯うそぶくのだ。

　──それがどうした。

　戦う前から負けた気になるよりずっと良い。心が折れたら、逃げることすらできなくなる。それがレオの信条だった。

　心が折れるとは、命を放ほう棄きするということだ。逃げるのは、逃げられると思っているからだ。逃げることを諦あきらめていないからだ。牙きばを剝むく虎とらを前にしたとき、人は逃げようと思って逃げられるか？　何も考えず闇やみ雲くもに逃げ出すか、生き延びることを諦めて立たち尽つくすのではないだろうか。

　──そんな無ぶ様ざまな死に方だけは御ご免めんだ。俺おれは戦って、生きる。

　セーター姿の忍にん者じやたちが、レオとの間合いをジリッと広げた。意識的にか無意識的にか、レオから後あと退ずさった。

　レオの横手で、苦鳴が上がった。

　エリカの銀ぎん鞭べんを腕で防いだ忍者が、折れた腕を押さえて蹲うずくまっている。その位置がエリカから遠く離れているのは忍者がエリカの間合いから逃のがれる為ために跳とんだのと、エリカが他の忍者の攻こう撃げきを警けい戒かいして追つい撃げきしなかったことの、二つの要因が重なり合った結果だ。

「レオ、心は熱く、意識は冷静に、よ。一人で戦ってるんじゃないんだからね」

　エリカにそう言われて、レオは自分が横から不ふ意い討うちを喰くらうところだったのに気づいた。

「すまん、助かったぜ」

　風の刃が火花を散らしてぶつかり合う音が、レオの耳に届いた。

「幹みき比ひ古こも悪わりい。護衛のはずが、守られちまった」

「影かげに同化した敵の奇き襲しゆうから守ってくれたじゃないか。お互い様だよ」

「オーケー。そういうことにしておこうか」

　レオがポケットからナックルダスターを取り出して両手にはめた。といっても樹じゆ脂し製の玩具おもちやにしか見えないもので、たとえ警察に見つかってもファッションですまされるだろう。

　そのままであれば。

　レオの左手首に起動式が纏まとわり付き、吸い込まれる。

　いつもの音声入力式ＣＡＤではない。

　ドイツのＣＡＤメーカー、ローゼン・マギクラフト社の最新作、完全思考操作特化型ＣＡＤによる起動式の出力。レオはとある伝つ手てでこのＣＡＤを手に入れて──というより謝罪の印に受け取って、最近ようやく使いこなせるようになったところだった。

　今回の視察旅行は目立ちすぎないことが条件だ。

　エリカが武装デバイスを日ひ傘がさに偽ぎ装そうしていたのも、その為である。

　いつものＣＡＤは如い何かにも「戦せん闘とう準備完了です」と言っているようなイメージがあるので、レオは今回の旅行にこちらのＣＡＤを持って来たのだ。

　起動式の展開速度はハードウェアに、魔法式の構築効率はソフトウェアに依存する。最新式のＣＡＤは思考操作によるタイムラグを埋うめてあまりある処理速度を示し、達たつ也やの手により最適化された起動式は意図したものと寸分の狂いもない効果をもたらす魔法式を組み上げた。

　合成樹脂のナックルダスターが超硬合金の強度を得る。

　連続して出力される起動式。

　今度は何の変へん哲てつもない長なが袖そでシャツとジーンズが、最高性能の防ぼう弾だん耐たい刃じん服ふくに早変わりする。

「さて、と。それじゃ改めて」

　レオがガツッと音を立てて左右の拳こぶしを打ち合わせた。

「側面の敵は任せなさい」

　エリカが銀色の武装デバイスを軽く一ひと振ふりして構えを取る。

「援えん護ごは任せて」

　幹みき比ひ古こが術具を扇状に開く。

「行くぜ、オラァ！」

　レオが雄お叫たけびを上げて突つっ込こんだ。

　無論、敵の忍にん術じゆつ使いも何もせずに待っていたわけではない。

　レオの進路に木この葉はが舞まい上あがり、彼の視界を塞ふさぐ。言う迄までもなく、自然現象ではない。魔ま法ほうで風を操り落ち葉を巻き上げたのだ。

　それ自体に殺傷力は無い。だがレオは足を止める代わりに、腕を翳かざして顔をかばった。

　その腕と、胸と、太ふと腿ももに軽い衝しよう撃げきを受ける。敵が放はなった苦く無ないだ。

　手で投げたものとは思われぬ速度を有していたが、レオの硬化魔法を貫つらぬくには及およばない。

　突とつ風ぷうが吹く。

　レオの背後から。
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　幹みき比ひ古この魔ま法ほうにより、視界が晴れる。

　正面に立っていた忍にん術じゆつ使いが巻物を咥くわえ、苦く無ないを投げて空になった手で印を結ぶ。

　目の前の敵が講談の中の忍にん者じやではなく、現実の存在と力を持つ古式魔ま法ほう師しであることはレオも理解しているが、こうも通俗的なイメージどおりのポーズを取られるとかえって調子が狂ってしまう。

　突とつ進しんこそ鈍にぶらなかったものの、レオも一いつ瞬しゆん、気が乱れた。

　忍術使いの胸が膨ふくらみ、一気に萎しぼんだ。

　鋭するどい音が発せられ、レオが目眩めまいに襲おそわれる。

　忍術使いが咥えていたのは、巻物に見せ掛けた笛だった。それもただの笛ではなく、音を媒ばい体たいに相手の感覚器官へ干かん渉しようする魔法を放つ術具だろう。

　忍術使いが、大おお振ぶりのナイフを抜ぬいた。刀ではなくナイフだったのは、「忍者」も時代を無視できないということか。

　自分の術に自信があるのだろう。レオに襲い掛かる動きに躊躇ためらいは無い。

　その男の計算違いは、レオの肉体のスペックが常人を遥はるかに上回るものだったということだ。レオは一般的な評価基準に照らした魔法の才能こそ低いが、その反面、身体能力面では抜ばつ群ぐんの才能を有している。平へい衡こう感覚を狂わされながらも、レオは他の感覚でそれを補うことにより肉体の制せい御ぎよを保っていた。

　敵の突つき出だすナイフを、レオは右手で殴なぐりつけた。ナイフの切っ先をナックルダスターが正確に捉とらえ、その衝しよう撃げきで忍術使いがナイフを取り落とす。

　打ち下ろし気味の左フック。

　レオの拳こぶしが忍術使いの顎あごを砕くだいた。

「やべぇ！」

　思わず漏もらしたその一言は、手加減を誤ったことへの後こう悔かいを表すもの。それは彼の甘さであり隙すきにつながる短所だったが、レオはそれを埋うめる切り替えの速さも持っている。

　倒した男の背後から、次の敵が姿を見せる。その男はレオに向かって口を突き出していた。

　咄とつ嗟さにレオが伏ふせる。

　男が口から火を噴ふき出す。

　レオの頭上を通り抜けた炎の帯は、空中で反転して術者に襲い掛かった。

　顔面を焼かれ、男がもんどり打って倒れる。炎がＵターンしたのは幹比古の魔法によるものだった。

　自分が作り出した凄せい惨さんな光景に、レオの背後で幹比古が顔を顰しかめる。だからといって、幹比古は次の攻こう撃げきを躊躇ったりはしない。彼は次の術を編み上げる。

　エリカは自分で言ったとおり、レオを挟はさみ撃うちしようとした忍術使いの片方を迎げい撃げきしていた。華きや奢しやな得物はいつもの刀に比べて威力に劣おとるが、その分スピードに優まさる。エリカの鋭い打ち込みにナイフを落とした忍にん術じゆつ使いの身体からだが、次の瞬しゆん間かん二つに分離した。

「分身!?」

　エリカが上げた驚きの声に、二つに分かれた忍術使いは同じ動作で苦く無ないを構えながら同じ顔に一いつ瞬しゆん、得意げな表情を浮かべる。

　だがそれはすぐに、驚きよう愕がくへと変わった。

　分身の片方がかき消え、男は一人に戻もどる。その表情からも分かるとおり、忍術使いが意図したものではない。幹みき比ひ古この精せい霊れい魔ま法ほうが忍術を破ったのだ。

　その隙すきをエリカが見み逃のがすはずもなかった。

　空中に四よ度たび、銀の軌き跡せきが描かれる。

　両手両足の骨をきれいに折られて地面に転がった忍術使いを、弱い雷らい撃げきが襲おそう。

　その電光は襲しゆう撃げき者しや全員に浴びせられていた。

　既すでに戦せん闘とう力りよくを失っていた八人の忍術使いは、幹比古の雷撃魔法により意識を刈かり取られた。




　幹比古が大きく息を吐はき出した。

「これで終わりか？」

　レオがあたりを見回しながらそう言う。

　残心を取っていたエリカが得物を下ろした。

「今のところ、増ぞう援えんの気配は無いわね」

　彼女の言葉に、レオも一息ついた。

「しっかし、忍にん者じやとはねぇ」

　レオが失笑を漏もらす。「忍者」の実在は知っていても、自分がそれと拳こぶしを交えることになるなど彼は思ってもいなかった。

「忍術使いよ。別に不思議はないでしょ。こっちは古式魔法が盛んなんだから」

　しかし、エリカはレオの笑いに同調せず、素そっ気けなくそう返した。

「そうだね。それほど離れていないところに伊い賀が、甲こう賀がという忍術の本場があるし、鞍くら馬ま山やまにも忍術使いが中心になって作った古式魔ま法ほう師しの拠きよ点てんがあったはずだ。この人たちはそこの術者じゃないかな」

　幹比古もエリカの意見に同調する。

「ふーん、そんなもんかね。面おも白しれぇなぁ。お前らといると本当ホント、退屈しねぇぜ」

　しかしそんなことで、レオは気分を害したりはしなかった。むしろ、ますます楽しそうに笑っている。

「ちょっと、あたしの所せ為いにするのは止めてくれる。事件に巻き込まれるのは達たつ也やくんのお蔭でしょ」

　達也くんの所為、ではなく、達也くんのお蔭。文句を装っているが、エリカの本音もレオと同じであることが丸分かりだ。

「違ちげぇねえ」

　レオが苦笑しながら頷うなずく。横を見ると、幹みき比ひ古こも苦笑いを浮かべていた。

「ところで、こいつらどうしよっか？　警察に引き取ってもらう？」

　エリカは警察を呼ぶことに躊躇ためらいが無い。警察にコネがあるからではなく、自分の正当性に疑いを持っていないからだ。

「警察かぁ」

　それに対して、レオは警察に苦手意識を持っている様子。しかしエリカの意見に反対しているわけではなかった。

「それが妥だ当とうかな……」

　幹比古もエリカの提案に頷き、補助デバイスを持っていない方の手で情報端たん末まつを取り出す。一一〇ひやくとお番ばん役を自分から務めるつもりのようだ。

　しかし、音声通話機能を立ち上げようとした彼の指はその直前で止まった。

　情報端末をポケットにねじ込んだ動きは無意識のものだろう。

　彼は扇おうぎ形がたデバイスを構えて林の中を睨にらみつけた。幹比古の手元から想子サイオンの塊かたまりが飛び立つ。探査用の式神を放ったのだ。

「敵か!?」

　レオの問いに、幹比古は答える暇いとまがなかった。

「見て！」

　幹比古が術の発動を捉とらえたのと、エリカがそう叫んだのは同時だった。

　エリカの目は、池に向けられていた。

　レオと幹比古も、それを見た。

　池の中から、水で形作られた四匹の小さな怪かい物ぶつが飛び出してきたさまを。

「化成体か!?」

　レオが叫ぶ。

「違う！　水を材料にした傀儡くぐつ式し鬼き、一種のゴーレムだ！　実体を持っている！」

　答えを叫び返しながら、幹比古は瞬まばたきもせず怪物たちを凝ぎよう視ししている。

「[image: れい]れい[image: れい]れい？　合ごう窳ゆ？　長ちよう右ゆう？　それに夫ふ諸しよだって？」

　幹比古が驚きに満ちた声で呟つぶやく。

　身体からだに虎とらのような縞しま模様がある牛に似た獣けもの、[image: れい]れい[image: れい]れい。

　人の顔を持った猪いのしし、合ごう窳ゆ。

　四本の腕を持つ手長猿、長ちよう右ゆう。

　四本の角を持つ鹿しか、夫ふ諸しよ。

　これらは皆、洪こう水ずいを引き起こすと言われている大陸の怪物──そのミニチュア版だ。これは明らかに、大陸の古式魔ま法ほう師しが放つ術だった。

「何だこいつら!?」

「敵の魔法よ！　それ以外はどうでも良いことでしょ！」

　レオにそう怒ど鳴なり返して、エリカは一番近くに着地した長ちよう右ゆうの傀儡くぐつ式し鬼きに銀ぎん鞭べんを振ふるった。

　得物が届く間合いではない。

　届いたのは薄く研とぎ澄すまされた想子サイオンの刃だった。

　エリカの無系統魔法がゴーレムを構成していた術式を切きり裂さく。水を材料に形を与えられていた模造の怪かい物ぶつが水に還かえって飛び散る。

　だが、安心する暇いとまはなかった。

　怪物はその四匹だけではなかった。
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「まずっ。ここはにげ……えっ？」

　逃げよう、と提案しかけたエリカが、それを言い終える前に絶句した。

　ミニチュアの怪物は彼女たちの方ではなく、地面に転がる忍にん術じゆつ使いに群がっていく。

「……敵じゃないの？」

　激しい意外感に囚とらわれて動くことを忘れているのはエリカだけではなかった。遠距離の攻こう撃げき手段を持たないレオはともかく、幹みき比ひ古こも術を破ることを忘れてその光景に見入っていた。

「──っ!?」

　何が起こるのか凝ぎよう視ししていた三人が一いつ斉せいに息を吞のんだ。

　水で仮かり初そめの身体からだを与えられたミニチュアの怪物たちは、痺しびれて動けない忍術使いの身体を生きたまま貪むさぼり始めたのだ。

「冗じよう談だんじゃないわよ！」

　ハッと我に返ったエリカが銀鞭を振って無系統魔法の刃を振るう。

　彼女の声によって金かな縛しばりを解かれた幹比古が降ごう魔まの術法、迦か楼る羅ら炎えんを放った。

　想子サイオンの刃が傀儡くぐつ式し鬼きを切きり裂さき、概がい念ねんの炎が怪物を模かたどる術式を焼いた。

　異い形ぎようの獣けものたちが水に還る。

　レオが警けい戒かいした足取りで、苦しげに呻うめく忍術使いたちに近づく。無論、硬化魔法は発動済みだが、顔と首がむき出しなので少しばかりおっかなびっくりになるのはやむを得ない。

「うげぇ」

　屈かがみ込こんで顔を近づけた、最初の一声はそれだった。

「派手に囓かじられたな……骨まで届いちゃいないようだが」

　レオは腰を伸のばしてエリカと幹比古に振り返った。

「それに全員生きてるぜ」

　痺しびれていても喉のどや目の急所だけはかばっていたようだ。それを聞いた幹みき比ひ古こが一安心の表情を浮かべる。

　だが、エリカの顔は厳しく引ひき締しめられたままだった。

「おかしい」

「何が？」

　彼女のただならぬ様子に、幹比古も緊張を取とり戻もどす。

「何で水が地面に染み込まないの」

　ここの地面は舗ほ装そうされていない。ゴーレムを形作っていた水は、普ふ通つうなら土に染み込むはずだ。

　だが実際には、血の混ざった水が池に流れ込んでいる。

「うおっ!?」

　レオが反射的に跳とび退すさった。助走も予備動作も術式も無しに四メートル近くを跳んだジャンプ力は驚くべきものだが、エリカと幹比古の目を釘くぎ付づけにしたのはそれではなかった。

　彼らが不自然な水の動きに気づいた直後、池に向かう水の流れが急に勢いを増したのだ。レオが反応したのは、足元に押し寄せる血と水の流れだった。

「一体何が……」

「敵の魔ま法ほうだ！」

　エリカの呟つぶやきに対する幹比古の答えは、同時に警告を促うながすものだった。

　しかし、その必要は無かったかもしれない。異変はエリカとレオの目にも明らかだった。

　池の水が渦うずを巻く。

　最初は緩ゆるやかに、すぐにスピードを増して。

　そして、轟ごう々ごうと音を立てて回転する渦の中央から、泥どろ水みずでできている異い形ぎようの大だい蛇じやが首をもたげた。

「相そう柳りゆう!?」

　九の人面を持つ巨きよ蛇だ。洪こう水ずいの悪神「共きよう工こう」の直臣と言われる大陸有数の大だい妖よう怪かい。相柳が現れた地は水が腐くさり果はて、実りをもたらさぬ沼地になったという──。

「避よけて！」

　九つの人面が口を開いたのを見て、幹比古はエリカとレオに叫んだ。

　同時に風の障しよう壁へきを展開する。

　九つの口が、細く濁にごった水流を次々に吐はき出した。

　三人はそれぞれに、濁だく流りゆうの直ちよく撃げきを回避する。

　地面に跳はね返った飛沫しぶきは、三人の周まわりに渦うず巻まく風の障壁が吹き飛ばした。

　だが行動能力を失っていた忍にん術じゆつ使いたちは、その余波を避けられなかった。

　ミニチュアの怪かい物ぶつに囓かじられた時以上の苦鳴が地に転がる男たちから放たれる。

　相そう柳りゆうを模した傀儡くぐつ式し鬼きが吐はき出だす濁だく水すいを浴びた人体が、泡あわを立てて溶とけていく。

「酸!?」

「いや、腐ふ食しよくの呪じゆ法ほうだ！」

　エリカの言葉を幹みき比ひ古こが否定する。

「気をつけて！　酸と違って、溶かされるのはあの液体を浴びた部分だけじゃない！」

　溶けた傷が今も広がっている忍にん術じゆつ使いを見れば、幹比古の警告を疑う余地は無い。

「くっ、術者は何ど処こだ!?」

　これほど大規模なゴーレムを操っているからには、術者もすぐ近くにいるはずだった。

　いや、見当はついている。さっき林の中から漏もれ出だした術の気配。あれはこの怪物を操る魔ま法ほう師しのものに違いない。だが先ほど放った式神から、手て応ごたえはまだ返ってこない。余程の手練てだれなのか、それとも特とく殊しゆな装備、例えば魔法師の方位感覚をすら狂わせる鬼き門もん遁とん甲こうの呪じゆ法ほう具ぐを使っているのか。

　エリカとレオの運動神経を以もつてしても、九つの口から間かん断だんなく放たれる呪のろいの水流を避けるのが精一杯。幹比古も直ちよく撃げきを避け、障しよう壁へきを張るのに手一杯で、新たな式神を放つ余よ裕ゆうは無い。

「エリカ、レオ、ここは引こう！」

「その意見には賛成だが！」

「一体どうやって!?」

　エリカの反問に、幹比古は奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

　方法はある。伝承の魔ま物ものを模かたどった傀儡くぐつは、その伝承により力を増している。従って、伝承の上でその上位個体を象しよう徴ちようとして借りた術式を用いれば増幅分が打ち消されるので傀儡を維い持じする魔法そのものが破れることもあるし、そうでなくても後は術者同士の力比べになる。

　邪じや神しんの眷けん属ぞくとはいえ相そう柳りゆうは水に属するもの。水の最上位神しん霊れい「竜りゆう神じん」にアクセスして行使する術ならば……。

（やれるか、僕に？）

　今ならばやれる、という気がする。

　だが、躊躇ためらいは消えない。

　それは幹比古が「力を失った」と錯さつ覚かくするほどのスランプに陥おちいる原因となった術法だ。

　──結局、幹比古はその決断を下せなかった。決断をする必要が無くなった。

　強きよう烈れつな想子サイオン光が三人の目の前、相柳が持つ九つの頭、その真ん中に位置する人面の奥に生じた。

　情報体次元イデアを経由した、魔ま法ほう式しきの投射。弾だん道どうを描いて撃うち込こまれるのではなく、座標が定義されることで突とつ如じよそこへ出現する想子サイオン情報体。

　九頭人面蛇身の巨体が爆ばく発はつした。

　怪かい物ぶつの傀儡くぐつ式し鬼きを作るという結果が吹き飛ばされたことで原因、つまり傀儡形成の魔ま法ほうも崩ほう壊かいする。

　飛び散った水みず飛沫しぶきに呪まじないは含まれていない。ただの池の水に戻もどっている。忍にん術じゆつ使いの身体からだを蝕むしばんでいた腐ふ食しよく現象も止まっていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　三人に「何が起こったのか？」と悩む必要は無かった。答えが自分から彼らの前に姿を現してそう訊たずねたからだ。

　第三高校の制服を連想させるダークレッドのブルゾンに黒のスリムパンツ、黒のブーツ。そして赤い拳けん銃じゆう形態の特化型ＣＡＤを右手に持つ同年代の少年。その颯さつ爽そうとしたたたずまいを、三人は無論知っていた。

「一いち条じよう将まさ輝き……」

　レオがその名を呟つぶやく。

　三高のエース、十じゆつ師し族ぞく・一条家の長男が三人の前に立っていた。
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　将輝は伏ふく兵へいを警けい戒かいして辺あたりの気配──魔法が使われる兆候をうかがっていたが、しばらくして他に潜ひそんでいる敵はいないと判断し緊張を解いた。

　目の前には八人の人間が大おお怪け我がを負って倒れている。彼らが被害者ではなく返かえり討うちに遭あった襲しゆう撃げき者しやの可能性も将まさ輝きは考えていたが、動き出す様子が無いので事情を確かめる意味でも幹みき比ひ古こたちへ意識を向けた。

「んっ？　お前たちは一高の……」

　将輝も去年モノリス・コードで対戦したレオと幹比古の顔を覚えていた。

「吉よし田だ幹比古だ。一いち条じよう君。助すけ太だ刀ち、ありがとう」

　しかし、名前までは覚えていなかったようだ。幹比古が名乗ったことで、あからさまにホッとした表情が将輝の顔に浮かんだ。

「いや、どういたしまして。十じゆつ師し族ぞくとしてあんな悪質な魔ま法ほうが市中で使われているのを見み逃のがすわけにはいかないからな。気にする必要はない」

「それでも助かったよ。結構危ないところだったからね」

「ああ、いや……ところで、あれは一体何だったんだ？」

　いきなりの話題転換は照てれ隠かくしだろうか。もしそうだとするなら、将輝は達たつ也やと違って少年らしいシャイな性格のようだ。──比べる対象が適切ではないのかもしれないが。

「血を供物とし水を材料に、伝承に残る怪かい物ぶつを模かたどって作った傀儡くぐつ式し鬼き、一種のゴーレムだよ」

「古式魔法なのか？」

「大陸の、方術士と呼ばれている魔ま法ほう師しが使う術式だ」

　将輝と幹比古の問答に、エリカが不ふ機き嫌げんな声で割り込んだ。

「ねえ、魔法談義は後にしない？　まだその方術士がこのあたりに潜ひそんでいるかもしれないんだし」

　将輝がハッとした顔になってあたりを素早く見回す。彼はその可能性を失念していたようだ。

　だが幹比古はエリカの言葉に対し、首を横に振ふった。

「いや、その心配は無いよ」

「どうしてそんなことが言えるのよ！」

　幹比古は何度か口を開きかけて、もう一度頭かぶりを振った。

「……論より証しよう拠こだ。見に行こう」

「その言い方からすると、方術士とやらは無力化されているのか？」

　レオの質問に言葉では答えず、幹比古は首を縦に振った。

「居場所が分かっているのか？」

　思わず、といった感じで将輝が口を挿はさむ。

「一条君も来るかい？」

　逆に問われて、今度は将輝が頷うなずいた。




　疎まばらな下草を踏ふみ分わけて林の斜面を登っていく。四人にとって苦労の内に入らない道行きだ。全員、汗もかかない内に、目的の方術士を発見した。

「やはりね。分かっていたことだけど、気持ちの良いものじゃないな」

　方術士は斜面を逆に、頭を下にして俯うつぶせに倒れていた。

「死んでいるのか……？」

　将まさ輝きの呟つぶやきに、レオが恐おそれる様子も無く方術士の白髪しらが頭あたまの横にしゃがみ込んで、首に手を当てる。

「……脈は無い。死んでいるな」

　レオにしては無表情に、淡たん々たんとそう告げる。まさか死体を前にしてにこやかにその事実を報告するわけにもいかないだろうから、これは彼として精一杯気を遣つかった態度だったのだろう。

　しかしその神しん妙みような振ふる舞まいも、死体をひっくり返した瞬しゆん間かんに崩くずれた。

　悲鳴をかみ殺したような声は、エリカから放たれていた。彼女の心しん胆たんを以もつてしても、ショックを免まぬがれない、壮そう絶ぜつな死に顔だ。

「……術を破られた反動だよ。傀儡くぐつを操作する系統の古式魔ま法ほうは、魔法発動後も術式の本体と術者の精神がつながり続けている」

「ほう。魔法が発動したら『情報』の逆流が起きないように、魔法式を魔法師から切断する現代魔法とは随ずい分ぶん違うんだな」

　幹みき比ひ古この言葉に、将輝が思わず口を挿はさむ。しかしその直後、幹比古の説明の裏に潜ひそむ意味に気づいて無意識に顔を顰しかめた。

「つまりこいつは、俺おれがあの怪かい物ぶつを術式ごと破は壊かいしたから、つながっていた精神がダメージを受けて狂死したということか……」

「一いち条じよう君の所せ為いじゃないよ。あの種類の魔法を使う術者は、そのリスクを理解した上で行使しなければならない。特に、あんな巨大な傀儡くぐつ式し鬼きを動かそうというんだ。その反動も激しいものになるのは理の当然。冷たいようだけど、この術者の自業自得だ」

「そうか……」

　将輝も人を死なせたことは──殺したことは、これが初めてではない。彼が他人の命を奪うばったのは、そうせざるを得ない状じよう況きようの中でばかりだったし、今もあの水の怪物を「爆ばく裂れつ」で吹き飛ばしたのは正しい判断だったと思っている。

　しかしそれでも、そんな彼でも割り切れないほど、この老人の死に顔は壮絶なものだった。

「……すまん、吉よし田だ。気を遣わせたな」

「良いって。助けてもらったのは僕たちの方だ」

　将輝が無理やり作った笑顔に、幹比古も笑みを浮かべて手を左右に振った。

「一条君、警察への説明は僕たちがしておくよ」

　だからもう行って良い、という幹比古の言葉にされなかったセリフに、将輝は頷うなずかなかった。

「いや、俺も付き合う。それよりそっちの彼女、えっと……」

「千ち葉ばエリカよ。あたしに気を遣う必要は無いわ。こういうの、慣れているから」

　その一言に将まさ輝きが目を見張って硬こう直ちよくする。しかしこの反応はかえって失礼だと思ったのか、すぐに再起動を果たした。

「そうか。君はもしかして千ち葉ば家の？」

「第一高校二年の千葉エリカよ」

　エリカの突つっ慳けん貪どんな返事に、将輝が軽く目を白黒させる。彼は妹を除いて、同年代の少女からこんなぞんざいな扱いを受けたことがほとんど無かった。

「失礼した。第三高校二年の一いち条じよう将輝だ」

　そして自分がまだ自己紹介をしていなかったことに思い至って、気まずさを押し殺しながら名乗った。

「こいつはご丁てい寧ねいに。第一高校二年の西さい城じようレオンハルトだ」

　そんな、嫌いやな空気を吹き飛ばす明るい口調で──おそらく、狙ねらってそう振ふる舞まっているのだろう──レオが将輝に自己紹介を返した。

「それで一条、そっちも連れがいるんじゃねえか？　遠えん慮りよしなくても、こっちは俺おれたちの方で処理しとくぜ？」

「気にしないでくれ。京都には一人で来ている。来週の論文コンペで、万が一去年みたいなことが起こった場合に備えて市内の下見に来ているんだ。だから、時間の都合はつく」

「へぇ。実は俺たちもなんだ。宿は……っと、その前に警察へ通報だな」

　レオがそう言う隣となりから、

「あっ、もしもし。国立魔ま法ほう大学付属第一高校二年生の千葉エリカと申します。魔法犯罪対策課をお願いしたいんですが。……ええ、魔法による襲しゆう撃げきを受けまして……場所は……」

　こんな声が聞こえてきて、レオと将輝は顔を見合わせ苦笑いを浮かべた。
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　宝たからヶが池いけの畔ほとり、京都新国際会議場の対岸における幹みき比ひ古こたちの激げき闘とうが将輝の助すけ太だ刀ちにより終結した頃ころ、達たつ也やたち一行は清きよ水みず寺でらの参道に来ていた。

　達也が最初に訪れる場所として清水寺を選んだのは、それほど深い意味あってのことではなかった。あえて言うなら、三つの寺院の内、ここが一番「何か」がいそうに思えたからだ。

　創建に最初の征せい夷い大たい将しよう軍ぐん、坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろが関わり、東国平へい定ていに魔法で貢こう献けんしたらしきエピソードを持ち、霊れい験げんあらたかなるを以もつて知られた修行の地。宗派は北きた法ほつ相そう宗しゆうだが歴史的には密教との関わりもあると、達也が京都について詰つめ込こんだ知識の中には記されていた。

　また法相宗自体も無意識領域の作用を重視する点が現代の魔法理論と共通している。──これを反面から見れば、達也にはまだ禅ぜん宗しゆうを理解する「智ち慧え」が無いというだけのことかもしれないが。

　とにかく、明らかに優先順位が高いと考えて選んだわけではなく、身みも蓋ふたも無い言い方をすれば三つ選せん択たく肢しがある中の一つという以上の意味は存在していなかった。

　音おと羽わ山やま清きよ水みず寺でらの参道は長い上り坂。途と中ちゆうまでコミューターで登れるようになっているが、達たつ也やたちは麓ふもとから歩くことを選んだ。実は光宣みのるも、「この近くに伝統派の拠きよ点てんがある」ということは知っていたが、それが具体的に何ど処こかということまでは分かっていなかった。だから自分の足でゆっくり登りながら、怪あやしい建物がないか見ていくことにしたのである。

　参道は前世紀から変わらぬ賑にぎわいを見せている。世界的な戦争の時代は外国からの観光客も大幅に減っていたが、その分「日本再発見」とかいうキャッチフレーズの下に、海外旅行に行けない日本人の観光客が増えたからそれほど大きな打だ撃げきにはならなかった。

　そして、表面的には平和を取り戻した今はこうして、違う肌はだの色、違う髪の色、違う目の色の参拝客で、この坂道はごった返している。

「すごい人出だな……」

　思わず漏もらした達也の言葉に、

「東京はもっと人が多いのではありませんか？」

　光宣が不思議そうに小首を傾かしげた。

　その瞬しゆん間かん、人間による玉たま突つき事故とスリップ事故が発生する。光宣に見とれた複数の女性観光客が事故の発生源だ。──「若い」女性、に限定されないところがまた凄すごい。

　達也たちのいる所はさっきから行き交う人々が避よけてくれていたので、深み雪ゆきや水み波なみが事故に巻き込まれることはなかった。遠巻きに盗み見る視線はかなり鬱うつ陶とうしかったが、お互いに牽けん制せいし合って距離を取っていてくれたのが幸いしたようだ。

　もっとも、深雪は達也の側にピッタリくっついているので、仮に人の波が押し寄せても深雪がそれに吞のまれることはなかっただろう。そうなる前に達也が力ちから尽づくでかばっているはずだ。

　それでも深雪の無事を確認してから、達也は光宣の質問に答えた。

「東京都といっても、俺おれたちが住んでいるところはかなり外はずれの方だからな。それに京都駅前でも、こんなに人通りは多くなかったと思うが」

「そんなことはないと思いますが……道が狭いからそう見えるだけなのでは？」

「確かにそれは言える」

　達也はさっきから人の総数ではなく密度のことを言っていたのだが、別に議論することでもないのでそれ以上反論はしなかった。

「ところで光宣、取とり敢あえずの目的地は清水寺の境けい内だいで良いのか？」

「ええ。ここまで市街地に近くなると、山林の中はむしろ目立ちます。おそらく、土産みやげ物もの屋やとか食堂とかに偽ぎ装そうしているのではないかと思います」

「となると、中に入る必要性は薄いか」

　達也がそう呟つぶやいた途と端たん、頭上に重くのし掛かる分厚い雪雲のようなプレッシャーを彼は受けた。誤解しようのない不満を伝える視線。

　達たつ也やは左ひだり隣どなりへ振ふり向むいた。

「お兄様、何か？」

　そこには深み雪ゆきの、淑しとやかな笑顔がある。

　気の所せ為いだったか……と他の少年なら思っただろう。

　だが達也は、そんなことで誤ご魔ま化かされない。彼が深雪の眼まな差ざしを、その他大勢の視線と間違えるはずはなかった。

「拝観したいのか？」

　深雪の目が泳ぐ。だがそれはほんの短い時間のことだった。

「せっかくですから」

　どういう言い回しをしようと意味は同じだ。

　今日の予定を立て直さなければならないかもしれない、と達也は思った。




　清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りる、の慣用句で有名な清きよ水みず寺でらの本堂前桧ひのき舞台から京都市街を一望する。達也の目には人々と土地から立ち上る想子サイオン光で街中に薄らと靄もやがかかっているように見える。魔ま法ほう師しならば靄の濃のう淡たんこそあれ同じように見えるだろう。想子サイオンの濃い所に焦しよう点てんを絞しぼってエレメンタル・サイトで調べてみても、目的のデータを見つけるまでどのくらいの時間が掛かるか分かったものではない。達也はターゲットの周しゆう公こう瑾きんに会ったことが無い。写真だけでは検索キーとして不十分だ。

　意味の無い観光を止めて、達也は隣となりで同じように市街を見下ろしていた光宣みのるに話し掛けた。

「何か分かったか？」

「いえ、こうも雑多な視線が多くては……達也さんは何かお気づきになりましたか？」

「いや、俺おれも同感だ」

　そう言って達也は、深雪と水み波なみに目を向けた。

　二人は舞台の手すりから軽く身を乗り出し、下を見下ろしてはしゃいでいる。二人とも声を上げて騒ぐタイプではないから、他人から見れば怖こわ々ごわと舞台の高さを確かめているようにしか見えないかもしれない。だが達也から見れば二人とも無む邪じや気きに、仕事のことをすっかり忘れて楽しんでいるのが分かる。

「深雪に向けられる視線は全すべてチェックしてみたが、怪あやしいものは無かった」

「す、全てですか」

「ああ。怪けしからん視線ならさっきから山のように注がれているが、それは光宣も同じだしな。今回の仕事に関係のありそうなものは無い」

「それは……余計なお手間を取らせて申し訳ありません」

　男性から深雪に向けられる数え切れない煩ぼん悩のうの視線。

　女性から光宣みのるに向けられる数え切れない煩ぼん悩のうの視線。

　それは光宣自身も自覚している。ナルシストなのではなく、客観的な事実だ。その所せ為いで敵意を向けられても分かりにくくなっている、処理しなければならない情報量が桁けた違ちがいに増大しているということも、光宣は理解していた。

「いや、いつものことで慣れている」

　しかし強がりではなく、達たつ也やにとってこれはいつものことだった。ただ、彼がフィルタリングしているのは深み雪ゆきに対する意識の波動だけだ。この状態でも自分に向けられた敵意くらいなら識別できるが、光宣に対して好意や欲望以外の感情が向けられていても、見分ける自信はまるで無い。

　そして困ったことに、伝統派が敵として認識している可能性が最も高いのは、光宣だった。

「これは、あまり意味が無いかもしれんな」

　達也の呟つぶやきに、光宣が身を縮めるような仕草を見せた。反射的に非難を受けたと感じたのだが、その叱しかられた子犬のような表情に光宣を見み詰つめる眼まな差ざしのボルテージが急上昇した。

　これだけ強い感情を向けられれば、自分に対するものでなくても気がつく。その原因となった年下の少年の、感情の動きも。

「ああ、いや、責めているんじゃないぞ。光宣の協力には、とても助けられている。ただ予想以上に手掛かりが乏とぼしいと思っただけだ」

　達也の言葉に、光宣がはにかんだ笑みを浮かべる。

　ガタガタっと、よろける足踏みの音、手すりや柱に摑つかまる音が聞こえた。大体何が起こっているのか見なくても見当はついたので、達也はあえて目を向けない。

　しかし、深雪はその音が気になったようだ。舞ぶ台たいの外から内に視線を移して、すぐに何があったのか把は握あくした顔になった。

　深雪は達也と光宣の側そばに寄ってきて、光宣をかばうように達也と向かい合った。

「お兄様、光宣君をいじめてはいけませんよ」

　本人に悪気はないのだろうが、これは火に油を注ぐようなものだった。

　いや、生じた現象から見ればその逆か。

　絶世の美少女が、絶世の美少年をかばう構図。

　深雪を見ていた男性、光宣を見ていた女性が、一いつ斉せいに凍こおりついた。

　その異様な雰ふん囲い気きは真面目に観光をしていた参拝客にも伝わった。

　何事かと目を向け、同じように硬こう直ちよくする。

　清きよ水みずの舞台の、時が止まった。

　達也はその様子を困こん惑わくして見回した。幾いくら何でも大おお袈げ裟さだろう、というのが彼の正直な感想だったが、目の前で起きている現実を幾ら否定しても仕方がない。

　女性観光客は、光宣を見ていた。ただし、若じやつ干かんの例外あり。

　男性観光客は、深み雪ゆきを見ていた。ただし、こちらも若じやつ干かんの例外がいて、女性の例外より視線がねちっこい。

　変態どもめ、と達たつ也やは心の中で罵ののしった。彼は殺人に禁きん忌きを覚えない程度にはモラル感の壊こわれた人間だが、同性同士の性愛に対しては平凡な倫理観を持っている。プラトニックならともかく、肉体的な愛欲は嫌けん悪おしている。

　この場を収めるという意味だけでなく、この不快な眼まな差ざしから──自分ではなく知り合いに向けられたものでも不ふ愉ゆ快かいであることに変わりはなかった──逃のがれる為ためにも、さっさとこの場を後にしようと達也は思った。

　そう決意して、もう一度要注意人物の顔を拾い上げる。後で絡からまれてはたまらないから、そうなる前に避さける為だ。

　その途と中ちゆう、達也は異質な視線を発見した。

　異常、ではなく、異質。

　その男は、光宣みのるを見ていた。

　硬こう直ちよくしているのは他の人々と同じ。

　だが、

　好意でもなく、

　欲望でもなく、

　称しよう賛さんでもなく、

　呆あきれている目付き。

　自分はこんな子供を見張らせられているのか、とその男の顔には書いてあった。

（こういうのも怪け我がの功名と言うのか？）

　この時、達也の脳裏に浮かんだのは、そんな場違いなセリフだった。

「光宣、深雪、水み波なみ。移動するぞ」

　達也は同行者の答えを待たず、参拝経路に沿って進む。

　深雪はそれだけで達也の意図を察したのか、黙って兄の言葉に従った。

　水波は一いつ瞬しゆん戸と惑まどいの表情を浮かべたが、すぐ深雪の後に続いた。

　しかし光宣は、何も訊きかずに済ませられなかった。急ぎ足で水波に追いつき、そのまま彼女と深雪を追い越して達也の横に並ぶ。

「達也さん、急にどうしたんですか」

　尾び行こう者しやは魔ま法ほうを使っていなかったから、光宣が気づかなくても無理はない。彼の容姿であれば視線に鈍どん感かんになるのは仕方がないことと言える。

　おそらく彼らを、というより光宣を見張っている男は、魔法を使わないのではなく魔法を使えないのだ。こちらが伝統派の魔法師を警けい戒かいしていると読んで、魔ま法ほう師しではない私立探たん偵ていでも雇やとったのだろう。中々面白い着眼点だと達也は思った。

　達たつ也やは光宣みのるの質問に答える代わりに、ポケットから情報端たん末まつとスタイラスを取り出した。端末を開き画面にスタイラスを走らせる。手書き文字が文節ごとにデジタル文字へ変へん換かんされていく。光宣がのぞき込んだディスプレイにはこう書かれていた。

『尾び行こうらしき者を発見した。誘さそい込むから気づいていて分からないふりをしてくれ』

　光宣が不得要領な表情を浮かべたのは「気づいていて分からない」という指示がピンと来なかったからだろう。だがすぐに「何となく気がついているけど尾行者を特定できていない」という意味だと理解して、そわそわと左右を見たり見けん当とう外はずれの方向を振ふり返かえったりする演技を始めた。

　率直に言って、下へ手たな演技だった。それを横目で見ていた達也が「やはり魔ま法ほう以外の訓練は受けていないようだ」と思ったほどだった。

　だが尾行者も「気づかないふり」ならともかく、ターゲットが「気づいているふり」をしているなどとは思わなかったようだ。自分の技量に自信があるのか、あるいは単に二流なのか。達也がマークした男は一定の距離を保って光宣の後についてきている。

　達也は「奥の院」から「音おと羽わの滝」へ降りる坂道の途と中ちゆう、「子こ安やすの塔とう」へ続く分ぶん岐き点てんで立ち止まった。

　深み雪ゆきたちへと振り返る。然さも、どちらへ向かうか相談しているような態度で、尾行者を視界の隅すみに捉とらえる。

　同じように立ち止まるのは不自然と考えたのだろう。尾行者は小型カメラを取り出して本堂の舞ぶ台たいを下から撮り始めた。それ自体は観光客の行動として特に珍しいものではない。だが、いつまでも同じ構図の写真を撮り続けるのは不自然だ。達也が盗み見ていることに気づいていないのか、その男は忌いま々いましげな表情を浮かべて「音羽の滝」へ足を進める。

「おい、あんた」

　その背中に、達也が不ふ機き嫌げんを装った声を掛けた。

　尾行者の背中に動どう揺ようが走る。だがその男は気づかなかったふりで立ち去ろうとした。

「聞こえなかったのか、そこのあんただ！」

　達也が早足で尾行者の背中に近づく。元々目付きの鋭するどい達也がこうして怒った顔をしてみせると中々迫はく力りよくがある。周まわりの観光客が、何事かと彼らに目を向けていた。

「な、何の用だね」

　尾行者が気弱な表情で達也へ振り返る。一見、質たちの悪い学生に絡からまれた善良な市民の構図だった。その如い何かにも小市民風の顔は合格点をつけられる演技だ。達也が一人なら、野や次じ馬うまは尾行者の味方になっただろう。

「あんた、俺おれの連れを盗とう撮さつしていたな？」

　しかしこの一言で、ギャラリーの敵意は尾行者へ向かった。深雪のような美少女や光宣のような美少年を盗撮するというのはこういう冴さえない中年男のやりそうなことだ、と彼らは疑いもなく信じ込んだ。

「濡ぬれ衣ぎぬだ！　何を根こん拠きよに」

　男は自分の無実を叫ぶが、冷たい蔑さげすみの眼まな差ざしの包囲網が彼を締しめ付つけていく。野や次じ馬うまの視線が自分の持つカメラに注がれているのに気づいて、尾び行こう者しやの男は慌あわてて小型カメラをショルダーバッグにねじ込んだ。その行動がますます盗とう撮さつ容疑を事実と錯覚させる。

「濡れ衣かどうか、警備員に判断してもらおう」

　達たつ也やがキッパリとそう告げる。ギャラリーは完全に達也の味方となった。

　尾行者の男がいきなり人混みをかき分けて走り出した。完全に達也の思う壺つぼだ。

　逃走距離十メートル未満で、達也は苦も無くその男を取り押さえた。




　達也は尾行者を物もの陰かげに連れ込んだ。その前に警察へ通報しようとしたギャラリーもいたが「この人にも生活があるだろうし警察沙ざ汰たは可哀かわい想そうだ」と光宣みのるに言わせて阻そ止しした。

　男は気弱そうな表情を一転させて、憎にく々にくしげに達也を見ている。

　達也は無表情にその目を見返した。

　その無機物を見るような視線に男が怯ひるむ。

「俺おれをどうするつもりだ」

「貴方あなた個人をどうこうするつもりは無い」

　達也のこのセリフによって、尾行者の表情に猜さい疑ぎが加わる。

「職業倫理に反することを承知で問う。雇やとい主ぬしは何ど処こにいる？」

　男の目が左右に泳いだ。咄とつ嗟さに逃走経路を探したのだろう。別に達也たちは男を包囲しているわけではなかったが、達也がわざとその視線に反応して見せたことで、男は逃走を断念した。

「……何のことだ」

　その男の選んだ選せん択たく肢しは「とぼける」だった。達也の想定内だ。

「彼が日本の魔ま法ほう師しの頂点に立つ十じゆつ師し族ぞくの直系であることは知っているな？」

　男の目に動どう揺ようは無い。しかしそれは、知っていると自白しているも同然だった。

「魔法を使えば気づかれる。だから魔法師ではない探たん偵ていに見張らせるというのは一つの正解だろう」

　そう言いながら、達也は腕時計に手を伸のばした。

　男の身体からだが目に見えてビクッと震ふるえる。達也が喜き怒ど哀あい楽らくの欠けつ如じよした表情のまま、唇くちびるだけで笑みを作った。

「無断で魔法を使えばお前の方がお縄なわだぞ！」

　深み雪ゆきがクスッと笑う。多分、「お縄」という大時代的な表現がおかしかったのだ。

　だが尾行者の男の目には、それが無む慈じ悲ひな魔ま女じよの笑みに見えた。

　魔法師にとっては衣服と同じくらい身近なＣＡＤも、非魔法師にとってはオーパーツに等しい。現代魔ま法ほうとの縁えんが薄い一般人は「腕に巻いた道具で魔法を使う」程度の認識しかない。腕時計に手を遣やった達たつ也やのジェスチャーを、魔法を使う為ための準備と誤解しても、男を無知と謗そしるには当たらない。

「もう一度だけ訊きく」

　達也は想子サイオンを活性化させた。それだけならセンサーに引っ掛かっても魔法を使ったと見なされることはない。だが活性化した想子サイオンの波動は魔ま法ほう師しでない者にとって得え体たいのしれないプレッシャーとなりその精神力を削けずっていく。

「雇やとい主ぬしは何ど処こにいる？」

　男は答えない。意地になっているだけだとしても、大した職業意識だと言える。

　だがそれも、そろそろ限界に近づいていた。人間はそれほど長時間、未知の恐きよう怖ふに耐たえることはできない。実体の分かっている恐怖に耐えることはできても、正体の分からない恐怖に曝さらされると容易にパニックを起こす。

「そうか。残念だ」

　達也が腕時計にあてがった指をこれ見よがしに動かした。情報端たん末まつと連動した多機能ウォッチとはいえ所しよ詮せんはただの情報機器。魔法を補助する機能など皆かい無むだが──

「分かった！　案内する！」

　非魔法師であるこの男には、分かるはずもないことだった。




「ここか？」

　精神的に打うち砕くだかれた男が案内したのは、参道にある一いつ軒けんの豆とう腐ふ料理屋だった。

「ああ、噓じゃない」

　男は早口でそう言って、達也にすがるような目を向けた。

「なぁ、もう良いだろう？　俺おれはあんたが推理したとおりのしがない私立探たん偵ていで、そこの坊ぼうやがこのあたりに近づいたら何をしているか報告しろという依頼を受けただけなんだよ。それ以上のことは何も知らないって」

「その割には、よく雇い主の家を知っていたな」

　第三者にこの手の依頼を出すのであれば、自分の素す性じようを分からないようにする。少なくとも自分ならそうすると達也は考えたのだった。

「そりゃあ、ヤバい橋は渡りたくないからな。今日きよう日び、探偵業もお気楽じゃやっていけないんだ」

「ハードボイルドには世せ知ち辛がらい世の中だな」

「まったくだよ、本当に……」

　達也は小さく失笑を漏もらした。何となく憎にくめない男だ。ハードな仕事には向いていなくても、情報集めには向いているかもしれない。

「分かった。ご苦労だったな」

　男が信じられないという表情を浮かべる。自分から言い出したくせに、聞き入れられるとは思っていなかったらしい。

「……良いのか？」

「そう言った」

「背後からバッサリ、とか……」

「ドラマの見過ぎだ」

　達たつ也やが苦笑いを浮かべながら呆あきれ声で答える。その態度も表情も十代の少年のものではなかったが、男にとっては逆に、馴な染じみがあって安心できたようだ。

「そ、そうか。じゃあ」

　しかし、何も言わずに解放するほど達也は人が好よくなかった。

「お前のことは覚えた。何ど処こに行こうとすぐに分かるから、言いたいことがあるなら今の内だぞ？」

　男の顔が恐きよう怖ふに引きつる。

「い、幾いくら魔ま法ほう師しでもそんなことが……」

「何な故ぜできないと思うんだ？」

　男は必死の勢いで首を左右に振ふった。

「噓うそは言ってねえ！　本当だ、信じてくれ！」

「噓を言っていないなら怯おびえる必要は無い」

　男は足をもつれさせて転びそうになりながら、参道の坂を駆かけ下りていく。

　今の様子をただ呆あつ気けにとられて見ていた光宣みのるを余よ所そに、深み雪ゆきがたしなめる口調で達也に話し掛けた。

「お兄様、悪ふざけが過ぎるのではありませんか？」

　達也は「心外だ」という顔で振り返る。

「ふざけてなどいないが。まさか本当に魔ま法ほうを使って喋しやべらせるわけにはいかないし、そもそも俺おれには精神干かん渉しよう系の術式に対する適性が無い」

「だからわざと、芝しば居いがかった態度で脅おどしをかけたのですか」

「そうだ」

「……それにしては随ずい分ぶん楽しそうでしたが」

「そう見えた方が効果的だろう？　それより中に入るぞ」

　深雪はなおも何事か言いたそうだったが、達也はそれを待たずに店に入った。




「いらっしゃいませ！」

　陽気な声が達也を出迎えた。二十代後半から三十代前半の、着物姿の店員だった。もう少し落ち着いた態度の方が土地柄がらに合っているような気もしたが、自分の単なる先入観か、と達たつ也やは考え直した。

「四名様ですか？」

　店員の声に「いや」と首を横に振り掛けて、達也は深み雪ゆきと水み波なみがお品しな書がきを熱心に見ていること、そしてもうお昼時であることに気がついた。

　既すでに目当ての魔ま法ほう師しのものと思おぼしきエイドスは、この店の奥おくに捉とらえている。どういう訳か、隠かくす気も無さそうだ。これなら食事をしている間に逃げられることもないだろうと達也は判断した。

「そうだ」

　店員に頷うなずくと「こちらへどうぞ」とやはり陽気な声が返ってきた。達也は彼に目め配くばせしながら歩き出す──光宣みのるに目を奪うばわれないのは大したプロ意識だ──女性店員の後に、深雪たち三人はその達也の背中についていく。店員が案内したのは座ざ敷しき席せきだった。

「こちらでよろしいでしょうか？」

　達也はテーブル席の方が良かったが、ざっと見た限りでは、既にそちらは満員だった。同行者に目で訊たずねたが、特に嫌いやだという反応はない。達也は店員に了解を示した。

「ご注文がお決まりになりましたらお呼びください」

　達也が頷き、店員が離れていく。

「取とり敢あえず、昼食を済ませてからにしようか？」

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　光宣が不安げな表情で達也に訊ねた。

「見たところ、表向きの商売は真っ当にやっているようだ」

「しかし……」

「毒が入っていれば、それがどんな種類のものであろうと俺おれには分かる。それに、さっきの男の雇やとい主ぬしらしき気配も捉えた。逃げようとすれば、すぐに分かる」

　光宣が感かん嘆たんを漏もらした。

「達也さんって、何でもありなんですね……」

　その素直な反応に、達也は思わず苦笑してしまう。

「できないことばかりだよ。それより、俺の言うことをそんなに簡単に信じてしまって良いのか？」

「信じられません……」

　できないことばかり、というセリフに対し、深く考えずそう呟つぶやいて、

「いえ、もちろん信じています！」

　それが「信じていいのか？」という問い掛けに対する答えになってしまっていることに気づき、光宣は慌あわてて言い直した。

　クスッ、と深み雪ゆきが笑みを漏もらす。

　光宣みのるがかなり派手に頰ほおを赤らめた。

「深雪姉さま……」

　水み波なみが珍しく、深雪にたしなめるような声を掛ける。

「ごめんなさいね、光宣君。お兄様もお兄様のご友人も、光宣君みたいに普ふ通つうな反応をする男子がわたしの周まわりにはいないものだから」

「それではまるで、俺おれが異常者みたいじゃないか」

　達たつ也やがすかさず返した棒読みの抗こう議ぎに、深雪はクスクスとますます楽しげに笑った。

「お兄様。それではまるで、お兄様が普通の人のように聞こえます」

　達也が光宣に向かって肩をすくめて見せる。

　赤い顔のまま、光宣も笑い出した。




　達也と光宣が注文したのは湯ゆ豆どう腐ふ、深雪と水波が注文したのは湯ゆ葉ば鍋なべだった。

　湯豆腐といえば南なん禅ぜん寺じという先入観に囚とらわれていた達也は店に入る前に心の中で首を傾かしげていたのだが、光宣から説明を受けて単なる自分のリサーチ不足だったことに納得した。そもそも観光に来たのではないから、そんなことまで調べていないのはある意味当然だった。

　彼らはじっくり時間を掛けて、和わ気き藹あい々あいと昼食を楽しんだ。達也が心の中で今日のスケジュールを完全修正しなければならなかったくらい、じっくりと。その原因は主に、湯葉鍋にあった。豆乳を温め、表面にできた膜まくを竹たけ串ぐしで引き上げて食べる。単純に、その工程に時間が掛かるのだ。注文の前にこの知識があったら達也は他の料理を選ばせていたのだが、既すでに後あとの祭り。結局、店員にこう声を掛けたのは入店してから一時間以上が経過した後だった。

「実は、生い駒こまの九く島どうさんの紹介で来たのですが、ご主人にお目に掛かれませんでしょうか」

「生駒の工く藤どう様ですか？　店主の都合を確認して参りますので、少々お待ちください」

　まずは適当な偽ぎ名めいを名乗って、店主への取次ぎを依頼する。こういうことは珍しくないのか、店員は特に疑問を覚えた様子も無く店の奥おくへ引っ込んだ。

　あまり待たされることはなかった。

「お客様、店主がお通しするようにと申しております。お手数ですが」

「ありがとうございます」

　店員に遜へりくだったセリフを最後まで言わせず、達也は座ざ布ぶ団とんから立ち上がった。




　通された部屋は座敷ではなく、和洋折せつ衷ちゆうの客間だった。ソファとテーブルの応接ではなく、漆うるし塗ぬりのテーブルと背もたれに精せい緻ちな透すかし彫ぼりが施ほどこされた木製の椅い子すだ。そこらの高級ソファセットよりはるかに高価な品であることが、達也を含めて全員に分かった。

　店主──達也がその気配を捉とらえた古式魔ま法ほう師しの男性は、椅子に座っていなかった。引き戸の扉とびらが閉まったのを確認して、深々と一礼する。その態度に敵意は見られない。

　茶人帽ぼうに作さ務む衣えという衣装が客を迎える格好として礼れい儀ぎに適かなっているか適っていないか、達たつ也やには分からない。だから彼は色々と深読みせずに、勧められるままに腰を下ろした。

　テーブルは六人掛けの広い物だったが、片側三人ではまだ一人余る。真ん中に達也、奥おくに光宣、達也の隣となりに深み雪ゆき、そしてテーブルからはみ出した扉から見て手前の席には水み波なみが座った。

　改めて店主と向かい合う。小じわの目立つ顔は五十代前半くらいか。魔ま法ほう師しの中には老化が特に早い者もいれば何い時つまでも老いが目立たない者もいるので見た目はあまり当てにならないが、そもそも年齢は大して重要なファクターではない。年長者が上に立つ方が組織を円えん滑かつに運営できるのは一般社会と同じだが、実力優先である点も非魔法師の組織と同じだった。現に、達也にも光宣にも深雪にも相手の年齢を気にしている素そ振ぶりは無かった。

「まさか九く島どう家の方にこうしてお目に掛かることになるとは思いませんでした」

　伝統派の魔法師は、いきなりこう切り出した。達也たちの素す性じようを詮せん索さくする言葉も無い。率直と言えば率直な態度だが、達也はそこに、余よ裕ゆうの無さを見た。

「ご同行の皆様のお名前はうかがいません。ですから、私の方も自己紹介を勘かん弁べんしていただきたいのですが」

　深雪と水波が常識外はずれの申し入れに目を見張った。

　達也は逆に、真意を見定める表情で鋭するどく目を細めた。

「……それは、我々と敵対する意思は無いという意味ですか？」

「私にはもう、『九』の方々と事を構えるつもりはありません」

「失礼だが、貴方あなたは『伝統派』の一員なのでは？」

　茶人帽ぼうの魔法師がため息を吐ついた。

「ええ、私は『伝統派』の一派を率いる呪まじない師です」

「呪い師、ですか？」

　耳慣れぬ言葉の意味を、達也ではなく光宣が問う。

「密教僧そうにも陰おん陽みよう師じにも修しゆ験げん者じやにもなれなかった半はん端ぱ者ものですよ」

　呪い師を自称する男は、自じ嘲ちよう気味にそう言った。そこには挫ざ折せつしたプライドの欠片かけらが垣かい間ま見みえて、それ以上踏み込むことを躊躇ためらわせた。

「それで、伝統派の魔法師が九島家をはじめとする旧第九研出身の魔法師と敵対しないとは？　そもそも伝統派は、旧第九研に対する敵意から結成された集団ではないのですか？」

　達也が話を元に戻もどす。この男の身の上は、達也にとってどうでもいいことだった。

「私も最初は、第九研のやり方に怒いかりを懐いだいていました。いつか目に物を見せてやる、と思っていましたよ。私の怒りは仲間たちの中でも特に激しいもので、だからどの宗派にも属さない術者の一団をまとめる神み輿こしに担ぎ上げられたのだと思います」

「まるで自分が実質的なリーダーではなかったような仰おつしやりようだ」

「私はそう思っていますが……今話すことではないですね」

　議論するつもりは無いという意思表示に、達たつ也やは無言で次の言葉を待った。

「最初は真ま面じ目めに報復を考えていました。具体性は皆かい無むでしたが。ただ、それはあくまでも私を利用した第九研に対するもので、祖国を裏切るつもりなど全く無かったのです」

「仰おつしやっているのは、亡命方術士を受うけ容いれている件ですか？」

　達也の質問に、呪まじない師しを名乗る初老の魔ま法ほう師しは頷うなずいた。

「奈良の連中のやり方には、もうついて行けません。獅し子し身しん中ちゆうの虫になると分かっていて何な故ぜ、大陸の術者を身内に引き込むのか……。日本人魔法師の忠誠心が日本以外には無いように、彼らの忠誠心のあり所もまた、祖国にしか無いというのに」

　呪い師の言葉に光宣みのるが俯うつむいたのは、父親のしたことを知っているからに違いなかった。

「彼らは祖国の政治体制が自らの信念と相容れないから亡命したのではありませんか？」

　達也の心にもないセリフに対して、呪い師は真面目に頭かぶりを振ふった。

「忠誠心は思想の問題ではありません。心情の問題です」

　達也はその言葉に軽く頷いただけだった。

「なるほど。だから奈良の伝統派とは手を切り、旧第九研と敵対するのは止めるということですか」

「ええ。時間は偉大な万能薬です。全すべての傷を癒いやしてくれる。たとえ元どおりにはならなくても」

「時間では癒いえない傷もあると思いますが」

「癒えない傷は、治りかけたところに新たな傷が重ねられているだけですよ。燃料を注ぎ続けなければ火はやがて消えてしまう、これと同じです」

　達也はわざとらしくため息を吐ついた。

「抽象論はこのくらいで止めておきましょう」

　そして初老の魔法師の目を正面からのぞき込む。

「貴方あなたは何を以もつて、我々に敵意がないことを証明してくださるのですか？」

　言葉だけでは信用できないという達也のセリフに、今度は初老の魔法師が本気でため息を吐いた。

「見ればまだ二十歳にもなっていないでしょうに、一体どのような教育を受けたらここまでドライになれるのか……」

　深み雪ゆきと水み波なみが微び妙みような表情を浮かべる。確かに達也は二十歳未満だから、この魔法師が言うことは間違っていない。だが「二十歳前」という表現は普ふ通つう、高校生には使わないのではないだろうか……。

　しかし当の達也は、全く気にしていなかった。

「貴方も現実的になったから、我々との面談に応じてくださっているのでしょう？」

　店主兼けん伝統派の拠きよ点てんリーダーは急に老ふけ込んだような仕草で項うな垂だれてため息を吐ついた。

「その判断は間違いではなかったかと思い始めているところですよ。腕うで利ききの探たん偵ていという評判だったが、所しよ詮せんは噂うわさ、九く島どう家相手には荷が重かったか……」

　あの探偵は確かに腕利きとは言えないと達たつ也やは思った。だが、思っただけで何もコメントはしなかった。彼がコメントしたのはもっと実利的なことについてだった。

「貴方あなたは先ほど、亡命方術士を受うけ容いれるのは認められないという趣しゆ旨しのことを仰おつしやった。それが口先だけではないことを示していただけませんか」

「……何をお知りになりたいのですかな？」

「我々は、横浜から逃のがれてきた華か僑きようの魔ま法ほう師しを探しています。名は周しゆう公こう瑾きん。この国に多くの災さい厄やくをもたらした危険な男です」

　呪まじない師は観念した表情で顔を上げた。

「──分かりました。私が摑つかんでいる情報をお渡ししましょう」

「お聞かせください」

　達也がそう返したのは、彼が焦あせっているというよりプレッシャーを掛けている感があった。

「貴方たちが探している周公瑾は、京都市街区にはいません。我々が最後に彼の所在を確認したのは十月十二日の金曜日。天てん龍りゆう寺じの北、『竹林の道』と呼ばれている遊歩道の近くにある元密教僧そうで構成された一派の拠点から立ち去っています。南に向かったようですが、宇う治じから南に出た形けい跡せきはありません」

　しかし呪い師を名乗る魔法師から得られた手掛かりは、思い掛けず詳しよう細さいなものだった。

「何な故ぜ、宇治から南に出ていないと分かるんです？」

「正確には宇治川を超こえていないことが分かっています。宇治川には京都を守る為ための結けつ界かいが敷しかれているのですよ」

　今日初めて、達也は本物の驚きを覚えた。

「宇治川全部に結界を敷いているのですか？　そんな長大な領域に対して継続的に作用する魔ま法ほうを一体どうやって……？」

　絶句した兄の代わりに質問したのは深み雪ゆきだ。だが妹の問い掛けが刺し激げきになって、達也の脳裏に答えが閃ひらめいた。

「──いや、宇治川に結界を敷いたのではなく、宇治川を結界に使っているんですね？　川の水に魔法の媒ばい体たいとなるものを混ぜて流し、川そのものに魔法的な作用を持たせる」

「素晴らしい！　九十点です」

　初老の魔法師は破顔して手を叩たたいた。対等な敵手として達也を見ていた呪い師の目が、この時だけは子供を見る大人の目、出来の良い生徒を見るベテラン教師の目になっていた。

「──残り十点は、川に何かを混ぜているのではなく、川の水そのものを変質──聖別しているのではありませんか？」

「おおっ！　いやはや、まだ高校生だというのに大したものだ。さすがは九く島どう家の直系と言うべきか」

　そして光宣みのるの補足意見に、老魔ま法ほう師しはひとしきり感かん嘆たんを漏もらす。

「天あまヶが瀬せダムに結けつ界かいの基点があるのですよ。そこで川の水を霊れい的に浄じよう化かしています。無論、ダムの水全すべてを浄化しているわけではありません。そんなことをする為ためには、術者が常時何百人も貼はり付ついていなければなりませんから」

　そんなことが不可能であるのは、達たつ也やも光宣も言われるまでもなく理解していた。

「もっとも、常時浄化が可能な程度のわずかな水でそれほど強い結界は張れません。せいぜい敵が川を越えたかどうかを感知する警報装置くらいの役目しか持たせられない。ですが機械的な警報装置と違って情報を読み出す術者ごとに異なる設定を持たせることができます。そして、特定の個人に反応する設定が可能です」

「つまり貴方あなたは、宇う治じ川がわの結界の管理者の一人というわけですか」

　達也の言葉に、呪まじない師はゆっくり頷うなずいた。

「私があの結界の制せい御ぎよ呪じゆ言ごんを教わったのは偶ぐう然ぜんです。多分他の管理者は、私が結界の管理権限を持っていることを知らないでしょう。私も他に誰が管理しているのかを知らない。ですがそれはこの際問題ではありません」

　老魔法師がそこで言葉を切ったのは、彼にもまだそのくらいの外け連れん味みは残っていたということだろう。自分もまだ枯かれてしまっているわけではないと、若い達也たちへ無意識の内に示そうとしたのに違いなかった。

「あの結界は、この山やま城しろの地と大和やまとの地に縁えんのある者しか動かせません。そして私は、周しゆう公こう瑾きんが京都に現れてから、彼が再びこの結界を通過したかどうかをずっと見張ってきました」

「何の為に？」

「あの男がこの国にとって危険だからです」

　達也の問いに、伝統派の一派を率いる魔法師が、はっきりと答えた。

「さっきは『時間が全ての傷を癒いやす」などと偉そうなことを言いましたが、正直に申し上げるならば、私は今でも旧第九研に対する蟠わだかまりを捨て切れていない。貴方たちが私の許もとへ問答無用で押し掛けたならば、私はこの結界のことも、周公瑾の行方ゆくえのことも話さなかったでしょう」

　呪い師は光宣、達也、深み雪ゆき、水み波なみと視線を動かし、最後に達也の上で固定した。

「だが貴方たちは、最低限の礼れい儀ぎを守ってくださった。私の目からすれば随ずい分ぶん性急なやり方でしたが、無用な血を流すこともなかった」

　今回は偶然に恵めぐまれた、と達也は呪い師の言葉を聞きながら考えていた。達也が無理やり店の奥おくに踏み込まなかったのは、深雪と水波がお昼ご飯を食べたそうにしていたからだ。血を流さなかったのは、幹みき比ひ古このような結界を張れる術者がいなかったからでしかない。

　もちろん、そんなことを正直に打ち明けたりはしない。それは正直ではなく馬鹿正直というものだ。

「貴重な情報、感謝します」

「もう一つ、鞍くら馬まと嵐あらし山やまの一党には気をつけなさい。彼らは大陸の魔ま法ほう師しにすっかり取り込まれてしまっている」

　達たつ也やは立ち上がって一礼した。深雪もほとんど遅れることなく兄に倣ならう。

　光宣みのると水み波なみが慌あわてて立ち上がり頭を下げる。それを初老の魔法師は微笑ほほえましげに見ていた。




　店を出た時には、太陽が傾かたむき始めていた。日暮れにはまだ間があるとはいえ、季節的に日が落ち始めるとすぐに暗くなる。西側は山やま陰かげになるので余計にその傾向が強い。成果があったから無む駄だ足あしの空むなしさは味わわずに済んでいるが、今日はもうあまり時間が無いのも確かだ。

「これからどうしますか？」

　参道の坂を下りながら光宣が達也にそう訊たずねる。あの「呪まじない師」の言葉を信じるならば、これから向かおうとしていた場所に周しゆう公こう瑾きんはもういない。

「宇う治じ川がわ以北と言われても五人で探すには広すぎる。他にも手掛かりが欲しい」

「では嵐山に向かいますか？」

「そうだな……」

　この時達也の脳裏に浮かんだのは、七さえ草ぐさ真ま由ゆ美みのボディガード殺害を報じたニュース。あの記事には、場所は桂かつら川がわと書かれていた。

　明日は真由美とあの殺人事件について調べてみることになっている。真由美が指定した待ち合わせ場所は名な倉くらの遺品を保管している警察署の前だが、それを見せてもらった後は当然現場へ赴おもむくことになるだろう。手掛かりがあるとすれば嵐山の方だから、そちらをじっくり調べた方が良いのは確かだが、わずか一泊二日の限られた時間だ。同じ場所に二日連続で足を運ぶのは非効率に思えた。

「嵐山は明日じっくり調べることにして、今日は金きん閣かく寺じに向かおう」

「分かりました。宇う治じ方面の件は、僕の方から響きよう子こ姉さんに連絡しておきます」

「そうか。頼む」

　お昼前と変わることのない人混みの中で注目を集めながら──注目されているのは言う迄までもなく深雪と光宣だ──達也たち一行は坂の下のコミューター乗り場へ向かった。
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　警察の事情聴ちよう取しゆを終えた幹みき比ひ古こ、エリカ、レオ、そして将まさ輝きは、正当防衛を認められそのまま解放された。そこには一いち条じようと千ち葉ばの名前が影えい響きようしたことも否いなめないが、無罪放免の決め手になったのはあの場に設置されていた街路カメラの記録だった。古式魔ま法ほうは現代魔法よりセンサーに掛かりにくいと言われているが、それは術者の特定が難しいというだけで、魔法が使われた事実は同じように記録される。魔ま法ほう師しが姿を見せている状態なら、現代魔法師も古式魔法師も同じように、カメラと連動した想子サイオンレーダーとそれに付ふ随ずいするセンサー群から逃のがれることはできない。

　それでも結構な時間にわたった事情聴ちよう取しゆの後、四人は新国際会議場に戻もどっていた。

「これからどうする？　今日はもう何も起こらねえ気がするんだけどよ、まだあたりを調べてみるか？」

　レオに訊きかれて、幹みき比ひ古こは首を横に振ふった。

「いや、今日はもうホテルに帰ろう」

「そうね。バカの言うとおり、今日はもう何も出てこないだろうし」

「ああっ？　バカってなァ誰だれのことだよ！」

「さあねぇ～　誰のことだろ？　それより何であんたが怒ってんの？」

「こ、の、あ、ま、ぁ……」

　レオがエリカを睨にらみつけ、エリカが涼すずしい顔でそっぽを向く。

　将まさ輝きが「放ほっておいて良いのか？」と幹比古に目で訊たずねたが、幹比古は頭かぶりを振ることでそれに答えた。「放っといてあげてよ」と。

「ところで、一いち条じよう君は何ど処このホテルに泊まっているの？」

　ただ、黙って見ているのも気き詰づまりだったのか、幹比古は将輝に全く別の話題を振った。

「あ、ああ。ＫＫホテルだ」

　突とつ然ぜんの質問に将輝は面めん食くらった様子だったが、彼は律りち儀ぎに答えた。

「へぇ。僕たちはＣＲホテルに泊まっているんだ」

「本当か？　隣となりじゃないか」

「そうだね、すごい偶ぐう然ぜんだ。吉きち祥じよう寺じ君はホテルにいるのかい？」

　この何気ない質問をされたのが達たつ也やだとしたら、幹比古はため息の返事を得ただろう。ついでに呆あきれた口調で「俺おれにも深み雪ゆきと別行動することくらいある」程度の補足は入れたかもしれない。

　だが将輝は幹比古の質問に対して素直に回答した。

「いや、さっきも言ったと思うが、こっちに来ているのは俺一人だ。ジョージは三高の代表だからな。発表の準備に専念させている」

「そうなんだ」

　論文コンペの代表が発表の準備に専念しているというのは至極もっともな話だったので、幹比古もエリカもレオもそれ以上吉祥寺のことには触ふれなかった。

「僕たちはもうホテルに引ひき揚あげるけど、一条君はどうする？」

「そうだな……」

　ポーズではなく、将まさ輝きは本当に考え込んでいた。彼も別の場所で達たつ也やが考えていたのと同じく、もっと多くの場所を見て回るつもりだった。彼は達也たちと違って一人で来ているから手分けすることができない。達也のように案内役もいない。京都は将輝が住んでいるところから時間的にそれほどかからないので結構頻ひん繁ぱんに訪れている。だから土と地ち勘かんという意味で案内は要らないが、注意すべき先をレクチャーとしてくれる相手がいないので会場の周辺を渦うず巻まき状に外へと走ってみるつもりだった。

　だが警察の対応に時間を費やしてしまったし、何より面倒な取り調べによりモチベーションが失せてしまっている。

「俺おれもホテルに戻もどるとするか」

「じゃあ、一いつ緒しよに行かないか？」

　お節せつ介かいかなと思いつつ、幹みき比ひ古こが同じコミューターに乗らないか、と将輝を誘さそう。

「ちょうど四人だしね、良いんじゃない？」

　レオをからかうことに専念して幹比古たちの話を聞いていないような風だったエリカが、どうでも良さそうな調子でいきなり口を挿はさんだ。

　そのちぐはぐな態度に将輝は戸と惑まどいを覚えた。どうも調子の狂う子だな、と思いながら、将輝は幹比古にやんわりと辞退を告げた。

「いや、実はバイクで来ているんだ」

「へぇ、一いち条じようくんもバイクに乗るんだ？」

　将輝がバイクに乗る、と聞くと興味を示す女の子は多い。二人乗りというものに妙みような憧あこがれを持っている女の子が多い、ということは将輝も薄うす々うす気づいていた。ただし、その理由までは理解していない。

　この時代でも相変わらず自転車の二人乗りは法律違反だ。二人乗りのロボットスクーターは横に並んで立つスタイルで、それはそれで人気があるのだが、少年の背中に少女がしがみつくという構図を満足させてくれるのはバイクだけという事情もあって、定番のシチュエーションを夢見る乙女おとめの心を刺し激げきするのだ。

「俺も？」

　だがエリカの興味の示し方は、明らかにそういう「夢見る少女」のものとは異なっていて、将輝もそこに訝いぶかしさを覚えた。

「達也くん、っと……司し波ば達也、知ってるでしょ？　達也くんもバイク、持ってるんだよね」

「あいつが？」

　将輝の脳裏に一つの映像が形成される。大おお柄がらな少年が運転するバイクのタンデムシートに座る少女。跨またがるのではなくエレガントに横座りだ。少女の腕は少年の腰に回され、少女は身体からだを少年の背中にピッタリ預けている。

　フルフェイスのヘルメットに隠かくれた少年の顔は達也。少女の顔は、もちろん深み雪ゆき。将輝が思わず舌打ちを漏もらしそうになった。

　少年の顔に再びフォーカスが移動する。スモークシールドが徐じよ々じよに透すけていく。その奥おくに隠かくれていた顔は将まさ輝き自身のもので、彼の背中には深み雪ゆきの柔やわらかな身体からだの感かん触しよくが……。

「……何考えてるの？」

　エリカの不思議そうな声に、将輝がハッと我を取とり戻もどした。

「い、いや、何でもない」

　将輝はキリッと顔を引ひき締しめて首を左右に振ふった。エリカが自分のことを気持ち悪そうな目で見ている、気がするのは無視して、彼は幹みき比ひ古こに顔を向けた。

「そういうわけで同乗はできないが、後ろからついていくよ」

「それはもちろん、構わないけど……」

　一体何の意味があるんだ、と幹比古は思ったが、口には出さなかった。

　あからさまに目を逸そらされたエリカも、レオと顔を合わせて首を傾かしげている。

　レオはエリカに向かって、軽く肩をすくめていた。
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　念の為ためにと足を運んだ金きん閣かく寺じ、正式名称鹿ろく苑おん寺じ周辺では、何の成果も得られなかった。伝統派の拠きよ点てんすら見つけられなかった達たつ也やたちは徒労感を覚えつつ、少し早めではあるがホテルに戻ってきた。

　達也たちが宿泊するホテルは、論文コンペ会場の京都新国際会議場まで少し距離がある。不便だが、一高の発表メンバーとスタッフは本番もここに泊まる予定だから、下見という名目がある以上今回もここを選ばざるを得なかった。なお応おう援えんの生徒は当日日帰りで来ることになっているが、観光がてら前日から自腹で宿泊する生徒も例年少なくない。

　なお、光宣みのるも今日はここに宿を取っている。移動時間だけを考えるならそんな必要は無いのだが、逆に自宅とそれほど離れていないからこそ病気がちな光宣でも外泊させられるという判断がされたようだ。

　プライベートな出国を厳しく制限されている魔ま法ほう師しは未成年の間に海外旅行を経験することは少ないが、国内であれば友達同士で旅行に行く位の経験は普ふ通つうにある。しかし光宣は体質の所せ為いで長期間家を離れることが難しい上に、一いつ緒しよに旅行するような親しい友人もいない。今回、達也たちが京都に来ているのは遊びではないが、光宣の家族が良い機会だと考えてもおかしなことではなかった。

　ちなみに部屋は、達也たちと相部屋することになった。光宣は遠えん慮りよしたが、予約していたのは男女とも二名～五名用の和室だから三人でも四人でも大した違いはないと達也が押し切ったのである。

　達たつ也やがチェックインを済ませ、預けてあった荷物を受け取って部屋へ向かおうとロビーに足を向けたちょうどその時、エントランスから見慣れた人ひと影かげがぞろぞろとやって来るのが見えた。別行動を取っていた友人たちだ。特に待ち合わせの時間を決めてはいなかったが、ホテルに戻もどってくるには頃ころ合あいだからここで偶ぐう然ぜん会ってもそれほど不思議は無い。

　しかしその中に意外な顔を見つけて、達也は声を掛けずにいられなかった。

「一いち条じよう」

「司し波ばさん」

　それは相手も同じだったらしい。ただし、将まさ輝きが声を掛けた相手は達也ではなかったが。

　達也と深み雪ゆきは顔を見合わせ、達也の苦笑いを受けて深雪が余よ所そ行ゆきの微笑ほほえみで呼び掛けに答えた。

「お久しぶりです。一条さんも京都にいらっしゃっていたのですね」

「こちらこそご無ぶ沙さ汰たしております。来週の論文コンペの下見をと思いまして」

　将輝は相変わらず深雪の前に出ると純情少年に早変わりだ。

「まあっ。わたしたちもです」

「ええ、吉よし田だ君たちに聞きました」

　それでも多少慣れてきたのか、あるいは頑がん張ばっているのか、スムーズに会話が成立するようになっている。

「吉田君たちとは新国際会議場でお会いになったのですか？」

　危ないところを助けた、と功を自じ慢まんするようなことは言いにくかったのか、将輝が幹みき比ひ古こに回答を譲ゆずるような素そ振ぶりを見せる。

「危ないところを助けてもらったのよ」

　だが、エリカが横から答えをかっさらった。

　将輝と幹比古、そしてレオもこれには苦笑い。将輝は自分以外の誰だれかに答えてもらいたかったのだから、不快感は覚えない。だがこの自由な振ふる舞まいは、如い何かにもこの少女らしい。そう考える程度には、既すでに将輝もエリカのことを分かっていた。

「部屋で詳くわしい話を聞かせてもらえないか」

　達也がそれ以上の立ち話を制止する。こちらは予想外の口出しだったが、その必要性にハッと気づいた将輝は、エリカたちと同様、頷うなずいた。

「一条さんもこちらにお泊まりなのですか？」

　深雪が遠回しに将輝の都合を訊たずねる。

「いえ、俺おれは隣となりのＫＫホテルに。ですがその件で、詳しい事情を知りたいと思っていましたので」

　将輝がバイクを駐めてそのまま自分の部屋に戻らず幹比古たちについてきたのは、先ほどの襲しゆう撃げきの背景を知りたかったからだ。考えていることは達也と同じだった。

「じゃあ、俺おれたちの部屋に行こうぜ」

　レオがそう促うながす。

「んじゃ、荷物取ってくるね～」

「ちょっと待ってて」

　答えも待たずエリカとレオがフロントに向かう。幹みき比ひ古こが二人の背中を慌あわてて追い掛けた。




　将まさ輝きは達たつ也やが国防軍の特務士官ということを知らない。だから説明はそのあたりを上う手まく伏ふせて行わなければならない。と、エリカもレオも幹比古も考えていた。

「去年の横浜事変で大だい亜あ連合侵しん攻こう軍の手引きをした者が京都方面で匿かくまわれていることが分かった。俺はそいつの捜そう索さく任務で京都に来ている」

「任務だって!?　司し波ば、お前は……？」

「俺は国立魔ま法ほう大学付属第一高校の生徒であると同時に、国防陸軍一〇一旅団独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たい所属の特務士官だ」

　だが達也が自分からそのことをあっさりばらしたのを見て、三人とも目を白黒させていた。

「なん……だと」

　将輝ほどの男、一いち条じよう家の次期当主であっても驚きよう愕がくを免まぬがれない事実。

　だが将輝に「噓うそだ」というセリフは許されなかった。彼はそれが事実であることを、すぐに覚った。

　達也の隣となりに控ひかえる、深み雪ゆきの神しん妙みような表情で。

「一条。言う迄までもないことだが、このことは他言無用だ」

　ショックから脱だつしきれない顔で、将輝が頷うなずく。

　エリカが遠くを見み詰つめるような目になっていた。「これが達也くんの手なんだ……」「こうやって無理やり自分の事情に他人を引きずり込んでいくんだ……」と彼女は思っていた。

「その工作員は今回の論文コンペでも妨ぼう害がい行動を起こす可能性がある。幹比古たちには論文コンペの安全確保を兼かねて手伝ってもらっている」

　これはエリカとレオにとっても、初めて聞くことだった。この旅行が単なる下見ではなく特定の敵性工作員を捜さがし出すことが目的であり、自分たちはそのとばっちりで危うく大おお怪け我が、下へ手たをすれば死ぬところだったというのは。

　だが二人はこの話を冷静に受け止めていた。仮に前もってこの事を教えられていて、それで自分はこの調査旅行を辞退したか。二人は同時にそう考えて、同時に心の中で首を横に振ふった。

　多分、今一番動どう揺ようしているのは将輝だった。

「……侵攻軍の手引きをした者の名は分かっているのか？」

　それでも真っ先にそう訊きいたのは将輝だった。この質問には、幹比古も答えを期待する強い眼まな差ざしを達也に向けていた。これは、幹比古もまだ知らない情報だ。

「周しゆう公こう瑾きん、と名乗っている。外見は二十代前半の男性。だが本当の年齢は分からない。髪が長く、写真で見る限り容姿は極めて整っている。鬼き門もん遁とん甲こうの術を使うらしい」

　驚いたことに、達たつ也やはあっさりその名を告げた。

「周公瑾だって!?」

　大きな意外感に囚とらわれている幹みき比ひ古こ以上の驚きを以もつて、将まさ輝きが声を上げる。

「一いち条じよう、周公瑾を知っているのか？」

　達也がそう問いを返す。将輝の驚き方は、まさにそういうものだった。

「あ、ああ……そうか、あいつが。あいつか！」

　将輝の目に怒いかりの火が点ともる。火は炎となって渦うずを巻く。

「何があった？」

　これはただごとではない因いん縁ねんだ。相当な煮にえ湯ゆを飲まされたとしか思えない反応だった。

「……去年の横浜で、侵しん攻こう軍の一部が中ちゆう華か街がいに逃げ込んだ。俺おれは中華街の住民にそいつらの引き渡しを迫った」

　達也は横浜事変の報告書を読ませてもらっていたが、この話は初はつ耳みみだった。隠かくすようなことではないので、単に情報がまとまっていなかったのだろう。機会があれば、改めてあの戦いの記録を閲えつ覧らんさせてもらおうと達也は密ひそかに思った。

　だが今は、将輝の話に耳を傾かたむけるべき時だ。

「予想に反して、中華街の門はすぐに開いた。侵攻軍の兵士を拘こう束そくし俺たちに引き渡した住民の先頭にいた青年が名乗った名前が……」

　将輝がギリッと歯を嚙かみ締しめる。

　達也は将輝の代わりにその名を口にした。

「周公瑾か」

「そうだ。ヤツは、本名だと言って、笑っていた……！」

　将輝が口を閉ざす。その心中は何となく理解できたので、達也は声を掛けなかった。

「鬼門遁甲の術って、どんな魔法なの？」

　話題を変えたのはエリカだった。自分の好こう奇き心しんを優先したように見えるが、将輝に気を遣つかってのことなのは間違いない。

　それに相手の使う魔法について情報を共有しておくことも、確かに必要だった。

「占せん術じゆつの鬼門遁甲じゃないよね？」

　確認の為ための、幹比古の問い掛け。

「ええ。大陸の古式魔ま法ほう師しが使う鬼門遁甲の真しん髄ずいは、方位を狂わせる精神干かん渉しよう系魔法です」

　それに答えたのは光宣みのるだった。

「方位を狂わせる？　例えば水の中で上下を分からなくして溺おぼれさせるとかか？」

　レオの問いに、光宣が感心した表情を浮かべた。レオの発想は、光宣にとって思ってもみない斬ざん新しんなものだった。

「そういう使い方もできるでしょうが、主な使い方として伝わっているのは追跡者の直線感覚を狂わせて何度も蛇だ行こうさせ、見えているにも拘かかわらず何い時つまでも追い付けないという精神的なダメージを与えるとか、石を積み上げた陣じんの中を延々とさまよわせるとかですね」

「……九く島どう君」

「光宣みのるで良いですよ、一いち条じようさん」

　光宣と一条の自己紹介は、この部屋に入った直後に済ませている。その時にも光宣は同じことを将まさ輝きに提案したのだが、将輝としては幾いくら年下でもすぐに名前で呼ぶのは抵てい抗こうがあったと見える。

「分かった。光宣君」

　だが重ねて遠えん慮りよするのも男らしくないと将輝は考えたようだ。

「それは三さん国ごく志し演えん義ぎに書かれた諸しよ葛かつ孔こう明めいの伝説じゃないか？」

　光宣のことを名前で呼び直して、そう訊たずねた。

「ええ。第九研は日本の古式魔ま法ほうだけでなく、大陸の古式魔法も研究していました」

　それは当然だろう、と横で聞いていて達たつ也やは思った。魔ま法ほう師し開発研究所がもっとも活発に活動していたのは二〇年群発戦争の期間だ。「電でん子し金きん蚕さん」などという古式魔法を現代風にアレンジした術式が現実の脅きよう威いとなっていたのだから、それについて調べないというのはかえって不自然だ。

「そして第九研の研究者は、諸葛孔明は鬼き門もん遁とん甲こうの方術を修得していた可能性が高い、と結論していたそうです」

　思わぬ有名人の登場に、エリカとレオが感心した表情を浮かべる。達也は軍事的な失敗者に対する思い入れはなかったので、話が横に逸それる前に軌道修正を図った。

「鬼門遁甲はそういう大規模な術式ばかりではなく、個人戦せん闘とうレベルでも有効な技術じゃないか？　むしろそちらを警けい戒かいすべきだと思うが」

「例えば、どんな？」

　将輝の問いに、達也は「自分で考えろ」とは言わなかった。

「足を止めて魔法を撃うち合うならともかく、互いに激しく位置を変えながら戦闘をしている状じよう況きようで相手の姿を見失うのは致命的な隙すきにつながる」

　ただ、最後の結論まで説明することもしなかった。

「なるほど。方位を狂わせられては、自分がどちらを向いていたかが分からなくなる」

　将輝を相手に、その必要は無かった。

「それは同時に、相手が自分を基準にしてどちらの方向にいたのか分からなくなるということも意味している。鬼門遁甲の魔法は、敵に自分を見失わせる効果があるということか」

「おそらくは。深み雪ゆき」

　兄に促うながされて、深み雪ゆきが口を開く。

「一いち条じようさん。わたしはあの騒そう乱らんの折、魔ま法ほう師し協会関東支部で陳チエン祥シヤン山シエンという名の鬼き門もん遁とん甲こうの使い手と対たい峙じしました」

「本当ですか？」

「ええ。あの時わたしはフロアの監かん視しモニターを見ていたのですが、確かに廊ろう下かを歩いて近づいてくるその男の姿に目を向けることができませんでした。私は扉とびらの左右を映すモニターを交互に見ていたはずなのに、右を映しているモニターばかり見ていたようです」

「司し波ばさんはどうやってその魔ま法ほうを破ったのですか？」

　将まさ輝きの質問に、達たつ也やは「さすがだ」と心の中で呟つぶやいた。「何な故ぜ」ではなく「どうやって」。「何故」を問うことは無意味ではないが、実戦を前にしてどちらが重要かといえば、それは「どうやって」の方だ。

「仲間に特とく殊しゆな目の持ち主がいましたので。その子にタイミングを計ってもらって、私は扉が開くのを待っていました」

　将輝が思考に沈む。達也は黙って彼が口を開くのを待った。

「……それはつまり、鬼門遁甲は時間と無関係ではないということではないでしょうか。その魔法の本質は、分ぶん岐き点てんにおいて特定の方向に意識を向けさせる、あるいは意識を向けさせない精神干かん渉しよう。だが何い時つ分岐点に到達するかが分かっていれば、その時間に意識を向けておく方向をあらかじめ決めておくことで、意識誘ゆう導どうに抵てい抗こうすることができる、ということではないかと思います」

「さすがです、一条さん」

　将輝の推理を聞いて、光宣みのるが手放しの感かん嘆たんを漏もらす。

「方向だけでなく、時間と方向の組合せで意識に干渉する魔法ですか。言われてみれば、そう考えるのが一番しっくりきます」

　光宣が同意を求めるように、達也へ振ふり向むく。

　達也は光宣に小さく頷うなずいた。

「術式の解かい釈しやくはそれで良いとして、一条、具体的な対応はどうする？」

「それは……感覚に頼らず、相手の動きを予測して……」

「そのあたりは一人一人が自分で考えるべき工夫か」

　達也は言葉に詰つまった将輝に助け船を出すふりをして、鬼門遁甲に関する話を打ち切った。相手を間近に視認すれば鬼門遁甲は役に立たないということを黒くろ羽ば貢みつぐから聞いていた達也にとって、この術式をどう無効化するかという話はあまり意味のあるものではなかったのだ。

「鬼門遁甲対策はひとまず横に置くとして、今日の話だ。一条に助けてもらった戦せん闘とうは、周しゆう公こう瑾きんを匿かくまっている古式魔法師の結社『伝統派』が幹みき比ひ古この飛ばした式神を、自分たちを探す為ためのものと勘違いして排はい除じよしようとしたのだと思う」

「それだけじゃないよ、達たつ也や」

　達也の将まさ輝きに対する説明に、幹みき比ひ古こが口を挿はさむ。

　達也だけでなく将輝も幹比古へ顔を向ける。もちろん、現場にいなかった深み雪ゆき、水み波なみ、そして光宣みのるの三人も。

「僕たちを襲おそった敵は忍にん術じゆつ使いだった。多分、鞍くら馬ま山やまの術者か、そこから脱だつ走そうした者だ。だけどその中心になっていたのは大陸出身の方術士だ。その周しゆう公こう瑾きんは伝統派に匿かくまわれているんじゃない。最初はそうだったかもしれないけど、今は伝統派を乗っ取っているんだと思う」

「伝統派を、ではなく伝統派の一部を、だな」

　今度は幹比古が達也に「どういうこと？」という目を向ける。エリカ、レオ、そして将輝がそれに倣ならっている。

「実は俺おれたちの方でも進展があった。手掛かりというには少し弱いが、周公瑾が潜せん伏ぷくしている範囲が絞しぼり込こめた」

　幹比古たちが驚きを示す前で、達也は清きよ水みず寺でらの参道で出会った伝統派の「呪まじない師」について語る。

「そんな結けつ界かいがあるなんて……さすがは古き王城の地の伝統を受うけ継つぐ術者と言うべきかな」

　幹比古が宇う治じ川がわの結界についてひたすら関心を見せる傍かたわらで、

「京都市街区から出て南というと……伏ふし見みより南、宇治川より北か。それでも、虱しらみ潰つぶしに探すには広すぎる」

「そもそも、そのおじさんの言葉は信用できるの？」

　将輝とエリカがもっともな問題提起をした。

「漠ばく然ぜんと京都全部を探すよりは随ずい分ぶんと楽だぜ。それに先週まで隠かくれていた所が分かったんだろ？　そこを調べてみりゃ、信用できるかできないかは裏が取れるんじゃねえか？」

　レオの前向きな意見に、達也は好意的な苦笑を漏もらした。

「嵐あらし山やまに周公瑾が潜伏していたのが事実だと裏付けが取れても、それで清水寺の古式魔ま法ほう師しが事実を語っているという証しよう拠こにはならんがな。噓うその信しん憑ぴよう性せいを増す為ために事実を混ぜるのはセオリーだ」

　エリカがレオに向けて人の悪い笑みを向ける。

　レオがそれに反応するより早く、達也は言葉を続けた。

「だが嵐山に潜伏していたという話の裏を取るというレオの意見には賛成だ。事実であれば大きな手掛かりになるかもしれないし、噓であるなら早くはっきりさせた方が混乱を最小限に抑えられる」

「ではお兄様、明日は皆で嵐山に行くという方針ですか？」

　意外なことに、達也は深雪の質問に対して首を横に振ふった。

「全員で行くのは目を惹ひきすぎるし、コンペの安全確保も疎おろそかにはできない。幹比古とエリカとレオは今日と同じく会場周辺に不ふ審しん者しやが潜ひそんでいないか、犯罪者やテロリストが潜みそうな場所が無いかどうか調べてみてくれないか」

「……分かったよ、達たつ也や」

　幹みき比ひ古こは全面的に納得しているようには見えなかったが、確かに一高の風紀委員長として論文コンペに参加する生徒の安全確保を疎おろそかにするわけにはいかなかったようだ。

「今日の襲しゆう撃げきについては既すでに僕の実家から鞍くら馬ま山やまの方に抗こう議ぎが行っているはずだ。家とつき合いのある京都の各派にも伝えてある。この一件が鞍馬山の指さし図ずによるものでも一部の独断専行によるものでも、今後の牽けん制せいになると思う」

「そもそも、どういう状じよう況きようだったんだ？」

　襲撃に関する詳しよう細さいを聞いていなかった達也が、やや今いま更さら感のある質問をした。

「そう言えば詳くわしく話していなかったね」

　幹比古も話すつもりで忘れていたのか「しまった」という顔だ。

　時折エリカとレオに確認を求めながら、幹比古が忍にん術じゆつ使いに襲おそわれたところから傀儡くぐつを操る大陸の古式魔ま法ほうでピンチに陥おちいった経けい緯い、そこを将まさ輝きに助けられたことまでを説明した。

「……水のゴーレムを作るのに肌はだを食い破られ血を使われたのか？　話を聞く限り、忍術使いもその方術士に騙だまされていたような気がするな」

　達也が示した疑問に、光宣みのるがすぐさま同調した。

「僕もそう思います。吉よし田ださんには釈しや迦かに説法だと思いますが、血は古式魔ま法ほう師しにとって特に重要な意味を持ちます。それを使つかい魔まの生成に使わせるなんてこと、幾いくら懐かい柔じゆうされていたとしても軽々しく承しよう諾だくするとは思えません」

「ならば話は早い」

　ここで将輝が口を挿はさんだ。

「清きよ水みずの呪まじない師は鞍くら馬まの古式魔法師が大陸の魔法師の手下になったと言っていたようだが、それが力によって屈くつ服ぷくさせられているのではなく騙されて操られているのであれば、騙されているという事実を突つきつけるだけで良い。味方につけるのは無理かもしれないが、敵対を止めさせることはできるだろう」

　達也が将輝の案に頷うなずく。

「騒ぎが大きくなればなるほど、周しゆう公こう瑾きんにとっては逃亡のチャンスが増える。混乱を最小限に抑おさえることが敵の思おも惑わくを潰つぶすことにつながると思う」

「去年のような騒乱に発展すればこちらの負け、未然に防ぐことが勝利条件か」

　将輝も質問の形で達也に同調する。

「九く島どう家として動ければいいのですが、僕一人ならともかく『九』の各家が大人数で京都入りすれば伝統派だけでなく古式魔法師各派を刺し激げきすることになりかねません」

「そうですね。伝統派に口実を与えることにもなりますから、それは止めた方が良いでしょう」

　残念そうな口調でこぼす光宣みのるを、深み雪ゆきがその判断を支持することで慰なぐさめた。

「伝統派の牽けん制せいは吉よし田だ家が動いてくれるだけで十分だろう。それ以上何をしたところで、暴れる奴やつは暴れる」

　達たつ也やに目を向けられて、幹比古が頷うなずく。

「そうだね……分かった。じゃあ、僕たちは今日と同じように、コンペ会場の周辺を調べてみることにするよ。家の方にも念を押しておく」

「俺おれはどうすれば良い？」

　将まさ輝きが達也に訊たずねる。達也は将輝に指さし図ずする立場ではないので「どうすれば良い」と訊きかれても「勝手にしろ」としか言えない。だが、実際にそんなことを口にすれば喧けん嘩かになるということくらい達也にも当然分かっている。

　それに将輝の本心は、深雪をチラチラと窺うかがう視線で明白だった。

「一いち条じようさんには、わたしたちに御同行いただけると心強いのですけど」

　深雪が兄に先回りしてこう答える。自分から同行して欲しいと願い出た方が丸く収まると考えたからだ。──その方が将輝のモチベーションが上がる、という考えは、彼女には無かった、はずだ。

「はい、お任せください！」

　だがこれで、明日の行動方針は決まった。







　［８］




　翌十月二十一日、日曜日。この日の予定は引き続き二ふた手てに分かれての調査。ただし、真の目的を明かされて仲間たち、特に幹比古のモチベーションは昨日より上がっていた。

　達也、深雪、水波、光宣に将輝を加えた五人が嵐あらし山やま、幹比古、エリカ、レオの三人が論文コンペ会場のある宝たからヶが池いけ・松まつヶが崎さき方面。八人は朝早くにホテルを出発する計画だった。

　しかし、思わぬアクシデントが発生した。

「……すみません、達也さん」

　光宣が布ふ団とんの中から泣きそうな声で謝罪を口にする。彼は今け朝さ突とつ然ぜん熱を出してしまって、調査に出られる状態ではなくなっていた。

「気にするな。光宣に責任があるわけじゃない」

「ですが……僕は自分が情けないです」

　達也に慰なぐさめの言葉を掛けられて、光宣はかえって辛つらそうに顔を顰しかめた。

「光宣、自分を責めるな。お前は良くやってくれている」

　今この部屋にいるのは達也と光宣のみ。他のメンバーは一人を除きロビーで待っている。

「病気になりやすいのは前もって聞いていた。それはお前の所せ為いじゃないし、この可能性を理解した上でお前に手伝ってもらっていたんだ」

　光宣みのるが達たつ也やから目を逸そらした。

「お前は十分力になってくれている。昨日も光宣がいなければあの呪まじない師の所へはたどり着けなかっただろう」

「……そうでしょうか」

　顔を背けたまま、気が弱っている声で光宣が問う。

「俺おれは本気でそう思っている」

　光宣が恐おそる恐おそる達也の方へ視線を戻もどす。

　達也の表情は何い時つもどおり無愛想なものだった。慈いつくしみにあふれた笑顔、とはお世辞にも言えない。だが愛想笑いのような噓うそ臭くささも、彼の顔には無かった。誠実という言葉の意味が偽り無く真ま面じ目めなことであるなら、達也の眼まな差ざしは誠実そのものだった。

「お前は十分役に立ってくれているし、いざという時にはまた手を貸してもらうことになるだろう。その時の為ために無理はするな」

「僕はまだ……達也さんの仲間ですか？」

「どうせ今日は周しゆう公こう瑾きんの所までたどり着けない。お前の力は、その時に必要となる。だから今日は休んでいてくれ」

「……分かりました」

　光宣が弱々しく微笑ほほえんだ。落ち込んでいる様子は変わらなかったが、自分を責めている感じは無くなっていた。

「水み波なみを残していく。ああ見えてあの子は家事万能だ。それに、光宣と同じで頼ってもらった方が水波も喜ぶ。だから細かいことでも遠えん慮りよなく言ってくれ」

　光宣が気恥ずかしそうな表情を見せた。発熱以外の理由で顔に赤みが差している。多分、頼られて喜ぶ質たちだと見み透すかされたのが恥ずかしかったのだろう。

「荷物はこのまま置いて行くから番を頼む」

　これは調査が終わってもそのまま東京に帰ることはなく、一いつ旦たんここに戻ってくるという意味だ。

「お任せください」

　光宣は達也の不器用な優しさを理解して、微笑みを浮かべた。




　部屋を出た達也は、独り廊ろう下かに控ひかえていた水波に声を掛けた。

「押し付けて済まないが、看病を頼む」

「押し付けなど滅めつ相そうもありません。これは私の仕事だと心得ております。光宣さまのお世話はお任せください」

　お辞じ儀ぎをする水波に頷うなずいて、達也は深み雪ゆきと友人たちが待つロビーへ向かう。

　その背中が見えなくなるまで見送って、水波は光宣が寝ている部屋の扉とびらをノックした。

　返事を待たず、達たつ也やから預かった電子キーで鍵かぎを開ける。寝ている病人をわざわざ起こさない為ために水み波なみは敢あえてそうした。

　外の扉を閉め、中の襖ふすまを開けると、光宣みのるが布ふ団とんの上で身体からだを起こそうとする。水波はその側へ音も無く駆かけ寄よって座り、優しく光宣の両肩を押して彼を元の体勢へ戻もどした。

「光宣さま、私にお気き遣づかいはご無用です。そのように為なされては、看病の意味が無くなります」

　光宣を責めるような言い方は、彼が無理をしないようにあえて悪役を演じるもの。もっとも水波ではどんなに頑がん張ばっても悪役は務まらないのだが、それとは関係なく、光宣は水波の真意を誤解しなかった。

「分かった。大人しく寝ているよ」

　これには水波が拍ひよう子し抜ぬけの表情を浮かべる。

　行ぎよう儀ぎよく膝ひざを揃そろえて枕まくら元もとに座ったまま、身み動じろぎもせず水波は光宣を見み詰つめている。

　そのまま三十分近くが経過して、瞼まぶたを閉じていた光宣が目を開け、居心地悪そうな苦笑いを浮かべた。

「桜さくら井いさん、そんなに見詰められていると男の僕でも恥ずかしいんだけど」

　光宣ほどの美び貌ぼうなら見られることには慣れているはずだ。だがこれだけ間近で、真正面から、寝顔を見られるというのは勝手が違うものらしい。

「失礼しましたっ！」

　水波が座ったまま器用に一メートル以上後あと退ずさり、畳たたみに額を擦こすり付つけんばかりに深く頭を下げ、上ずった声で謝罪した。

　畳と向き合う格好で伏ふせた顔は、光宣からは見えないが真っ赤に染まっている。

　水波としては、光宣の顔に見とれているつもりはなかった。部屋の中には他に話し相手もいないし、病人の横で動画を見るとか本を読むとかいう真ま似ねは不ふ謹きん慎しんに思えたので、何も考えずぼうっとしていただけだった。

　だが光宣の言葉に、水波は「本当にそれだけだったのか」と自分の行為を疑ってしまった。

　光宣は水波が彼のことを見詰めていたという。

　本当に自分は、目を閉じて寝ている光宣の顔を見詰めていたのだろうか、と水波は自分に問い掛けた。

　──もしそうだとしたら、それは何の為に？

　赤くなっていた水波の顔がますます真っ赤になっていく。

　寝ている光宣からも赤くなった耳が見えて、土下座に近い姿勢に心苦しさを感じるより、彼は水波の体調に懸け念ねんが湧わいた。

「えっと……大だい丈じよう夫ぶ？」

　光宣が身体を起こしかける。

「大丈夫ですっ！　そのままお休みになっていてください！」

[image: ]

　それをさっきのように手で押し返すのではなく悲鳴寸前の強い語調で押し止とどめて、水み波なみは光宣みのるから顔を背けたまま立ち上がりバタバタと部屋を出て行った。

　勢いよく襖ふすまが閉まる。ただし、少し隙すき間まが空いている。

　外の扉が開閉した音はしなかった。

　光宣はいなくなった水波の方へ手を伸ばした姿勢のまま、しばらく固まっていた。




　　　　◇　◇　◇




　達たつ也やグループは当初五人行動の計画だったが、光宣が体調を崩くずし水波がその看病に残ったので幹みき比ひ古こたちと同じく三人だ。コミューターは基本的に四人乗りなので将まさ輝きはバイクでついていく予定だったが、三人になったので同じ車に同乗している。

　席は達也と将輝が前に二人、後部座席に深み雪ゆきが一人だ。将輝の本音は深雪の隣となりに座りたかっただろうし、深雪の本音は達也の隣に座りたかったはずだが、そこは二人とも常識とマナーを優先した。

　行き先を設定したのは達也だ。将輝は昨日の打ち合わせで目的地が嵐あらし山やまだと思っていたので、コミューターが停車して達也がそのまま車を降りようとした時、その背中を思わず呼び止めてしまった。

「司し波ば、嵐あらし山やまに行くんじゃなかったのか？」

「その前に、手掛かりになりそうな物を見せてもらえることになっている」

　背中を向けたまま将まさ輝きの問いに答えて、足を車の外に下ろしたところで振ふり返かえった。

「ここから先は、周しゆう公こう瑾きんのことを口にしないで欲しい」

「……秘密なのか？」

「できればあの人を巻まき込こみたくない」

　将輝が探るような目を達たつ也やへ向けた。何か誤解をしていそうだと達也は思ったが、そう仕向けたのは彼だ。言い訳の必要は、特に感じなかった。




　達也たちがその場所に来てから三分後に待ち人はやって来た。

「達也くん、遅くなってごめんなさい」

「時間どおりですよ」

　コミューターから降りて律りち儀ぎに駆かけ寄よってきた女子大学生を、達也はそう言って宥なだめた。

「あれっ、深み雪ゆきさん？」

「おはようございます、七さえ草ぐさ先せん輩ぱい。先日はお目に掛かれませんでしたので『お久し振り』ですね」

　目を丸くした真ま由ゆ美みに、深雪が笑顔を返す。

「深雪さんも来るなんて知らなかったわ」

　彼女の言うとおり、達也は自分が一人ではないことを真由美に告げていなかった。

　しかし真由美は、もう一人の同行者を気にしていつもの調子で文句をつけられずにいた。

「一いち条じよう将輝くんね？　初めてお会いするわけではないけど、一応自己紹介させていただきます。七草真由美です」

　達也の前で見せる奔ほん放ぽうな振ふる舞まいの代わりに、十じゆつ師し族ぞく・七草家令れい嬢じようとしての猫を被かぶる。

「お目にかかったことは覚えています。一条将輝です」

　将輝は緊張気味に名乗り返した。二人が言うとおり、真由美と将輝は確かに初対面ではない。だが言葉を交わすのは、実にほぼ四年ぶりだ。しかもこうして直接会うこと自体がまだ二回目。お互いに魔ま法ほう師しの世界では有名人なので相手が誰だれだか分からなくなるということはなかったが、そうでなければ覚えている方が不思議なくらいの縁えんだった。

「ごめんなさい、一条くん。……達也くん、ちょっと」

　見事な猫かぶりの笑顔で会え釈しやくして将輝から離れ、真由美は達也の左腕に自分の右腕を巻き付けて──どう見ても甘い意図は無い──達也を引っ張っていく。二メートルほど距離を取って、真由美は小声で達也に詰きつ問もんを始めた。

「達也くん、何な故ぜ深雪さんが一いつ緒しよだって言わなかったの？」

　達也がわざとらしく驚いた顔をして見せた。

「わざわざ言う必要もないと思っていましたので。先せん輩ぱいは俺おれが深み雪ゆきを置いてくると思っていたんですか？」

　反論しようとして、真ま由ゆ美みの顔に諦あきらめが浮かぶ。

「そうよね……。深雪さんが達たつ也やくんを一人で行かせるはずないものね」

　やれやれ、と首を振ふっていた真由美がその動きを止めて、急にシリアスな顔になる。彼女の視線は、将まさ輝きの上に固定されていた。

「それで、一いち条じようくんが同行しているのは何な故ぜかしら」

「こちらは偶ぐう然ぜんです。昨日、論文コンペ会場周辺の下調べをしていた吉よし田だたちが、同じ目的で京都に来ていた一条とばったり会いまして。彼は会場周辺以外にも不ふ審しんな者がうろついていないか見て回るつもりだということでしたので、ボディガード代わりに連れてきました」

「吉田くんたちも来ているの……。ああ、そういえば彼、風紀委員長になったんだったわね」

「良くご存じですね」

　話を逸そらす目的ではなく、達也は本心から「卒業したのに良く知っている」と感じたのだが、真由美から「誤ご魔ま化かされないぞ」という目を向けられてしまう。達也の日ひ頃ごろの行いに対する真由美の信用度が分かろうというものだ。

「それで、一条くんは私の事情を知っているの？」

「先輩の許可も無いのに、勝手に喋しやべったりしませんよ」

　真由美の瞳ひとみに宿る疑念は、ますます色濃いものになっていた。

　達也も自分に向けられている目の色には気づいている。しかしそんなもので達也は恐おそれ入いったりしない。

「それで先輩。一条に事情を説明しても構いませんか？　彼は頼りになると思いますよ」

　詐さ欺ぎ師しのような笑みを達也が真由美に向ける。

　真由美が大きくため息を吐はき出だした。

「良いのかしら……一条家の跡あと取とり息子を顎あごで使うような真ま似ねをして」

「顎で使ったりしません。第一、あいつはそんなに可愛かわいい玉じゃありません」

　憮ぶ然ぜんとした声で達也が答え、真由美がクスッと笑いをこぼす。

「いいわ。手伝ってもらえるならありがたいもの」

　ようやく一本取った、と真由美は思ったのかもしれない。彼女は機き嫌げんを直して、将輝に事の経けい緯いを説明する許可を達也に与えた。




　案内の刑けい事じに先導され、四人で警察署内の証しよう拠こ保管室に入る。

　名な倉くら殺害の犯人捜さがしのことを聞いて、将輝は意外なほどに前向きな姿勢を見せた。どうやら彼は、真由美がボディガードの無念を晴らす為ために単身調査に乗り出した（と彼は解かい釈しやくした）ことに、甚いたく共感を覚えたようだ。十じゆつ師し族ぞく本家の者として、部下を道具扱あつかいせずそこまで情を注ぐ姿（と彼は解かい釈しやくした）が将まさ輝きの琴きん線せんに触ふれたらしい。

　本来であれば目的の分散は好ましくない。古来より「二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず」と言うが、これは的中確率の高い箴しん言げんである。だが達也には予感があった。根こん拠きよがある推理ではなく、根拠が無い推測だから「予感」。

　──周しゆう公こう瑾きんが、名な倉くら三さぶ郎ろうを殺害した犯人である──

　達也はそう思っている。だから将輝が真ま由ゆ美みに対する騎き士し道どう精神を燃え上がらせても、彼の目的とは相反しない。故ゆえに、何の不都合もない。

　彼がそんなことを考えている内に、刑けい事じが名倉の遺品をテーブルの上に持って来た。

「名倉氏が身につけていた衣服です。ＣＡＤは残念ながら……」

「分かっています。申し訳ございません」

　名倉のＣＡＤは弘こう一いちの意向で七さえ草ぐさ家の保管庫の中にある。ＣＡＤは調整を手掛けた魔ま工こう師しのノウハウが詰つまっているだけでなく、それを分析することで使用していた魔ま法ほう師しの「魔法の使い方」を知ることができる優ゆう秀しゆうな教材でもある。身内以外の手に渡したくないというのは魔法師にとって普ふ通つうの考え方だ。

　しかし真由美は、弘一が名倉のＣＡＤを回収したことに罪悪感を覚えていた。ＣＡＤを分析することにより戦い方がある程度分かるということは、直近の戦せん闘とうでどんな魔法を使ったかも推定できるということだ。それが分かれば、事件当時の様子を知ることもできるし犯人がどんな種類の怪け我がをしているのかも推測可能だ。となれば、予想される怪我の治ち療りように訪れた患かん者じやを病院に問い合わせることで犯人の絞しぼり込こみができるかもしれないのだ。魔法師としては当たり前かもしれないが、弘一の態度は警察に対して協力的とは言えない、否いな、はっきり非協力的と言えるものだった。

「すみません、刑事さん。この血は？」

　達也の質問に、刑事が残念そうに首を振ふる。

「残念ながら、全すべて被害者の血けつ痕こんでした」

　服についた血のＤＮＡを全て調べ上げることも、現代の科学捜査技術を以もつてすれば簡単ではないが可能だ。犯人の体液が被害者の服に残っていないか調べるのは、殺人事件で必ず行われる基本的な手順である。

「名倉さんの死体は、腹部が背後から貫つらぬかれ、胸の皮ひ膚ふと筋肉が内側から弾はじけ、心臓が破は裂れつしていたそうですね」

　変死体、と報道された所以ゆえんである。

　もっとも、新聞ではここまで詳くわしく報じられていない。達也はこの情報を真由美から教えられていた。

「内側から破裂……？」

　将輝が深い疑念の込められた声で呟つぶやく。

「まるで『爆ばく裂れつ』だな」

「違うぞ、司し波ば！　一いち条じよう家は断じて、関与していない！」

　心の中に浮かんだ戸と惑まどいをあっさり見み抜ぬかれて、将まさ輝きが過か剰じような反応を示した。

　密閉された部屋の中で大声を出されて、真ま由ゆ美みが軽く顔を顰しかめる。

　達たつ也やも一条家の関与を本気で疑っているわけではない。

「だが自然現象で胸が内側から破は裂れつする傷ができるはずもないし、生きている人間、しかも魔ま法ほう師しの体液を、人体が弾はじけるほどの勢いで操る魔法の使い手がそこらにゴロゴロしているとも思えない」

　これは状じよう況きようを整理する為ために言っていることだった。

「それは……」

　──それにしては舌ぜつ鋒ぽうが鋭するどかったが。

「一条家の『爆裂』はそんなに易やすいものではないだろう？」

「当たり前だ！　あっ、いや、しかし」

「落ち着け。俺おれはまるで『爆裂』のようだ、と言ったんだ。実際に『爆裂』が使われたとは言っていないし、ましてや一条家の魔法師が関わっているなどとは思っていない」

　将輝の顔が微かすかに赤みを帯びたのは、自分が取り乱していたことを自覚して、それが恥ずかしかったからだろう。「こいつは意外と予想外の出来事に弱い性格かもしれんな」と達也はそれを見て思った。

「他人の体内に干かん渉しようする魔法は難しい。だが、自分の身体からだであれば難易度はそれほど高くない。例えば自己加速は比較的ポピュラーな術式だ」

　真由美が口を挿はさむ。

「達也くんは、名な倉くらさんが自じ爆ばく──自殺したと考えているの？」

　怖おず怖おずと問い掛ける真由美に向かって、達也は首を横に振った。

「自爆ではあっても、自殺ではないでしょう」

「お兄様は名倉さんが致ち命めい傷しようを自覚したから自爆したとお考えなのですね？」

　隣となりに控ひかえていた深み雪ゆきに達也は頷うなずいて見せた。

　そして真由美に目を戻もどす。

「心臓を破裂させたのは、何らかの攻こう撃げき用魔法だったのではないでしょうか」

「背後から腹を貫つらぬかれて致命傷だと覚った被害者が、相あい討うちに持ち込む為に放はなった魔法だということか？」

「先せん輩ぱい。名倉さんは液体を武器とする魔法を得意としていたのではありませんか？」

　将輝の質問には答えず、達也は真由美にそう訊たずねた。

「……ごめんなさい。名倉さんは私に魔法を使うところをほとんど見せてくれなかったの」

　だが真由美はその質問に答えられなかった。

「そうですか」

　達たつ也やの声に失望のニュアンスは含まれていない。

　だが真ま由ゆ美みは彼の返事を聞いて、焦あせりの色を浮かべた。

「あっ、でも最初に会った時に聞いた気がする。ちょっと待って」

　真由美が腕組みし、ウンウン唸うなりながら考え込む。

（何と言うか……漫まん画がチックな人だな）

　達也がそんな、失礼かもしれないことを考えている前で、真由美はポンッと手を打った。

「そうそう、思い出した！　名な倉くらさんは水を針にして相手に浴びせ掛ける魔ま法ほうが得意だと言っていたわ」

　将まさ輝きが眉まゆを顰ひそめる。

「水を針……？　どうやって？　それに、どんな効果があるんだ？」

「どうやってかは分からないが、針というからには貫つらぬくんだろうな。水の針でも収束系の術式を使えば武器として実用レベルの貫通力を確保できる」

　思わず口にした疑問に面白味の無い答えを返されて将輝がムッとした表情を浮かべ掛ける。だがその直前、彼は深み雪ゆきの目を思い出した。

「……そうすると、被害者は自分の血を針にして撃うち出だしたのか」

「まさしく命と引き替えの反はん撃げきだな……」

　達也は遺品の服についた名倉の血にエレメンタル・サイトを向けてその情報を記き憶おくした。

「司し波ば、何をやっているんだ」

「腹の傷の方に魔ま法ほう的な痕こん跡せきが残っていないかと思ってな」

「なるほど……」

　達也のもっともらしい噓うそに騙だまされて、将輝だけでなく、真由美も同じように目を凝こらす。実際に向けているのは五感ではなく魔法的な感覚だが、目を向けるという行為が魔法感覚に一番指向性を持たせやすい。

「んー……ダメね」

　真由美が肩を落として落らく胆たんを漏もらすと、将輝も上を向いて大きく息を吐はき出だした。

「そうですね。痕跡らしきものは感じられますが、ぼやけすぎていて意味のあるパターンは採取できない……司波、お前は何か分かったか」

「相手の特定につながる情報は俺おれにも読み取れなかった。だがこの傷はおそらく、幻げん獣じゆうによるものだ」

「げんじゅう？」

「お兄様、幻獣とは何ですか？」

　真由美と深雪が聞き慣れない言葉に説明を求める。二人の後ろで案内役の刑けい事じがメモを取っているのが見えた。

　達たつ也やは将まさ輝きに解説役を押し付けようとしたが、将輝はさりげなく視線を外した。知らなかったのか、それとも知っていて説明の労を嫌きらったのか。

　深み雪ゆきに訊きかれているのだし、知っていたら張り切って説明しただろう。多分将輝も、偶たま々たま知らなかったのだろうな、と達也は解かい釈しやくした。

「幻げん獣じゆうは化成体の一種だ。化成体は魔ま法ほうにより光を反射したり接せつ触しよくした物に圧力を加えたりして実体のないものを実体があるように見せ掛ける技術だが、幻獣は光を反射して形を演出するのではなく幻げん術じゆつで敵にその形を見せる。作り出した形に合わせて対物作用を持たせているところは化成体と同じだ」

「化成体は物理的な光を反射しているから誰だれにでも見える。幻獣は精神干かん渉しよう系の魔法で見せているだけだから、術者が見せようと意図した相手にしか見えない。そういうことですか？」

　深雪の理解に達也は満足した表情で頷うなずく。

「そうだ。よく分かったな。補足するなら相手に示すのは視覚的な幻術に限定されない。聴ちよう覚かく的な幻術でも幻獣の術式は成立する」

「ちょっと待って、達也くん。今の言い方だと、幻獣は相手に認識されなければ魔法として成立しないってこと？」

「幻獣と化成体の最大の違いは、相手に何かがいると思わせることによって術式の強度を高めているという点にあります」

　真ま由ゆ美みが腑ふに落ちない、という顔で反論を続ける。

「だったら背中からの攻こう撃げきっておかしくない？　音がすれば名な倉くらさんなら振ふり向むくわ。姿にせよ音にせよ、後ろにいることが知覚できれば、背中から貫つらぬかれるという結果にはならなかったはずよ」

「何ど処こにいるかを認識させる必要はないんです」

「どういうこと……？」

「幻獣の場合は、むしろはっきりと認識させない方が良いんですよ。幻獣は本来存在しないものです。その姿がはっきり見えていれば、現実に存在するものではないと分かってしまいます。何かがいるという不安、何処かにいるという不安定な認識、それが本来いないはずのものである幻獣を現象として強く固定することになります」

「……よく分からないわ」

「すみません。回りくどい言い方でしたか？　簡単に言うと、最初に捨すて駒ごまを見せておくことで相手に獣けものの形をした魔ま法ほう力場が襲おそってくるという認識を刷すり込こみ、それを踏ふみ台だいにしてより強い術式を行使するのです。最初の見せ駒は単なる化成体でも構いません」

「相手の魔法を警けい戒かいすることで、相手の力を強めてしまうということ……？」

「こちらが手の内を理解していれば効果は半減します。遺品を見せていただいて正解でした」

　達也が軽く頭を下げることで感謝を示す。

　真ま由ゆ美みはどう反応して良いか分からず戸と惑まどっていた。




　四人は一台のコミューターに同乗し、嵐あらし山やまに向かった。（真由美の乗ってきたコミューターはレンタルを解除した。無人運転で次の利用者の所へ向かっているはずだ）

　座席は前に達たつ也やと将まさ輝き、後ろに深み雪ゆきと真由美。

　コミューターが走り出すなり、将輝が達也に話し掛けた。

「司し波ば、さっきの幻げん獣じゆうだが」

　達也と深雪が話し掛けられた相手を間違えることはなかった。将輝はずっと達也に対して「司波」と呼び捨てにし、深雪に対しては「司波さん」と言っている。

「昨日俺おれたちが遭そう遇ぐうした『傀儡くぐつ式し鬼き』とはまた違うものなのか？」

「傀儡式鬼とはまた耳慣れない呼び方だな」

　達也は前席右側に座っているが、コミューターは自動で動いているから彼が運転する必要は無い。横を向いても全く問題は無い。

「ゴーレムという名称の方が一般的だ。この名前なら違いが分かるんじゃないか？」

「一いち条じようさん、お兄様、口を挿はさんで済みません」

　後ろの席から深雪が軽く身を乗り出してきた。といっても、シートの背もたれに摑つかまったりそこから先に顔を出すようなお行ぎよう儀ぎの悪い真ま似ねはしない。

「お兄様、わたしもゴーレムについては名前しか知らないも同然ですので、どういうものか簡単にでも教えていただけませんでしょうか」

　達也が一いつ瞬しゆんだけ訝いぶかしげな表情を浮かべた。ゴーレムはキリスト教圏けん及およびユダヤ系の古式魔ま法ほう師しにとってポピュラーな攻こう撃げき手段だ。外国の魔法師と争うことを想定した教育も受けている深雪が「名前しか知らない」ということはありえない。

　だが妹の目がチラリと将輝の方へ向いたのを認めて、達也は彼女の真意に気づいた。気を遣つかいすぎだ、と思わないでもなかったが、それを無む駄だにする気にもならなかった。深雪の為ためにというより将輝の為に、達也はゴーレムについて少し詳くわしいレクチャーを始めた。

「ゴーレムは幾いくつものパーツを連結して生物、あるいは伝説上の怪物を模した人形に行動パターンをプログラムした独立情報体を埋うめ込こんで、収束系魔ま法ほうで各パーツの相対位置を連続的に変えることで模かたどった生物の動作を再現する魔法的なロボットだ」

「例えば石材で巨人兵のゴーレムを作るとする。そのゴーレムは一見、関節も無い硬い石の塊かたまりが人間のように動き出したかの如ごとく見える。だが実際には関節に当たる部分はつながっていない。硬こう化か魔法と同じ原理で、相対位置を固定しているだけ、要は身体からだの各パーツを積み上げているだけだ」

「ゴーレムにはその材料となっている実体物がある。木材のような有機物の場合もあれば石材のような無機物の場合も水のような不定形物の場合もある。だが、実体を持たず力場でそれがあるように見せ掛けている化成体や幻げん獣じゆうとは、実体があるという点で決定的に異なる」

「ゴーレムを動かす為ためには、動作パターンをプログラムした独立情報体を埋うめ込こむ必要がある。その為の魔ま法ほう式しきを投射し続けなければゴーレムは作動しない。魔法式が効力を失った段階でゴーレムはゴーレムでなくなる。水のような不定形物を材料としている場合は、その瞬しゆん間かんに崩くずれ去る」

「材料が木材や石材の場合は、魔法式を固定する手段として刻印魔ま法ほう技術が用いられることが多い。一方、水のような不定形物を材料とする場合は魔法的な発信機の役割をするものを不定形物に混ぜて、それをターゲットに魔ま法ほう師しが魔法式を投射し更こう新しんし続ける。昨日の場合、最初に出て来た小型のゴーレムはあくまでも魔法式を更新しない一回限りの使い捨てで、それを使って忍にん術じゆつ使いから奪うばい取とった血が発信機の役割を果たしていたと推測される」

「現代魔法成立以前から、血は魔法的に重要な意味を持つと考えられていた。古式魔法において血は効果の高い供物とされているし、血を媒ばい体たいとする魔法も数多く存在する。現代魔法の観点に立てば、脳を含めた全身を巡めぐり生命維い持じに直結する血液のエイドスには、たとえ一いつ滴てきであってもその持ち主のプロパティが詳しよう細さいに記録されている高密度の想子サイオン情報体だ。故ゆえに魔法式を投射する際のターゲットとして、極めて適していると言えるだろう」

「……要するに幻獣や化成体とゴーレムの違いは、実体があるか無いかなのね？」

　そろそろ面倒だと思ったのか、真ま由ゆ美みが達たつ也やの説明を本当に一言で要約した。

「今の話を聞くと、実体がある分ゴーレムの方が対処しやすく思えるな」

　将まさ輝きの意見に、達也は軽く、首を左右に振ふった。

「化成体にしろ幻獣にしろ、わざわざ生物の形を与えるという余計な手間を挿はさんでいる点で魔法の使い方としては非効率なものだ。核となる呪じゆ物ぶつを使っていないなら狭い範囲に魔ま法ほう力りよくを集中した領域干かん渉しようで消し去れるし、呪物で虚きよ像ぞうを強化している場合はその核を破は壊かいすれば良い。あるいは単純に虚像を形作る力場を破壊しても良い。物理的に作用する力場なら、物理的な作用で破壊可能だ」

　そんな話をしている内に（喋しやべっていたのはほとんど達也だ）、コミューターは目的地へ近づいた。




　　　　◇　◇　◇




　水み波なみは眠っている光宣みのるの隣となりで静かに本を読んでいた。

　少し熱が高い以外は、光宣の容態は安定している。ホテルでは片付けなければならない家事も無いし、食事やお茶の支し度たくを奪い合う必要も無い。水波は久し振りにのんびりした気分になっていた。

　まだ知り合ったばかりの若い男性──というか、同じ年とし頃ごろの男の子と二人きり。しかも相手は極上の美形だ。中身の方も申し分ない。それなのに何な故ぜこんなに寛くつろいだ気分になれるのか、水み波なみはふと、疑問を覚えた。

　深み雪ゆきで慣れているから、ということはないはずだ。自分は女で、深雪も同じ──とは時々思えなくなるが──女性。光宣みのるは異性だ。感じ方は当然違うはず。

　それにこの前奈良に行ったときも、昨日も、光宣の近くに行くと本当はドキドキしていた。緊張していると、自覚していた。それは決して「九く島どう家のご子息だから」ではない。それは多分、光宣が同年代の異性だからだ。達たつ也やとは違って「男の子」だからだ。

　魔ま法ほうの力量は素晴らしい、を通り越して凄すさまじい。もしかしたら四よつ葉ばの最高傑作である深雪に匹ひつ敵てきするかもしれない。

　外見の非凡さは、今いま更さら言う迄までもない。

　それなのに何故か親近感を覚える。何ど処こか、自分と同じものを感じる。彼に惹ひかれている、光宣を意識している自分を自覚して、その所せ為いで緊張してしまう。

　水波は熱くなった頰ほおを両手で押さえた。妄もう想そうで赤面するなんて恥ずかしすぎる。彼女は頭を冷やそうと、顔を洗いに立った。

　しかし彼女はすぐに最初の姿勢へ戻もどった。本を読んでいた体勢ではなく、光宣の枕まくら元もとに付つき添そう形。いきなり光宣の呼吸が乱れたのだ。

　苦しげに吐はき出だす息は細く、短い。手を当てた額は熱かった。急いでフロントへ医者を頼もうとして、水波の手は空中で止まる。

　光宣は九島家の直系。旧第九研の作品の血を直接受うけ継つぐ者。普通の医者に、診みせても良いのだろうか？

　水波は迷った。光宣の病状は、このまま自分の素人しろうと看病だけで済まされるものではない。だからといって、医者を呼んで良いのかどうか自分では判断できない。

　水波の脳裏に解決策が閃ひらめいた。

　達也に、訊きいてみれば良い。

　水波は慌あわてて情報端たん末まつを取り出し、音声通信機能を立ち上げた。




　　　　◇　◇　◇




　達也が水波からの電話を受けたのは、コミューターを降りた直後だった。

「光宣の様子が？　……そうか。フロントに連絡しなかったのは正解だ。俺おれの方から藤ふじ林ばやしさんに連絡する。……ああ、問題無い。実は、光宣が変調を来きたしたら連絡するようにあらかじめ言われていた。彼女がホテルに向かうことになると思うから、水波は普ふ通つうの看病をしていてくれ。……いや、薬は与えないように。……ああ、それで良い。一人で大変だろうが頼むぞ……ああ、任せた」

　通話を終えた達たつ也やを、深み雪ゆきが間近から心配そうに見上げていた。

　目で彼女を制して、達也は端たん末まつに登録された通話番号を呼び出す。

「藤ふじ林ばやしさんですか？　司し波ばです。実は光宣みのるが体調を崩くずしまして、看病につけている水み波なみはかなり息が苦しそうだと言っています。……ＣＲホテルの×××号室です。……よろしくお願いします」

「今の、響きよう子こさん？」

　横から、これまた心配そうに声を掛けて来たのは真ま由ゆ美みだ。

「光宣くんの具合が悪くなったのですか？」

　妹の問い掛けに、達也は無言で頷うなずいた。

「司波、戻もどらなくても良いのか？」

　将まさ輝きが真ま面じ目めな顔でそう訊たずねる。昨日会ったばかりなのに、彼は本気で光宣のことを案じているようだった。

「身内の方に連絡した。一時間前後でホテルに来てくれるそうだ」

「急病人？　響子さんのお身内？」

　真由美は光宣に会っていない。

「九く島どう家の末の息子さんですよ。ちょっとした縁えんで、京都を案内してもらったんです」

「九島家の末っ子というと、あの光宣くん？　彼は身体からだが弱かったはずだけど」

　真由美が光宣のことを知っていたのは少し意外だった。さすがは十じゆつ師し族ぞく中最も社交性に富むと言われる七さえ草ぐさ家の長女か。

　しかしそんな彼女も光宣の体質のことまでは知らなかったようだ。病弱という情報から、五いつ輪わ澪みおのような体質を想像していたらしい。真由美は澪と親しく付き合っているから、病弱と聞いて澪を連想するのは仕方のないことではあった。

「病弱ではあっても虚きよ弱じやくではないようです。医者でありませんので詳くわしいことは分かりませんが、魔ま法ほう力りよくが強すぎて肉体に過か剰じような負荷がかかっているような感じですね」

「……そんなことがあるの？」

　真由美は半信半疑で首を傾かしげているが、深雪は何事か思い当たったようにハッとした顔を見せた。

「とにかく、藤林さんが駆かけつけてくれるとのことですので、俺おれたちは予定どおり調査に向かいましょう」

　真由美は藤林とも面識がある。去年の横浜以前からの、家と家との付き合いだ。当然、藤林響子と九島家の関係も知っている。

　一方将輝は、藤林のことを知らない。だが余計な詮せん索さくはしないと心得ているのか、何も口出しはしなかった。




　名な倉くらの死体が発見されたのは渡と月げつ橋きようを臨む桂かつら川がわの河原、嵐あらし山やま公園中なか之の島しま地区の側だった。桂川が南へ折れ曲がる直前の、小さな砂州が点在するあたりだ。

　既すでに警察の現場検証は終わっているらしく、達たつ也やたちは問題無く現場に立ち入ることができた。無論、血の跡あとなどは残っていない。エレメンタル・サイトを使って先ほど入手したデータと照合してみれば痕こん跡せきを見つけることは可能だったかもしれないが、達也はそんな無む駄だなことをするつもりはなかった。

「ここですか？」

「ええ」

　将まさ輝きの問いに、真ま由ゆ美みが頷うなずく。将輝は捜そう査さに対して随ずい分ぶん前向きだ。

「この勢いなら、上流から流されたということもなさそうですね」

　深み雪ゆきが達也を見てそう言う。どうやら妹は、刑けい事じや探たん偵ていの適性は乏とぼしいようだ、と達也は思った。

「ああ、その可能性は無いだろう」

　達也はそう答えただけで、このあたりには血の跡が飛び散っていたらしいから、とは言わなかった。

「司し波ば、どういう状じよう況きようだったと思う？　被害者の名倉さんがここに立っていて犯人が近づいて来たのか、犯人が先に来ていて名倉さんが近寄っていったのか」

「分からない」

　将輝の問いに、達也は即答する。

「考えても結論は出ないだろう。そもそも名倉さんと犯人が待ち合わせをしていたのか、名倉さんが犯人に一方的に襲おそわれたのか、それも分からないんだ」

「……確かに」

　将輝は無用な反発を見せることなく、達也の意見に頷いた。

「お兄様、これからどういたしましょうか」

　深雪に問われて、達也は真由美に目を向けた。

「周まわりを調べてみたいのですが、構いませんか？」

　唐とう突とつな申し出に真由美は少し驚いた様子だったが、

「ええ、付き合ってもらっているのは私の方だし、達也くんに何か考えがあるのなら私はついていくわ」

　そう言って頷いた。




　達也は桂川のこちら側ではなく、渡月橋を渡って上流へと向かった。と言っても保ほ津づ峡きようまで遡さかのぼるのではなく、そのずっと手前の嵐山公園亀かめ山やま地区、小お倉ぐら山やま南東部丘きゆう陵りよう地ちを登っていく。

　達也が向かっているのは清きよ水みず寺でら参道の豆とう腐ふ料理屋で出会った古式魔ま法ほう師しから入手した手掛かりの地、周しゆう公こう瑾きんが潜せん伏ぷくしていたという場所だ。彼はそのことを真由美に教えていないが、彼女は文句も言わず達也についていった。

　もう秋も大分深まっているので、真由美もそれなりに厚着で足元もサンダルということはない。だがパンツルックにスニーカーの深み雪ゆきと違って、真由美は裾すその広がった長めのスカートにヒールのあるローファーだ。パンプスを履はいてこなかっただけ何をするか理解していたと言えるが、それでもアップダウンの多い小ハイキングコースを歩く格好ではない。

　必然、四人の足取りはゆっくりしたものになる。

　公園の坂を登り切ったところに「竹林の道」という案内板があった。達也は迷わずそちらへ向かう。その迷いの無さが、真由美に軽い違和感をもたらした。

「ねえ、達也くん」

「何でしょう。少しペースが速すぎましたか？」

　真由美に声を掛けられて、達也が足を止める。将まさ輝きと深雪も一いつ緒しよに立ち止まった。

「そうじゃないけど」

　言われてみて、真由美は自分の息が結構上がっていることに気づいた。達也と将輝は分かるとして、深雪まで息を乱していないことに彼女は何とも言えない理り不ふ尽じんを覚える。だが涼すずしい顔でそんな素そ振ぶりは見せない。真由美はこういうところで結構意地っ張りだ。

「達也くん、何ど処こか当てがあるの？　さっきからどちらに行こうか迷っている様子が無いけど」

　指し摘てきを受けて、自分の態度が不自然なものであることに達也は気づいた。確かに真由美の言うとおりだ。

　不ふ審しん感かんを懐いだかせる真ま似ねを自分がしてしまったのだから、誤ご魔ま化かし続けるのが得策とも思われない。だからといって、真由美まで巻き込んでしまうのは何となく躊躇ためらわれた。同じ十じゆつ師し族ぞくの直系と言っても、光宣みのるは最初から関係者、将輝は普ふ段だんから接点もないので巻き込んでも後に引かない。だが真由美は中ちゆう途と半はん端ぱに親しい相手だ。自分の事情に巻き込んで怪け我がをさせでもしたら、とんでもなく厄やつ介かいなことになりそうな気がする。無いとは思うが、「責任を取れ」などと言われようものなら、借りを作りたくない相手の力を借りなければならない羽は目めに陥おちいるかもしれない。あくまでも自分が真由美に力を貸しているという体てい裁さいを、達也は崩くずしたくなかった。

　何と言って誤魔化そうか。

　彼は少しだけ、悩んだ。

　少しだけというのは、長時間悩む必要がなかったからだ。

「お兄様！」

　深雪が領域干かん渉しようを広げる。

　彼らに向かって飛んで来た鬼おに火びが、深雪の対たい抗こう魔ま法ほうに吞のまれて消えた。古式魔法の「鬼火」は物理的な炎ではなく、接せつ触しよくした物に火をつける可視化された魔法だ。深雪の領域干渉を突とつ破ぱすることはできない。

　それが相手にも分かったのか、次は風の刃が襲おそい掛かかる。だが結果は同じだ。それが真空の刃であっても圧縮空気の刃であっても、その状態を維い持じする魔ま法ほうを作用させ続けなければならないのだから、強力な領域干かん渉しようの下では霧む散さんしてしまう。

「一いち条じよう！」

「任せろ！」

　達たつ也やが前、将まさ輝きが後ろ。二人はすぐさま、深み雪ゆきと真ま由ゆ美みを間に挟はさんで守る陣じん形けいを取った。

　左右の竹林から深雪目掛けて細い紐ひもが伸のびる。青、赤、白、黒、黄の五色で編まれた組紐。

　それを達也は深雪に届く前に摑つかみ取とった。

　キャスト・ジャミングに似たノイズが組紐から伝わってくる。

（密教系古式魔ま法ほう師しが使う羂けん索さくか！）

　キャスト・ジャミングのように魔法発動を阻そ害がいする想子サイオンのノイズを空間に散布するのではなく、この組紐を相手に巻き付け、紐を通してノイズを直接流し込むことで効果的に相手の魔法発動を封ふうじる技術だ。

　達也は羂索そのものを分解せず、送り込まれてくるノイズのみを分解した。そして両手に摑んだ紐を力一杯引っ張る。

　達也は力が強いといっても、人外じみた怪かい力りきを誇るわけではない。本来なら、片手ずつで一度に二人の人間を引きずり出すほどの腕力はない。だが彼らは思いも寄らない方法で自分たちの魔法を破られて呆ぼう然ぜんとしていた。達也にその隙すきを突つかれて、隠かくれていた場所から引っ張り出されたのである。

　達也の方にも油断はあった。彼は今いま更さらのように、他の人影が消えていることに気づいた。おそらく、自分たちに触れないように結けつ界かいが張られたのだろう。達也たちを結界で包み込むのではなく、道の前後に侵しん入にゆうを禁じる壁を作って人ひと払ばらいをしたのだ。

　だが人目を気にしなくて良いのは、達也たちにとっても好都合だった。




　将輝と真由美に伸びる羂けん索さくを、将輝の起こした突とつ風ぷうが押おし戻もどす。

　風そのものは魔法の結果であって魔ま法ほう式しきは魔法発動を阻害する羂索の影響を受けていない。

　竹林が激しくざわめき、竹の葉が風に舞まう。

　真由美が魔法を行使した。得意魔法「魔ま弾だんの射手」の原形である、ドライアイスの雹ひようを降らせる魔法、「ドライ・ブリザード」。

　空気中の二酸化炭素濃度は三百五十ｐｐｍから四百ｐｐｍ。一万分の三から一万分の四。ありふれているようでいて、実はごくわずかしか含まれていない。しかしこの数字は、対流圏けん一万メートルまでに限ってみても、二酸化炭素だけで一気圧下において二メートル前後の層ができるという意味でもある。

　空気の成分は大気中に均等に分布している。魔法によってその分布を偏かたよらせると、これを是ぜ正せいしようとする作用が世界──自然界と言い換えても良い──からもたらされる。ある狭いエリアに特定の気体成分、この場合二酸化炭素を集めると、その周まわりの二酸化炭素の濃度が低下する。世界はこれを是正する為ため、気体分子の連れん鎖さ的な入れ替えにより気流を発生させることなく濃度が低下したエリアに二酸化炭素分子を送り込む。

　魔ま法ほうでドライアイスを作る、その為の二酸化炭素収束プロセスでは、ミクロ的に見れば音速を超こえた気体分子の運動による入れ替えが連鎖的に発生しているのだが、この現象の興味深い点は、起点となる事象改変を起こしている魔ま法ほう師しは大気レベルのマクロ的な気体分子の構成変化に関与していないということだ。ごく狭いエリアにドライアイスの原料となる二酸化炭素を一方的に収束するだけで、世界は魔法による事象改変の影響を打ち消す為に不足する原料を調達してくれるのである。

　こうして作り出されたドライアイスの雹ひようが竹林に降り注ぐ。その速度は音速に遥はるか及およばぬ時速五百～六百キロ。弾だん丸がんも鉛なまり弾だまに比べれば随ずい分ぶん軽い。だが魔法で固められた弾たまが人の皮ひ膚ふと肉を貫つらぬくには十分な速度だ。

　竹林の中から六人の男があたふたと転がり出てくる。重傷を負っている様子が無いのは、ドライアイスの銃じゆう弾だんから魔法で身を守ったのだろう。それでも手足に何ヶ所も血が滲にじんでいた。




　一方、達たつ也やに引きずり出された二人の魔法師は、すぐさま寒波の犠ぎ牲せいになった。身体からだを凍こおらせるのではなく体温を身体の内外同時に低下させ冬眠状態に落とす深み雪ゆきの魔法。人殺しに抵てい抗こうがある妹の為に、達也が苦労して起動式に威い力りよくのリミッターを記述した魔法だ。

　達也が手刀を振ふる、動作に合わせて水平状に分解魔法を放つ。今回彼はシルバーホーンを持って来ていない。代わりに腕輪形態の特化型ＣＡＤを両手首に巻いている。照準補助用のアンテナをブレスレットに何本も仕込んで連動させることにより、銃じゆう身しんに比べて短い照準補助用アンテナの機能を補っていた。

　コマンドの入力は胸にぶら下げた完全思考操作型ＣＡＤ。これは彼が両手を空けたまま魔法を行使する為に試し行こう錯さく誤ごしている新しいスタイルだった。

　もっともこの距離なら、達也は照準補助どころかＣＡＤ無しでも分解魔法を正確に当てることができる。彼の狙ねらい通り、人がしゃがんでいる想子サイオン像の頭のすぐ上で竹が切り落とされる。観光地としては打だ撃げきかもしれないが、そこは目を瞑つぶることにした。

　目を瞑っていられないのは正体を見抜けない威い嚇かく攻こう撃げきを受けた伝統派の魔法師たちだ。彼らは今の攻撃がわざと外されたものであることを理解していた。今の無差別攻撃を前にして、隠かくれている意味は無い。

　覚かく悟ごを決めたのか自や棄けになったのか、竹林から道に出てきた人数は四人。最初に仕留めた二人、後方の六人を足して合計十二人は、達也が不意討ちに気づいてからスキャンした人数に一人足りない。

「一いち条じよう」

「こっちは任せろ！」

　将まさ輝きの実力は達たつ也やも良く知っている。最初から心配はしていなかったが、やはり問題無いようだ。達也は前の四人を先に片付けることにした。




　将輝の見ている前で、六人の魔ま法ほう師しが印を結んだ。相手は密教系の古式魔法師と分かっている。だからその予備動作に戸と惑まどいは無い。

　背後で起動式が展開される気配がした。真ま由ゆ美みが魔ま法ほうの発動態勢に入っているのだ。

　将輝も真由美の実力は良く理解している。

　十じゆつ師し族ぞく、七さえ草ぐさ家の長女。ライバル・一高の元生徒会長で、遠距離精密射しや撃げき魔法の天才。

　だが将輝は真由美に戦わせるつもりはなかった。

　先ほどのドライ・ブリザード。あの魔法はわざと威い力りよくが落としてあったと将輝には見ただけで分かった。

　手加減をした結果、相手の無力化に失敗している。敵の燻いぶり出だしには成功しているが、これは将輝に言わせれば相手が間ま抜ぬけだっただけだ。

　あるいは、戦い慣れていないのだろうか。古式魔法師が現代魔法師の正面に姿を曝さらすなど下策と言うべきだった。

　古式魔法は現代魔法にスピードで劣おとる。

　これは動かしがたい事実だ。

　密教系の古式魔法師はこの事実を肯がえんじず現代魔法に速度で匹ひつ敵てきする発動技術を懸けん命めいに開発しているとは聞いている。元々密教系魔法には一いち字じ咒しゆと呼ばれる高速化技術があり、その発展形の開発に取り組んでいるとは耳にしている。

　だが、それでも現代魔法のスピードを凌りよう駕がするのは不可能だ。現代魔法は超能力と魔法を融ゆう合ごうさせて作り出された、最速化した魔法なのだから。

　将輝はそう考えていた。

　しかし。

「カン！」

　将輝が愛用の拳けん銃じゆう形態ＣＡＤを向けるのと、古式魔法師が一言そう叫ぶのは同時だった。

　その直後、

　将輝の魔法が発動するよりも早く、

　術者の右手が一いつ斉せいに燃え上がった。

「何ぃ!?」

「何なの、これっ!?」

　幻げん影えいとは思えない。いや、幻影ではない。ゆったりと作られた男たちの服が真っ先に燃えている。右手の肘ひじから先は早くも黒く炭化し、タンパクの焼ける嫌いやな臭においが将まさ輝きと真ま由ゆ美みの鼻をつく。

「うっ……！」

　真由美が口を押さえた。その光景よりもその臭いに吐はき気けを催もよおしたようだ。

　驚きよう愕がくに囚とらわれた将輝はＣＡＤの引き金を引くことを忘れて、その光景を凝ぎよう視ししていた。

　燃え続ける右手から、炎で作られた剣が出て来るまでは。

　渦うず巻まく炎が竜りゆうのように纏まとわり付く諸もろ刃はの直剣、の形をした炎。

　もしこの場に幹みき比ひ古こが居たら、その剣をこう呼んでいたに違いない。

　俱く利り伽か羅ら剣けん、と。

　剣を構えた男が二人、突つっ込こんで来た。

　四人全員、一いつ斉せいでなかったことに疑問を覚えながら、将輝は右手の赤い拳けん銃じゆう形態の特化型ＣＡＤを投げ上げ、右手で左手首の汎はん用よう型ＣＡＤを操作して運動ベクトル反転障しよう壁へきをその進路上に作り出した。

　だがその障壁は、古式魔ま法ほう師しが無造作に一ひと振ふりした炎の剣に切きり裂さかれた。

　俱利伽羅剣は降ごう魔まの利り剣けん。『魔』を切り裂く剣つるぎだ。それを転じて、魔法により改変された事象を切り裂く能力を付与されているのか。

「馬鹿なっ！」

　障壁が霧む散さんしていくのを感じながら、将輝は思わず叫んでいた。

　目の前で剣が振り上げられる。

　横よこ殴なぐりの突とつ風ぷうが二人の術者を襲おそいその体勢を崩くずす。

「一いち条じようくん、魔法は斬きられる！」

　その舌足らずなセリフにも拘かかわらず、将輝は真由美の警告の意味を理解した。今の突風は事象改変により引き起こされた自然現象。魔法そのものではなく、その結果として発生した現象だ。それならばあの炎の剣の効果は及およばない。

　将輝は落ちてくる赤いＣＡＤのグリップを右手で摑つかんだ。

　起動式のセレクターを操作し、引き金に指を掛ける。

　右手が随ずい分ぶん細くなっている──焼け落ち掛けているのだろう──六人の術者が、炎の剣を掲かかげ今度は一斉に押し寄せてきた。

　よく見ればその顔には苦く悶もんの表情が浮かんでいる。

　将輝はこの術式が、本人の意思によるものではないと理解した。

　──この魔法師たちも、操り人形だ。

　──糸で四し肢しを操る代わりに魔法で意思を操られたマリオネット。

　将輝は赤いＣＡＤを押し寄せる六体の肉人形に向けた。

　──直接作用する魔法は斬られる？

　──俺おれの『爆ばく裂れつ』は、そんなお粗そ末まつなものじゃない。

　将まさ輝きは続けて六回、引き金を引いた。

　人形たちが、炎の剣を身体からだの前に翳かざす。それは魔ま法ほう的な防ぼう御ぎよの構えか。

　それが結局何だったのか、将輝にも真ま由ゆ美みにも分からなかった。

　何な故ぜなら、何の意味も無かったからだ。

　肉人形に墜おとされた古式魔ま法ほう師しの足が、

　爆はぜる。

　赤い花が咲く。

　気化した血けつ漿しように含まれていた赤血球が破れた皮ひ膚ふから散って空中に花を咲かせているのだ。

　将輝は『爆裂』の範囲を調節し、相手を殺さずに無力化するテクニックを身につけていた。

　間髪入れず、次の魔法師の片足が爆ぜる。

　爆ぜる。

　爆ぜる爆ぜる爆ぜる。

　六輪の赤い花が咲き、すぐに風に紛まぎれ散っていく。

　片足が無残に弾はじけ、六人の術者が地に倒れる。

　その激痛に魔法が破れたのか、六人の手から炎が消える。

　右腕は肘ひじから先が炭化し、ほとんど残っていない。

　片足は血管という血管が破は裂れつし、筋肉と皮膚がずたずたになって白い骨までのぞいている。

　その凄せい惨さんな光景に、真由美が口を押さえた。

　吐はかなかったのは十じゆつ師し族ぞく直系の意地か、淑しゆく女じよとしての見み栄えか。

　彼女に背中を向ける将輝の顔には、迷いも悔くいも浮かんでいなかった。




　達たつ也やの前でも同じ現象が起こった。

　四人の術者の右腕が燃え上がる。

　違ったのはその先だ。

　その腕を白い冷気が瞬しゆん時じに覆おおう。

　炎はその冷気に抗あらがうが、冷気は熱を喰くらい焼けた皮膚を氷で覆っていく。

　魔まを焼やき尽つくすはずの炎が、圧倒的な『魔』の力に屈くつしたのだ。

　言う迄までもなく、深み雪ゆきの魔法。

　精神そのものを凍こおりつかせる深雪にとって、外から押し付けられた魔ま法ほう式しきを氷結させる程度のことは然さして難しくもなかった。

　達也が男たちの足を指差す。

　四人の大だい腿たい部が一いつ斉せいに血を噴ふいた。

　ひっくり返り、のたうち回る魔法師たち。その激痛がノイズとなって、操り糸を震ふるわせる。

　震しん動どうが逆方向に伝でん播ぱしていく。

（そこか）

　達たつ也やは竹林の中を横目で見て、声に出さず呟つぶやいた。

　霊子プシオンの乱れが想子サイオンの糸を震ふるわせた。

　想子サイオンの波ならば、達也の「眼」を逃のがれられない。

　茂しげみの中に右手の指を向ける。

　頭上に落ちてくる蜘く蛛もは左手で払はらう。

　実体を持たない蜘蛛が霧む散さんするのと、茂みの中から絶叫が聞こえてきたのは同時だった。

「まだ少しぎこちない感じだ」

　達也が漏もらした独ひとり言ごとは、シルバーホーンに代えて試している腕輪形態特化型ＣＡＤ「シルバートーラス」（トーラスは牡牛座Taurusではなく円環torusの意味）の試作品プラス完全思考操作型ＣＡＤの組合せの手て応ごたえについてだ。

「スムーズに使いこなしていらっしゃるように見えましたが」

　それに対して深み雪ゆきが逆の評価を述べる。

　二人とも、目の前に転がる六人や茂みの中で聞こえた悲鳴の主については何も心配していなかった。達也は痛みに耐たえきれず気絶した方術士の「存在」を逃さず捕ほ捉そくしていたし、深雪は兄が一度捕とらえた獲え物ものを逃がすはずがないと信じていたからだ。




　達也が茂みの奥おくから引きずってきた方術士を路上に投げ捨てる。その男はかなりの高齢、少なくとも六十歳以上に見える。

　方術士は乱暴に引きずられた所せ為いで意識を回復していた。腰のあたりに自分で長い針を刺したのは、太ふと腿ももを撃うち抜ぬかれた痛みを遮しや断だんする為ためらしい。鍼しん灸きゆう術の一種なのだろう。

　方術士が行ったのはそれだけで、抵てい抗こうする素そ振ぶりは全くない。何か魔ま法ほうを使おうとした瞬しゆん間かん、再びあの激痛が襲おそってくると理解しているようだ。潔いさぎよいと評するべきか、諦あきらめが良いと評するべきか、判断に迷うところだ。

「達也くん、一いち条じようくん、これからどうするべきだと思う？」

　達也と将まさ輝きが顔を見合わせる。

　先に口火を切ったのは将輝だった。

「本来であればこの男を訊じん問もんすべきなのでしょうが」

　そう言って将輝は、ふてくされた顔で道に座り込んだ方術士の老人を見た。襲しゆう撃げき者しや一味の中で意識を保っているのはこの老人だけだった。

「素直に答えるとは思えませんし、彼らを倒したことで古式魔ま法ほう師しが張っていた結けつ界かいも無くなっているはずです」

「人が来る……ということね？」

「そうです。彼らに怪け我がを負わせたところまでは正当防衛を主張できると思いますが……。右腕を焼いたのは彼ら自身ですし」

「でも訊じん問もんまでは私人として認められない。下へ手たをすれば拷ごう問もん……不当逮たい捕ほ、脅きよう迫はく、暴行の容疑で私たちが警察に逮捕される恐おそれがある、ということね」

「そう思います」

「……達たつ也やくんはどう思うの？」

「お二人が逮捕されることは無いと思いますが、他は同感ですね。それよりも大人しく警察に引き渡した方が賢けん明めいではないでしょうか」

　眉まゆを顰ひそめ口をへの字に曲げて考え込んでいた真ま由ゆ美みが、諦あきらめたようにため息を吐ついた。

「警察に来てもらいましょう」

「先せん輩ぱい、わたしが警察に連絡いたします」

　そう言いながら、深み雪ゆきは既すでに情報端たん末まつを取り出している。

「深雪さん、お願いするわね」

　深雪が警察に電話を掛け、真由美と将まさ輝きの目が深雪に向けられている。

　彼らは達也が地面に転がる密教系古式魔ま法ほう師しをじっと見み詰つめていることに気づいていない。

　それでいながら達也の目が負傷者の上に焦しよう点てんを結んでいないことに、真由美も将輝も気がつかなかった。




　　　　◇　◇　◇




　結局、達也たちの嵐あらし山やま探たん索さくは警察の事情聴ちよう取しゆで一日が終わってしまった。

　傷があまりにも酷ひどかった所せ為いだろう。七さえ草ぐさと一条の名を以もつてしても、なあなあで済ませることは警察にもできなかったようだ。

　事件を担当した刑けい事じが十じゆつ師し族ぞくに非好意的な人物だったという巡めぐり合あわせの悪さも災いした。

　魔ま法ほう犯罪を担当する刑事はそのほとんどが魔法師だが、現代魔法師ばかりとは限らない。東京圏けんのように現代魔法の勢力が強い地域は警察官も現代魔法師が圧倒的に多い。だが京都のように古式魔法師が一定の勢力を保っている地域では、半々の割合か、むしろ古式魔法師の方が多いという構成になる。

　達也たちの事情聴取を行った刑事は、陰おん陽みよう道どう系の古式魔法師だった。密教系でなかっただけまだマシな気もするが、十師族に対する反感が取り調べに影えい響きようしたのは否いなめない。過か剰じよう防衛をしつこく疑われ、精神的にかなり消しよう耗もうしてしまった。真由美も将輝もこのくらいのことでキレるほど柔やわではないが、もう少し沸ふつ点てんの低い性格なら惨さん事じが発生したかもしれなかった。

　なお達也は、彼にも過剰防衛の疑いを向ける刑事に対して深雪が暴発するのを抑おさえるのに手一杯だった。

　ようやく警察署から解放され、著しく下がったテンションで達たつ也やがホテルに戻もどると、部屋で藤ふじ林ばやしが待っていた。──なお将まさ輝きは金沢に戻もどると言ってバイクで駅に向かった。バイクごと乗車できる遠距離電車を使うのである。真ま由ゆ美みは空き室があったので、このホテルのシングルをとっている。

「達也くんも深み雪ゆきさんも、何だか疲れた顔をしているわね」

　軽くあいさつを交わした後の、藤林の実質最初のセリフがこれだった。

「警察に引き留められまして」

「警察？　一体何をしたの？」

「その件は後で詳くわしくお話しします。それよりも光宣みのるの具合はどうなんですか？」

　藤林の前に座って、達也がそう訊ねる。深雪も兄の隣となりに座って藤林を見み詰つめる。

　光宣は眠っていた。その寝顔を見る限り、落ち着いているように見える。

「薬が効いて眠っているわ。さっきまでかなり苦しそうだったけど」

　藤林が顔を曇くもらせて答えた。その表情からするに、「少し調子を崩くずした」程度ではなかったことが分かる。

「……ねえ、達也くん。一つお願いがあるんだけど」

「何でしょう」

　達也が藤林に問い返す。

　彼女は微び妙みように目を背けたまま、中々答えようとしない。

　藤林が「お願い」の具体的な内容を話したのは、時計の長針が一回りした後だった。

「光宣くんの身体からだのことなんだけど」

　達也は無言で藤林の言葉に耳を傾かたむけている。





「この子は、医学的には健康体なのよ。免めん疫えき系にも神経系にも、何の異常も無いの。何な故ぜこんなに病気に罹かかりやすいのか、原因が分からないってお医者様は言っているわ」

「少しよう尉いは俺おれに、医学的な知識をお求めなのではありませんよね？」

「それでしたら山やま中なか先生に相談します」

「確かに。では、何を？」

「私は……私だけでなく藤林家の抱かかえている研究者も同じ意見なんだけど、光宣くんが病気がちな原因は、想子サイオン体にあるんじゃないかと思うの」

　想子サイオン体。それは肉体の情報を記録したエイドスの様々な名称の内の一つであり、肉体と重なって存在している。一説では、古くから幽体と呼ばれていたものの正体ではないかと言われているが、そこはまだ議論が分かれている。

　想子サイオン体は肉体と連動している。肉体を意思で制御する訓練を積んだ人間は、神経パルスによらず想子サイオン体をコントロールすることで神経伝達速度を超えて肉体を動かすことができる。また内臓と連動している情報部分をコントロールすることで、内臓機能の修正、強化も可能だ。想子サイオン体の不調が原因で肉体に変調を来きたしているというのは、達たつ也やたち魔ま法ほう師しにとって違和感の無いアイデアだった。

「それで、俺おれは何をすれば良いんですか？」

　想子サイオン体が肉体に影えい響きようを与える。それは魔法師にとってポピュラーな考え方だ。ポピュラーであるということはそのことについて研究している者も多いということでもある。藤ふじ林ばやし家の研究者というのもその一人だろう。あえて自分に頼まなければならないことがあるとは、達也には思えなかった。

「……光宣みのるくんの想子サイオン体を『視て』欲しいのよ。貴方あなたのエレメンタル・サイトで」

　達也が意外感に目を見張る。達也だけでなく、隣となりで黙って話を聞いていた深み雪ゆきも目を丸くしている。

「私の知る限り、想子サイオン情報体を分ぶん析せきすることに掛けて……達也くん、貴方の右に出る者はいないわ。光宣くんの体質を治して欲しいなんて言うつもりは無いの。ただ、原因だけでも分からないかしら」

　それは、分かるかもしれない。達也の能力を知っている彼女がそう考えるのも不自然ではない。だが……、

「藤林少しよう尉い。俺にそこまで深く『視せる』ということが何を意味しているのか、ご理解なさっていますか？」

　達也の眼は「それが何で出来ているのか」の情報を読み取る。

　何が材料で、どうやって作られているのか。

　何が原因で、今の結果があるのか。

　彼の「眼」は構造情報を読み取る眼であり、因果を読み取る眼だ。その彼の「眼」に視せるということは、九く島どう光宣という人間の「ルーツ」を見せるという意味に等しい。

「お願い。責任は、私が取ります」

「……分かりました」

　そんな責任など、誰にも取りようはない。それが分かっていて、達也は頷うなずいた。

　藤林にだってそんなことは分かっているはずだ。取れない責任を取ると約束する。彼女が何な故ぜそこまで精神的に追おい詰つめられているのか達也には分からない。ただ、過去に遡さかのぼるのではなく今の状態を視るだけなら、彼にデメリットはないのだ。藤林には色々と世話になっていることでもあるし、そこまで望むなら叶かなえてやろうと達也は思った。

　眠っている光宣に「眼」を向ける。薬の効果で眠っているのなら、向けられた「視線」に気づいて抵てい抗こうするということもないだろう。達也がそう思ったとおり、光宣の想子サイオン体へのアクセスはスムーズに進んだ。

「お兄様!?」

　時間にすれば一秒にも満たなかった。だが深雪の声によって現実に引ひき戻もどされた時、達也の額には脂あぶら汗あせが浮いていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。心配は要らない」

　そう言って、妹に笑顔を向ける。

　深み雪ゆきはホッとした表情を浮かべてすぐ立ち上がり、小走りにバスルームへ向かった。戻もどって来た彼女の手には濡ぬれタオルが握にぎられていた。

「自分でやるよ」

「いいえ、お兄様。深雪にやらせてください」

　言い争うことでもない。達たつ也やは深雪が顔の汗あせを拭ぬぐうのに任せた。

「……達也くん、どうだった？」

　顔の汗を拭ふき終えた達也に藤ふじ林ばやしが訊たずねる。

　達也は藤林に、否いな、九く島どう家に言いたいことが、今の一瞬で山のように出来ていた。彼は光宣みのるのルーツを見ることで、その出生の秘密を知ってしまっていた。

　だがその全すべてを吞のみ込こんで、達也は訊きかれたことにだけ答えた。

「予想どおりです。俺おれは光宣が病弱でありながら虚きよ弱じやくでないという話を聞いた上で彼の強大な魔ま法ほう力りよくを目にした時から、想子サイオンの圧力が強すぎて身体からだが耐たえられないのではないかと考えていました」

「つまり、魔法力が強すぎてそれが身体に変調をもたらしているということ？」

「想子サイオン体はその人間が保有する想子サイオンの容器です。想子サイオンの圧力は物理的な気体の圧力と同じで、容器内の想子サイオン量と想子サイオンがどのくらい活発に活動しているかによって決まります。光宣の場合は、想子サイオンが魔ま法ほう師しとしても桁けた違ちがいに激しく活動していました」

「想子サイオンの圧力で、想子サイオン体が破損しているということ……？」

「少し想像しにくい部分なんですが、想子サイオン体は無数に分ぶん岐きした細いパイプを束ね、折り曲げて、肉体と同じ情報の形を作っています。そのパイプの中を流れる想子サイオンの圧力でパイプの一部が破れ、その破損が肉体にフィードバックされているのではないかと思います」

　藤林が悲鳴を上げ掛けた。だがそれより先に達也が言葉を重ねる。

「幸いと言って良いものかどうか、破れたパイプも、破れる原因となった想子サイオンと同じもので出来ています。想子サイオンが活発に活動しているということは、想子サイオン体の修復も活発に行われているということなんです。想子サイオン体の破損と修復が短いサイクルで行われている。それが光宣の体質の原因ではないかと思います」

「壊こわれたままじゃないのね……」

「修復力はむしろ平均的な魔法師よりも上だと思いますよ」

　藤林の顔に安あん堵どの色が浮かぶ。だがすぐに彼女の美び貌ぼうは憂うれいに曇くもった。

「でも、どうすれば良いのかしら……」

「直接的には想子サイオンの活動を抑おさえれば良いんですが、それは魔法師としての能力に枷かせをはめるということです。魔ま法ほう力りよくの低下は本人もご家族も望まないでしょう。となれば、想子サイオン体の強度を上げるのが唯ゆい一いつの解決方法でしょうね」

「どうやって？」

「そこまでは分かりません」

　藤ふじ林ばやしが項うな垂だれて表情を隠かくした。おそらく、面に浮かぶ葛かつ藤とうを見られたくないのだろう。

　光宣みのるの健康を第一に考えるなら、魔法力を制限するのが確実だ。だが魔法は光宣の拠より所どころであり、優れた魔ま法ほう師しであることが彼のアイデンティティだ。

　魔法力を制限して健康な身体からだを手に入れて、それで光宣が幸せになれるとは達たつ也やにも思えない。だからといって一年の四分の一を病びよう床しようで過ごす生活は、本人以上にそれを見ている家族が辛つらいに違いなかった。

「……ありがとう。そこまで分かれば十分よ。あとは専門家に相談してみるわ」

　藤林は項垂れたままそう言った。




　光宣が目を覚ましたのは、それからおよそ三十分後だった。その頃ころには藤林もすっかり復調していた。あるいは、光宣に酷ひどい顔は見せられないと頑がん張ばったのかもしれない。

「光宣、気分はどうだ？」

「ご迷めい惑わくをお掛けしました」

　そう訊たずねる達也に対して、光宣が深々と頭を下げた。否いな、下げようとした。

　だがその動作は、光宣の目の前に翳かざされた達也の掌てのひらで中断する。

「頭を下げる必要はない。不ふ摂せつ生せいで体調を崩くずしたのならともかく、光宣の場合は体質だろう？　お前が悪いんじゃないんだ。自分の責任でもないのに頭を下げるのは賛成できない」

　達也の声はかなり強い。これは宥なだめる、慰なぐさめるというより、たしなめる口調だ。達也は「罪悪感を持ちすぎるな」と光宣を叱しかって、そうすることで激げき励れいしているのだった。

「すみません……いえ、ありがとうございます」

　光宣が達也に目礼する。

　今度は達也も、何も言わなかった。

「それじゃあ、達也くん」

　さっき聞きそびれた警察の話を聞かせてくれる、と藤林が言い掛けたところで、

「ただいま～。達也くん、深み雪ゆき。早いね。あれっ、藤林少しよう尉いさんだっけ」

「藤林少尉さんだって？　あっ、ちわっす。達也、先に戻もどってたんだな」

「ただいま、達也。えっと、藤林少尉さん、ご無ぶ沙さ汰たしています」

　論文コンペ会場に行っていた幹みき比ひ古こたちが戻って来た。彼らは一様に、藤林がいることに意外感を示した。

「今日は軍務じゃないので、少尉は止めていただけますか。藤林、で結構ですよ」

　その驚きを藤ふじ林ばやしは「大人の笑顔」で受け止める。エリカは同性だから当然として、レオも平気な顔をしていた。残る一人は、普ふ通つうの青少年的な反応を示した。ここに美み月づきがいなくて幸いだった、かもしれない。

　エリカが光宣みのるの寝ている布ふ団とんの反対側に座った。深み雪ゆきの優ゆう雅がなたたずまいに対して、エリカは端たん正せいな正座姿で、趣おもむきは違うが同じように絵になる姿だ。

「光宣くん、具合はどう？」

「そ、その、もう大だい丈じよう夫ぶです。ご心配をお掛けしました」

　確かにエリカは美少女だが、客観的に見れば光宣の方が顔は整っている。それなのに親しげな笑顔で話し掛けられて動どう揺ようしているさまは、年相応で可愛かわいいものだった。一つには、エリカのように良く言えばフレンドリー、悪く言えば馴なれ馴なれしい態度をとる同じ年とし頃ごろの女の子が彼の周まわりにはいなかったという事情もあると思われる。

「そっか」

　エリカもＴＰＯを弁わきまえたのか、光宣の見せた初う心ぶな反応をからかったりはしなかった。

　達たつ也やが部屋の中央に向けて座り直す。深雪も達也の隣となりに躙にじり寄よって兄に倣ならう。藤林が光宣の隣に移動し、代わりに水み波なみが深雪の隣に移る。エリカが達也の正面に移動し、レオと幹みき比ひ古こも腰を下ろす。こうして一同は車座を作った。

「今日の成果について情報を交換しよう」

「僕から話すよ」

　達也の言葉に頷うなずいて幹比古が説明を始める。

「と言っても、話せることはほとんど無いんだけどね。不ふ審しん者しやが隠かくれていそうな場所は見つからなかった。式神にも反応無し。それに昨日のことがあった所せ為いか、警察の魔ま法ほう師しが大勢巡じゆん回かいしていた。あれならたとえ外国の秘密機関でも、去年のようなことは起こせないんじゃないかな」

「お前たちが身体からだを張ってくれたお蔭かげで、論文コンペの安全が確保されたというわけか」

「身体を張ったって……まあ、そうとも言えるけど」

　幹比古が得とく心しんいかないという顔をしている横で、エリカとレオが「身体を張るのはあんたの役目よね」「何をぅ！」といつもの掛け合いをしていたが、誰だれも注意しなかった。

「というわけで、論文コンペの下調べとしては成果があったけど、外国人工作員の捜そう索さくの方は進展無し」

「昨日捕つかまえた連中だけで成果としては十分だろう。ヤツらのアジトに警察の手が入っているようだし、そちらは官憲に任せておけば良い。工作員の捜そう査さだって、本来は警察の仕事だ」

「お兄様、それを言っては身みも蓋ふたもありません」

　深雪のツッコミをきっかけに、レポーターが達也に交代する。

「こっちは小お倉ぐら山やまの麓ふもとで襲しゆう撃げきを受けた」

「小お倉ぐら山やまの麓ふもとというと、嵐あらし山やま公園亀かめ山やま地区ですか？」

　光宣みのるの問いに頷うなずくジェスチャーで答え、達也は説明を続けた。

「襲しゆう撃げき者しやの人数は十三人。密教系古式魔ま法ほう師しが十二人と、亡命方術士が一人。全員警察に引き渡してきた」

「達也くんに深み雪ゆきに一いち条じよう家の跡あと取とりなら当然の結果ね。人数がその十倍でも敵かなわないわ」

「そんなに楽な相手でもなかった」

　エリカの言葉に苦笑し、達也はふと、先ほど疑問に感じたことを思い出した。

「幹みき比ひ古こ、襲撃者は蛇へび、または竜りゆうが巻き付いている諸もろ刃はの直剣を炎で作り出していたんだが、どういう術式か分かるか？」

　いきなり質問されて幹比古もすぐには反応できなかったが、それでも十秒程度で答えは出た。

「……それは『俱く利り伽か羅ら剣けん』だね」

「不動明王が持っているという剣か？」

「そうだ。不動明王の降ごう魔まの利り剣けんを模かたどってその力を借りる術式。象しよう徴ちようする力は『魔』を断ち切ること。現代魔ま法ほうに当てはめて言えば、魔法が発動中の対象に触ふれてエイドスに上書きされた魔法式を破は壊かいする対たい抗こう魔法の一種になる」

「へぇ……そんな魔法があるなんて、古式魔法もやるもんだね」

　ポロッと漏もらしたエリカの言葉に幹比古が眉まゆを顰ひそめる。彼女のセリフは現代魔法師が古式魔法を見下すもののように彼には感じられたのだ。だが、エリカが悪気もなく無神経なことを言うのは良くあることで、目くじらを立てても今いま更さらだと思い直した。

「でもそんな高度な魔法を使える魔法師がいたなんて驚きだ。俱利伽羅剣はその性質上、術者自身の魔法も無効化してしまうから維い持じし続けるのがとても難しいんだけど」

「無理に使おうとしたらどうなる？」

「それこそ無理だ。魔法発動の基点は術者の手で、俱利伽羅剣の術式はその炎に接せつ触しよくした魔法を無効化するんだから。刃に触れなければ良いというものじゃない。具象化した炎の剣を、手とわずかな隙すき間まを空けて保持し続ける必要がある。その技量が無い魔法師には絶対に使えないよ。……まあ、他の魔法師が術式を発動して強制的に使わせるなら別だけどね」

「強制的に使わせたら、その相手はどうなるんだ？」

「手が燃える」

「ええっ!?」

　エリカが声を上げて仰のけ反ぞった。深雪は不快げに眉を顰めている。

「魔法で形作られているといっても俱利伽羅剣の炎は具象化した本物だ。それをずっと握にぎらされているんだから手が燃えるのは当たり前だろう？　噂うわさではわざと使わせる相手の腕を燃やして剣を構成する材料にするなんて非道な術式もあるらしいけど、それじゃあ降魔の利剣じゃなくて邪じや悪あくな魔ま剣けんだよね」

　達たつ也やと深み雪ゆきがこっそり目を合わせた。アイコンタクトで詳くわしい話をしないことに決める。

「そうか。かなりの手て練だれだったんだな」

「その相手を無傷で倒すんだから、達也たちも大したものだよ」

「深雪と一いち条じようの手て柄がらさ。それでこれからのことなんだが」

「えっ？　今日はもうホテルをチェックアウトして東京に帰るんじゃないの？」

　エリカの言うとおり、変則的だが夕方にチェックアウトして東京に戻もどるのが元々の予定だった。

「皆は予定どおり東京に戻ってくれ。俺おれはもう一泊していく。明日、もう一度警察に行って今日捕つかまえたヤツらのことを訊きいてくるつもりだ」

「お兄様、それではわたしも」

「深雪」

　深雪のセリフを、達也は途と中ちゆうで遮さえぎった。

「お前は生徒会長だ。この時期に二日も続けて学校を休むのは良くない」

　深雪としては学校よりも達也の方が重要だったが、強い口調で命じられては、彼女に反はん抗こうの言葉は無かった。

「……分かりました」

「じゃああたしがついていくよ！　警察なら幾いくらでも伝つ手てはあるし」

「エリカ……。ずる休みは感心しないぞ」

「ずる休み!?　ひどい！」

　エリカから顔を背けて、達也は幹みき比ひ古こに目を向けた。

「無論、風紀委員長が二日連続で不在というのもよろしくない」

「達也は良いのかよ」

「俺は立場上、もう少し調べなければならないことがある」

　幹比古もレオも、達也の「立場」は知っている。エリカは更さらに詳しいことまで気づいている。こう言われてしまえば、彼らとしては引き下がるしかなかった。




　深雪たちを駅まで送っていって、達也はホテルに戻った。深雪を電車に乗せるには随ずい分ぶん手間取ったが、何とか東京に帰すことができた。自分の右手を深雪が両手で包み込み、泣きそうな目で「お兄様、お気をつけて……」と言い出した時には計画の変更も覚かく悟ごしたのだが、それは考えすぎだった。

　光宣みのるは容態が安定したので藤ふじ林ばやしが自宅へ連れ帰ることになった。光宣本人は明日の捜そう索さくに付き合いたかったようだが、ただでさえ彼は欠席が多い。姉とも慕したう藤林に強くたしなめられて帰宅に同意した。

　ホテルは幸い、まだ空き室があった。一人では広すぎる和室からシングルの洋室に移って、達たつ也やはラウンジで真ま由ゆ美みと向かい合っていた。

「達也くん、学校の方は良いの？……というのは私が言えるセリフじゃないわね」

「いえ。俺おれの方も、もう少し詳くわしく調べる必要が出て来ましたので」

「それは……あちらのお仕事関係で？」

　ラウンジには他に人がいる。こんな所で遮しや音おんフィールドを展開するわけにもいかない。真由美はそんな風に言葉を濁にごした。

「ええ。だから先せん輩ぱいも気にしないでください」

「そう言ってくれるのは、正直なところありがたいわ。今日も随ずい分ぶん迷めい惑わく掛けちゃったと思っていたから」

　達也は頭かぶりを振ふって話題を変えた。

「それで明日のことなんですが、先輩はここで待っていてもらえませんか」

「ここでって……ホテルでってこと!?」

　達也が頷うなずくと、真由美は見るからに機き嫌げんを傾かたむけた。

「私はそんなに足あし手で纏まとい？　そりゃあ、今日はあんまり役に立たなかったかもしれないけど」

「そういうことではありません」

　達也は笑いながら首を横に振った。

「俺は先輩の実力を高く評価しています」

　真由美の瞳ひとみを正面からのぞき込んで、達也はそう言いきった。

　真由美が頰を赤らめて目を逸そらす。

「だったら何で置いていくなんて言うのよ」

「危険だから、ではありませんよ」

　真由美は「危ないから」という答えが返ってくると思っていたのだろう。「えっ？」という表情で達也を見返す。

「今日の調子では埒らちが明かないので、明日はちょっと荒っぽいやり方を採とります。女の方にはあまり見せたくありません。特に先輩のような淑しゆく女じよには」

　真由美はまたしても達也から目を逸らした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ。こう見えても私、荒あら事ごとには慣れているから」

　確かに横浜の戦場を突つっ切きった経験の持ち主だし「人食い虎とら」呂剛虎ルウガンフウと戦いもしている。荒事は大丈夫かもしれないが、舌の回りは随分怪あやしくなっていた。

「それでもです。俺の方が見られたくないんですよ」

　達也が諦あきらめの混ざった声を出す。真由美は目を逸らしたまま、そわそわと両手の指を揉もみ合あわせ始めた。

「そういう事情なら、その、仕方ないわね」

　完全に顔を背けた体勢でそう言い終えたところで、真由美の身体からだが何事かに気づいたようにピクッと震ふるえた。

「……危ない危ない」

　真ま由ゆ美みが達たつ也やに視線を戻もどす。彼女の両目は胡う散さん臭くさそうに細められていた。

「いつもの手に引っ掛かるところだったわ」

　達也が両手を挙げて、半眼で睨にらんでくる真由美に白々しい顔で首を左右に振ふった。

「誤ご魔ま化かしているつもりはありません。女性に見せたくないというのは本当です」

「お姉さん、騙だまされないわよ」

　真由美は達也をじっと睨んだままだ。達也は内心、閉口していた。

　達也には真由美を騙したり策にはめたりした記き憶おくは無いのだが、真由美は何か、妙みような思い込みがあるらしい。

　女性に見せたくない、というのは達也の紛まぎれもない本心だった。

　だがここでこうして睨めっこをしていても、得られるものは何もない。

「……分かりました。その代わり、何を見ても卒そつ倒とうしたりしないでくださいよ？」

　達也に脅おどしを掛けられて、真由美は何な故ぜか嬉うれしそうに笑った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。こう見えても私は大人なんだから」

　当てにならない、と達也は思ったが、もちろんそんなことを口に出せるはずもなかった。




「ああ、良かった。無事に着いたか」

『お兄様が一いつ緒しよにいてくださらなかったので深み雪ゆきは不安でした』

「大丈夫だよ。ずっと視ていたから。俺おれがお前から『眼』を離すことは無い」

『そうですね。失礼しました』

「謝ることではないさ。お前には急にすまなかったと思っている。明日には間違いなく帰るから、今夜はちゃんと戸と締じまりして休むんだよ」

『もう。お兄様、わたしを幾いくつの子供だと思っているのですか』

「幾つになろうとお前は俺の妹だ」

『……それは親が娘に言う言葉だと思いますよ』

「あの親父には言われたくないだろう？」

『そうですね……。それではお兄様のお言いつけのとおり、今夜は特に念入りに戸締まりをして休むことにいたします。お兄様、おやすみなさい』

「少し早いけど、おやすみ、深雪」

　深雪から架かかってきた電話が切れたその直後、達也が泊まっている部屋の扉とびらがノックされた。

　ドアの手前まで移動して、設置されているモニターをオンにする。そこに映っていたのはドレスアップした真由美だった。

「どうしたんですか、こんな時間に？」

　達たつ也やは扉とびらを開けて、真ま由ゆ美みにそう訊たずねた。こんな時間と言ってもまだ午後八時だが、若い女性が恋人でもない男性の部屋を一人で訪ねる時間ではない。

　少なくとも達也はそう思っていたのだが、真由美はどうやら違ったようだ。

「達也くん、お食事、まだでしょ？　一いつ緒しよに食べに行かない？」

　確かに達也はまだ食事を済ませていないが、今日は近場の大衆食堂で簡単に済ませるつもりだった。ホテルの高級レストランを使うつもりはなかったのだが、

「ここのレストランでですか？」

「ええ、地下のフレンチ。さっきフロントに訊きいたらまだ空きがあるっていうから予約しちゃった」

　どうやら彼がエスコートするのは決定済みらしい。

　彼は不ふ機き嫌げんな表情にならないよう、気をつけなければならなかった。

「分かりました。着替えますので、ロビーで待っていていただけませんか」

「そのままでも良いのに」

「そういうわけにはいきませんよ」

　真由美の格好はカクテルドレスというほどフォーマルなものではないが、Ａラインの黒のワンピースの上に同色総レースのワンピースを重ねたシックでありながら華はなやかな装いであり、靴くつもアクセサリーもそれに相応ふさわしいもので、同席するのに普ふ段だん着ぎというわけにはいかない。

　達也は苦笑しながらドアを閉めた。




「わあっ！　達也くん、よく似合っているわ」

「先せん輩ぱいほどではありません」

　達也の言葉は謙けん遜そんではなく本心だった。彼が着ている物はもしもの場合に備えて持って来た、最低限のドレスコードを満たすスーツにネクタイでしかない。

「じゃあ、座ろうか」

　このレストランは達也が予想したほどフォーマルなものではなかった。ウェイターはおらず、ウェイトレスの案内があっただけだ。

「どうぞ」

　達也が真由美の背後に回って椅い子すを引く。

「あら、ありがとう」

　真由美は肩越しににっこり笑って椅子に座った。

　向かい側に腰掛けた達也は、真由美がメニューを手に取るのを待って自分もメニューを開いた。最近では割と珍しい、紙に印刷された物だ。

「達也くん、何にする？」

「そうですね。俺おれはコースにしようと思います」

「なるほど～。アラカルトも楽しそうだけど、初めてのお店だしコースの方が無難かな」

　このようなやり取りがあり、結局二人ともコースを注文した。

　食事中の出来事に特筆すべきものは無かった。

　誰だれが聞いているか分からないのだ。事件の話などできるはずもない。

　途と中ちゆうで真ま由ゆ美みが「遮しや音おんフィールドが使えないのは不便よねぇ」などとぼやいたが、その時だけは達たつ也やが目で注意した。

　この二日で分かったことがある。京都の人は、魔ま法ほう師しに対して非友好的だ。魔法協会の本部が置かれているくらいだから魔法師に対して好意的、少なくとも中立的だと達也は思っていたのだが、実感としてはその逆だ。

　──もしかして協会と地元住民の間にトラブルがあったのだろうか。

　そんなことを考えてしまうほどだった。だからＣＡＤも手首から少し上にずらして袖そでで完全に隠かくれるようにしている。魔法師と覚られるような言動も避さけるべきだと達也は考えていた。

　なお真由美はＣＡＤをつけていない。それが周まわりの人々の感情を刺し激げきしない為ためなのか、単にファッションに合わなかったからなのか、それは分からないが。

　波乱があったのは、デザートまで終わって食後のコーヒーを楽しんでいる最中だった。真由美がこの後、バーに行こうと言い出したのだ。

「……今いま更さら言うまでもありませんが、俺おれは高校生ですよ」

「いやあねぇ、達也くんを高校生だと思う人はいないわよ。制服を着ていてもそう見えないんだから」

　真由美の発言は無む邪じや気きなものだった。だから余計、達也は地味にショックを受けた。




　そのショックが効いていたのか、達也は強引にバーの前まで連れて行かれた。

　中に入る直前、真由美が振ふり返かえって達也の耳に口を近づける。

「ここでは『先せん輩ぱい』は禁止ね。真由美って呼んで？」

「……何な故ぜです？」

　達也の返事はワンテンポ遅れた。彼はらしくもなく、真由美にペースを乱されていた。

「先輩じゃ如い何かにも学校の先輩後こう輩はいでしょう？　私も『達也さん』って呼ぶから」

　もしかしたら真由美は、一種のロールプレイをやりたいのだろうか。

「学生だって思われたら厄やつ介かいだからね」

　取って付けたような理由を追加して、真由美は達也の腕を取りバーの中へ引っ張っていく。

　カウンター席だけの、こぢんまりとした店だった。

　客は、奥おくにカップルが一組だけ。

　バーテンダーは入ってきた二人をチラッと見ただけで、ステア（軽くかき混ぜるカクテルの作り方）を続ける。

　達たつ也やは真ま由ゆ美みをカウンターの反対端に座らせ、自分はその隣となりに座る。

「マスター、アレキサンダーをお願いします。達也さんは何にする？」

「サマー・デライトを一つ」

　良く日に焼けたバーテンダーが達也をジロリと見た。だが何も言わず頷うなずいて、メジャーカップを手に取った。

　よく見ればそのバーテンダーは日に焼けているだけでなく、引ひき締しまった、良く鍛きたえられた身体からだをしている。動作もキビキビしていて、過去に専門的な戦せん闘とう訓練を受けていた印象がある。何をしていた人だろう……と、達也は訳も無く気になった。

「何でノンアルコールなの？」

　しかし真由美が気になったのは、達也のオーダー内容だったようだ。サマー・デライトの材料はライムジュースにシロップ、炭酸水。彼女の言うようにノンアルコールカクテルだ。

「ご容よう赦しやください、真由美お嬢じよう様」

「えっ？」

「護衛の私わたくしがいざという時に動きを鈍にぶらせるようなことがあってはなりませんので」

「えっ？　えっ？」

　真由美はおそらく、恋人ごっこを楽しみたかったのだろう。だが思いどおりに操縦されるのは達也の主義に反する。

　力強くシェーカーを振ふっていたバーテンダーが、茶色掛かったクリーム色の液体を足つきのグラスに注ぎ、真由美の前に置く。

　彼が話し掛けたのは、真由美ではなく達也だった。

「お客様はボディガードをなさっているのですか？　お若いのに、相当お強いとお見受けします」

「まだ見習いです」

「ご謙けん遜そんを」

　バーテンダーが新しいシェーカーを取り出して、ライムジュースと赤いグレナデン・シロップを注ぎ、少量のシュガー・シロップを加える。

　先ほどより軽快なシェイク。炭酸水を加えたグラスを達也の前に置いた。

「お客様、失礼ながら」

　そう前置きして、バーテンダーは達也に顔を寄せた。

　カウンターの反対端に座っているカップルは自分たちの世界を作っていて、こちらの話を聞いている様子は無い。

「お客様は魔ま法ほう師しではありませんか？」

　達也は驚きを顔に出さなかった。

「それが分かるということは、マスターも魔法師ですね？」

　奥おくのカップルが席を立つ。バーテンダーは丁てい寧ねいに一礼して二人を送り出した。

　バーテンダーが洗い物をしながら、中断した話の続きをする。

「昔のことです。私は訓練中の事故で魔ま法ほう師しの力を失いましてね」

「そうでしたか。失礼しました」

　達たつ也やの謝罪に、バーテンダーは顔を上げて首を左右に振ふった。

「ですから、昔のことです。それにこの話を始めたのは私の方ですから」

　そこに真ま由ゆ美みのムッとした声が割って入った。

「マスター、お代わりを頂ちよう戴だい」

「お嬢じよう様、少しピッチが速いのでは……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。お酒も飲めない下げ戸この達也さんは口出ししないで」

　どうやら達也がバーテンダーとばかり話していたのが気に入らないらしい。あるいは、護衛とお嬢様の配役が気に入らなかったのか。

「これは失礼しました」

　バーテンダーが自分の所せ為いと解かい釈しやくして頭を下げ、苦笑いしながら洗い物に戻もどる。

　だが達也は、彼との会話をこれで止めてしまうつもりは無かった。

「マスター、少し教えていただきたいことがあるんですが」

　彼女を放っておいて良いんですか、とバーテンダーが目で訊たずねたが、達也は真由美の機き嫌げんを取る必要を覚えなかった。

「魔法協会と京都市民の間に、何かトラブルがあったんですか？」

「何な故ぜそのようなことを？」

「気の所為かもしれませんが、この街の方々は魔法師に対してあまり良い印象をお持ちでないようですので」

「ああ、お客様は京都の人間が魔法師に対して友好的でないのにお気づきなのですね」

　バーテンダーがタオルで手を拭ぬぐった。乾かわいた手で、今度はグラスを磨みがき始める。達也はそれを見ていて、機械を使わないその動作の全すべてが「バーテンダー」の演出、バーの舞ぶ台たい装置なのではと思った。

「特に大きなトラブルがあったわけではないんですよ。些さ細さいな行き違いの積み重ねです。余よ所そから来た人達なら大たい抵ていやってしまうようなことばかりでした。ですが、相手が魔法師でしたから、ここの人間は過か剰じように反応してしまったんです」

　腑ふに落ちないという顔をしている達也に、バーテンダーは一ひと粒つぶチョコの小皿を差し出した。

「そちらのお嬢様にどうぞ」

「ありがとうございます」

　達也が受け取った小皿を真由美の前に差し出す。

　真由美は一粒抓つまんで口の中に入れると、「つーん」という擬ぎ音おんが付きそうな仕草でそっぽを向いた。

　達たつ也やはバーテンダーと顔を見合わせて苦笑した。

　バーテンダーが目と唇くちびるで笑いながら話を続ける。

「魔ま法ほう協会が本部だったのも良くなかったのでしょうね。京都市民は、魔ま法ほう師しに街を乗っ取られると感じたのかもしれません」

「乗っ取るも何も、ここに住む以上は魔法師も京都市民ですが」

「魔法を失ってみて分かったんですが、魔法を使えない人間にとって、魔法師は怖こわい存在なんですよ。魔法を使えない人間は、魔法を使われたら手も足も出ない。それどころか何をされたのかも分からない内に傷を負わされたり大切な物を奪うばわれたり、最悪、殺されることもある。いえ、仰おつしやりたいことは分かります」

　達也が口を開き掛けたのをバーテンダーが止めた。

「抵てい抗こうの余地が無いのは銃じゆうも同じです。しかし、逆に考えてみてください。魔法師でない地元住民にとって、魔法師は見えない銃を持っている得え体たいの知れない余よ所そ者ものなんです。京都市民が特別なんじゃありません。何ど処この街でも起こり得たことなんです」




　バーを出た真ま由ゆ美みの足取りは、かなり怪あやしかった。

（だから三杯は飲み過ぎだと言ったのに）

　達也は心の中でそう愚ぐ痴ちっていたが、後あとの祭りである。彼もあのカクテルがアルコール度数二十を超こえているとは知らなかったのだ。

「先せん輩ぱい、部屋ですよ。しっかりしてください」

「うん……ありがとー、たつやくん」

　真由美は今にも眠ってしまいそうな感じだ。無事部屋に到着したことだし、達也としてはミッション完了でも良かったのだが。

「くー……」

　真由美がドアの前にズルズルと座り込んでしまいそうになるのを見て、さすがにここで「失礼します」とは言えなかった。

「先輩、鍵かぎは何処です」

「ここー」

　真由美がカードキーをヒラヒラと手で振ふる。そして何を思ったのか、自分の胸元に差し込もうとしたので、達也は素早く途と中ちゆうで奪い取った。

（……一体俺おれに何をさせるつもりだったんだ、この人は？）

　軽い戦せん慄りつを覚えながら、達也はドアを解かい錠じようし中に入った。

　幸い、部屋の中に下着が散乱しているという大衆小説的な展開はなかった。

「七さえ草ぐさ先輩、寝るならベッドに入ってください」

「うん、わかったー」

　達たつ也やは一つ学んだ。真ま由ゆ美みは酔よっ払ぱらうと幼児退行するタイプだ。彼の周囲には、どうもこのタイプが多い気がする。絡からみ酒や泣なき上じよう戸ごよりマシかもしれないが、手間が掛かることに変わりはない。

　ベッドに向かって足を踏み出し、倒れそうになる真由美を達也は慌あわてて支える。

　達也はそのまま真由美をベッドの脇わきに連れて行った。

「先せん輩ぱい、ベッドです。服は脱ぬいだ方が良いですよ。せっかくのドレスが皺しわになってしまいます」

　真由美は達也の前で両手を挙げた。

「……何でしょう」

「ぬがせてー」

　予想どおりの回答に、達也の頭は本格的に痛み始めた。
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　　　　◇　◇　◇




　十月二十二日、月曜日。達也は再び嵐あらし山やま・嵯さ峨が野のに来ていた。前日に古式魔ま法ほう師しの襲しゆう撃げきを受けた場所だ。

　真由美は気分が悪いと言ってホテルで寝ている。言う迄までもなく二日酔い。これだけは昨夜の出来事の中でプラスに作用した、と達たつ也やは思っている。

　警察の姿は無い。少なくとも昨日の事件を捜そう査さしている様子は無かった。あの十じゆつ師し族ぞく嫌ぎらいの刑けい事じは、昨日の一件をまともに捜査する気が無いらしい。あるいは他に緊急の事件が起こったのか。どちらであるにせよ、警察の目は懸け念ねん事項の一つだったから達也にとっては好都合だ。

　達也は現場に立って、昨日読み取った情報を思い出していた。冬眠状態で最も怪け我がが少なく、つまりエイドスに欠落が無く、気を失って邪じや魔まになる想子サイオン波の放出が最小限に抑おさえられていた情報源から読み出した、「どこから来たのか」のデータ。あの古式魔ま法ほう師しが所属しているグループの、アジトの座標。

　竹林の中をそのままたどると不必要に目立ってしまう。達也は情報端たん末まつに呼び出した地図と記き憶おくしたデータを照合しながら道を下っていく。

　目的地はあっさり見つかった。

　広いだけの平凡な家だ。いや、これだけ広ければ平凡とは言えないかもしれない。

　一見すると、地方によってはまだ残っている、町村の集会所のような建物だった。

　達也は外からばれない程度にエレメンタル・サイトで建物をスキャンした。侵しん入にゆう防止の罠わなは特に仕掛けられていないようだ。達也は躊ちゆう躇ちよ無く門を通とおり抜ぬけた。

　敷しき地ちの中に入っても、特に魔ま法ほうの気配は感じられない。ただ、もぬけの殻からでないことは外から視て確認済みだ。

　引き戸の扉とびらに手を掛ける。当然、鍵かぎが掛かっていた。電子キーと物理キーを二重鍵だ。あいにく達也には、そのどちらも開けられない。そんな便利な魔法の持ち合わせはない。だから彼は、手持ちの魔法で扉を開けることにした。

　ドアの鍵がバラバラに壊こわれる。

　達也は門を抜けた時と同じように、躊躇ためらいを持たず扉を開け、中に入る。途と端たんに車輪形の武器が飛んで来た。中心から放射状に伸のびる八本の輻や（スポーク）を持つ円えん環かんの刃。法輪と呼ばれる密教の法具だが、それを飛び道具として使っているようだ。

　達也が法輪を躱かわすと、扉を突つき破やぶり外に出る前に空中で止まって元来た軌き道どうを逆向きに飛んでいく。別の方向から飛んで来た法輪も、やはり同じ動きで戻もどって行った。よく見ると、法輪から細い想子サイオンの糸が伸びている。

（ヨーヨーか）

　その動きはまさしくヨーヨーと同じだった。ならば対処も簡単だ。達也は四個に増えた法輪を躱かわし様ざま、想子サイオンの糸に分解を行使した。

　法輪がそのまま扉を突き破って屋外に飛んでいく。

　壁かべ際ぎわから動どう揺ようが漏もれた。達也は四本の糸を分解して、光学迷めい彩さいで隠かくれている術者との間合いを一ひと跳とびで詰つめた。

　陽かげ炎ろうのように揺ゆらめく透とう明めいの人ひと影かげが、グリップの両側に刃がある短剣のような物を構えたのが分かる。独どつ鈷こ杵しよと呼ばれるこれも密教の法具だ。それを武器としてリフォームしている点もさっきの「ヨーヨー法輪」と同じ。

　独鈷杵の両りよう端たんに電でん撃げきを放つ魔ま法ほう式しきが投射されたのが達たつ也やには分かった。投射はされたが、エイドスの上書きは完了していない。発動前の魔ま法ほうには構わず、達也はフラッシュ・キャストで掌てのひらの一ミリ先に振しん動どう魔法を発動し、それを人ひと影かげの胸に叩たたきつけた。

　能動空中機雷アクテイブ・エアー・マインにも使った固形物に振しん動どう波はを与える仮想的な波動により、掌の接せつ触しよく位置から皮ひ膚ふの内側一ミリの体組織が激しく振動する。振動は体液を伝って上半身に広がり、男の身体からだが崩くずれ落おちる。光学迷めい彩さいが解けた男の姿は、昨日の襲しゆう撃げき者しやと同じ格好だった。

　達也は身を沈めて、背後から迫る透とう明めい人間──身体の組織を透とう明めい化かしているのではなく、光学迷彩によって透明化している──に足あし払ばらいを掛けた。中国武術のように大きく振ふり回まわした自分の足で相手の足を豪ごう快かいに払うのではなく、踏み出した足に自分の足を引っ掛けるようにして払ったのだ。

　透明人間がよろめく。揺ゆらめいた陽炎かげろうの中に、男の背中が見えた。

　振動魔法付きの掌しよう底てい打。二人目が床ゆかに転がった。

「透明化しても俺には分かる。無む駄だな真ま似ねは止めて、姿を見せたらどうだ」

　達也の挑ちよう発はつに、陽炎の中から様々な年齢の男たちが出て来る。その数、十人。幸いなことに、女性はいない。達也は女だからといって手加減する性格ではないが、やりにくさは覚えるのである。

「何な故ぜ、摩ま利り支し天てんの行法が効かない……！」

　それはお前たちの魔法が未熟だから、とは達也も口にしなかった。熟練度が低い、それが原因であるのは確かなことなのだが。八や雲くもが同じ術式を使うと、達也も中々居場所を特定できない。

「縛ばくして調ちよう伏ぶくせよ！」

　男たちの一人が命令を叫ぶ。最年長には見えなかったが、確かにその男から最も強い魔ま法ほう力りよくを感じる。達也はリーダーと思おぼしきその男をターゲットに設定した。

　達也はあえてフロアの中央に進み出た。まるで剣道場のような板張りの部屋には遮しや蔽へい物ぶつとなる家具が全くない。集会所ではなく道場だったか、と達也は場違いなことを考えた。

　達也を取り囲むように、十人の魔ま法ほう師しが等とう間かん隔かくに取り囲む。

　正十角形。三十六度ずらして重なり合った正五角形、または、互い違いの五ご芒ぼう星せい。

　一人飛ばしで五人の魔法師が同時に羂けん索さくを投げた。

　達也に向かって、ではなく斜ななめ前の仲間に向かって。

　羂索を投げた者が、別の者から投げられた羂索の端はしを受け取る。

　五色の羂索で作られる五芒星の陣じん。

　それを達也は、上から眺ながめた。

　おそらくあの五ご芒ぼう星せい陣じんは中央にいる者に五方位から圧力を掛け締しめ上あげる術式なのだろう。

　だが達たつ也やには、陣の完成まで敵の真ん中で立たち尽つくしている義理は無い。

　羂けん索さくが投げられた瞬しゆん間かん、彼は真上に飛んだ。

　天てん井じように到達する前に空中を蹴って、五芒星の頂点の一つに向かう。

　試合ではほとんど使われることのない跳とび蹴げり。だが相手の意表を突つく場面では、意外に実戦的な技でもある。

　魔ま法ほうで足場を作り、それをバネにして加速した蹴りが、全体重プラス速度の威い力りよくで術者の顔面を打うち抜ぬいた。

　もんどり打って倒れる術者。後こう遺い症しようが心配される勢いだったが、達也にそんなことを心配している余よ裕ゆうは無かった。

　五芒星の陣は崩くずれた。だが彼らの手札が、これだけであるはずはない。

　達也は床に落ちる前に着地し、隣となりにいた魔ま法ほう師しに跳び膝ひざ蹴げりを浴びせた。

　足場を作る時にのみ発動する魔法。フラッシュ・キャストのスピードがあればこその魔法闘とう技ぎだ。

　ここに集まっている密教系古式魔法師は肉体的にも決して弱くない。荒あら行ぎようを重視する彼らは一流の格かく闘とう者しやでもある。だがそれも、まともに戦えばの話だ。彼らは達也のアクロバティックな動きにまるでついていけない。

　敵の古式魔法師が達也の奇き襲しゆうに対応できたのは、残り五人となったところだった。

　六人目、最初の二人も加算すれば八人目が達也の攻こう撃げきを喰くらう直前、背後の術者が達也に向かって電でん撃げきを放はなった。

　現代魔法であれば、対象に直接電流を発生させる。

　だが古式魔法の特とく徴ちようとして、電撃は術者または空中の一点から対象に向かって放たれる。

　この違いは電撃魔法に関していうなら、普ふ通つうは問題とならない。電撃が標的に向かって進む速度は秒速十万キロ。一いつ瞬しゆんで的に到達する。電撃を認識してから躱かわすのは不可能だ。

　達也は電撃魔法が発動する直前、攻撃を中断して大きく横に跳んだ。

　電撃を放とうとしていた術者は達也の姿を見失う。だが、魔法を中断するにはもう遅すぎた。

　法具・独どつ鈷こ杵しよから放たれた雷いかづちが同士討うちを引き起こす。

　その事実が術者たちに、魔法を使うことを躊躇ためらわせた。

　そこに生まれた隙すきは、達也に十分な時間を提供する。

　反射力場を足場とすることで自己加速魔法に等しいスピードを得て、達也は古式魔法師を残らず昏こん倒とうさせた。




　この拠きよ点てんのリーダーを務める古式魔法師は、身体からだを貫つらぬく激痛に目を覚ました。

　痛みで思考が上う手まく働かない。

　ただ、気を失っていられなくなったというだけだ。

「気がついたか？　俺おれの言うことが理解できるなら頷うなずけ。少し痛みを緩ゆるめてやる」

　この痛みが軽くなる、それだけが男の意識に染み込んで、彼は懸けん命めいに首を振ふった。

　約束どおり、痛みが少し軽減される。

　激痛に霞かすんでいた視界が少しだけ明めい瞭りような輪りん郭かくを取とり戻もどす。

　若い男だ。

　バイカーズシェードに顔を隠かくした男が、自分の上にのしかかっている。

　リーダーは印を結び術を行使しようとした。

　その瞬しゆん間かん、意識を漂ひよう白はくする激痛が彼を襲おそう。

「余計な真似はするな。訊きかれたことに答えるだけでいい」

　リーダーは懸命に頷いて、その声に従うことを伝えた。

　激痛がわずかに軽くなる。

　今度は思考が少し戻った程度で、霞んだ視界はそのままだ。

「ここに周しゆう公こう瑾きんがいたな？　横浜中ちゆう華か街がいから逃のがれてきた華か僑きようの道士だ」

　リーダーは噓うそを吐つくというアイデアすら持てず、正直に頷いた。

「その男は十二日の金曜日までここにいた。間違いないか」

　十二日、十二日……リーダーは上う手まく働かない頭で懸命に考えた。そして周公瑾がここを発ったのが確かに金曜日だったことを思い出して、何度も首を縦に振った。

「周公瑾は何ど処こへ行くと言っていた？」

　新たな激痛がリーダーを襲う。だが不思議なことに、思考だけはクリアになった。

　目は霞み、手足は指まで動かない。それなのに口は自由に動く。

「宇う治じへ……行くと言っていた。二ふた子ご塚づか古こ墳ふんの近くに良い潜せん伏ぷく場所があると……それ以上詳くわしい話は、しなかった……噓か本当かは……分からない」

「お前の部下は大陸の方術士によって操り人形にされていたが、あれはお前が許可したことか？」

「私は……彼らの、師ではない……彼らに命令する……立場にない」

「お前はリーダーだろう？」

「彼らは同志だ……我々は対等で……誰だれの命令も受けない……」

「分かった。ご苦労だったな」

　その直後、最大の激痛がリーダーを貫つらぬいた。彼の意識はブレーカーが落ちるように途と切ぎれた。




　達たつ也やは藤ふじ林ばやしにメールを送り、ここの位置と、伝統派の魔ま法ほう師しを昏こん倒とうさせていることを伝えた。最後に古式魔法師を引き取りに来るよう依頼したのは、蛇だ足そくだったかと彼は思った。わざわざそんなことを付け加えなくても、藤林なら彼らを回収する手配をしたはずだからだ。

　達たつ也やはこの拠きよ点てんのリーダーから聞き出した情報の信しん憑ぴよう性せいを量りかねていた。集団の中に明確な指揮系統が存在しないという話は信じがたい。目的意識の共有だけで連れん携けいした集団戦せん闘とうが可能だとは思えなかった。

　だが、周しゆう公こう瑾きんの潜せん伏ぷく場所については、清きよ水みず寺でらの呪まじない師から得た情報とも一いつ致ちする。ここの元密教僧そうとあちらの呪い師が共きよう謀ぼうして偽にせの情報を信じさせようとしている、という可能性も否定できないが、そこまで疑い出すと切りが無い。どこかで割り切ることが必要だ。

　達也は今日家に戻もどってから、宇う治じ二ふた子ご塚づか古こ墳ふんの周辺に周公瑾が潜伏している可能性が高い、と葉は山やまに報告することに決めた。




　一仕事終えてホテルに戻った達也を出迎えたのはむくれながら恥ずかしそうに目を逸そらす真ま由ゆ美みだった。口では散々「薄情」だの「約束が違う」だの文句を言いながら、頰ほおを赤らめ決して目を合わせようとしない。

　恥ずかしそうにしている理由は見当がついている。

　昨晩達也は、若い女性（真由美のことだ）から自分の着ている服を脱ぬがせろという理り不ふ尽じんな要求を受けた。全すべてが面めん倒どう臭くさくなった彼は、真由美のドレスを手早くはぎ取り、下着姿の彼女をベッドの中に放り込んで、振ふり返りもせず部屋を出て行った。

　自分でも乱暴なことをしたと思う。だが彼にも言い分はあった。あの状じよう況きようで（性的に）襲おそわれなかっただけ感謝してもらいたいものだ。──もちろん、そんなことを言えるはずもないが。

「と、ところで」

　それまで強気に文句を並べ立てていた真由美が、突とつ如じよ舌をもつれさせた。

「えっとね、達也くんにちょっとだけ、訊ききたいことがあるんだけど」

　お断りします、とか黙秘権を行使します、とか言えたらどんなに良いだろう、と達也は心から思った。何を質問されるのか、彼は真由美の態度から覚っていた。

「私……」

　そこで真由美は部屋の中に二人きりの状況が分かっているにも拘かかわらず、キョロキョロと左右を見回し、盗み聞きされることを恐おそれているかのように、達也の顔に唇くちびるを近づけた。

「……どうして下着姿で寝ていたのかしら？」

　貴女あなたが脱がせろと言ったからだ、と余程言い返してやりたかったが、これも言えるはずがなかった。

「先せん輩ぱいがご自分で脱いだのでは？　幾いくら酔よっていても、ドレスのままベッドに入らない程度の判断力は残していたのではありませんか？」

　達たつ也やは接触寸前だった真由美の唇から距離を取って、何食わぬ顔でそう答えた。

「酔っている人間にそこまで気が回るものかしら？」

「さあ？　先輩のことですから、ご自分でお分かりにならないことが、俺おれに分かるはずもありません」

「……達たつ也やくん、私ね」

　真ま由ゆ美みは羞しゆう恥ちで目め尻じりが赤くなった目を、達也が戻もどって来てから初めて彼に向けた。

「あんまりお酒に強い方じゃないんだけど、記き憶おくはしっかり残るタイプなのよ」

　達也はすぐさまこの場を逃げ出したかった。だがあいにくと彼は、男として逃亡が許されない状じよう況きようであることを理解していた。

「……あんなに乱暴にしなくても良かったと思うんだけど」

　確かに彼は、真由美を乱暴にベッドの中へ放り込んだ。

　だが、責められるべきはそこなのだろうか？　と彼は疑問を覚え、悩んだ。だがここで「下着姿に剝むいたことよりそちらですか」などと訊たずねようものなら、キングコブラ級の藪やぶ蛇へびになりそうだ。

　真由美はなおも、恥ずかしそうに達也を見ている。

　この大層気まずい雰ふん囲い気きの中、真由美を自宅最寄り駅まで送っていくという精神的に重労働なミッションが、最後に達也を待ち構えていた。




　　　　◇　◇　◇




　達也が自宅の門もん扉ぴに手を掛けた瞬しゆん間かん、玄げん関かんのドアが開いた。

「お兄様、お帰りなさいませ」

　家に帰り着いた達也を出迎えたのは、いつものように深み雪ゆきだった。

「ただいま。今回は悪かったな」

　深雪の顔には隠かくし切れない心配の跡あとと安あん堵どの色が見える。理り屈くつでは達也を傷つけられる者などいないと分かっていても、心配する感情はまた別だ。達也の「悪かった」はそれを含めた謝罪だった。

「いいえ。お兄様がご無事なお姿を見せてくださっただけで、深雪は十分です」

　深雪は謝罪の言葉に、首を振ふった。




　達也は家に入ってすぐ、リビングで寛がせられていた。衣類を入れた旅行バッグは水み波なみに奪うばい取とられ、深雪にはソファへ連行された。

　こういう時に抵てい抗こうしても意味は無い。これは奉ほう仕しされるというより奉仕を受けさせられているのだ。彼は大人しく妹たちの好きにさせた。

　深雪が隣に座り、コーヒーカップを傾かたむける達也を嬉うれしそうに見ている。だが、彼がカップをテーブルに置くと急に落ち着きが無くなった。達也に顔を向けては目を逸そらす、を繰くり返かえしている。

「大だい丈じよう夫ぶ。頼まれた仕事の進展は順調だ。今の段階でも、叔お母ば上に対する義理は十分果たしたと言えるくらいだ」

　深み雪ゆきは今日の首尾を訊ききたかったのだろう。そう考えて、達たつ也やは先回りして上う手まく行っていると伝える。

「いえ、それはお兄様の為なさることですから……」

　だが、深雪の訊きたかったことは別にあったようだ。

「言ってごらん。何が訊きたいんだ？」

　達也がそう水を向けると、深雪はなおも躊躇ためらいながら、遂ついには逡しゆん巡じゆんを振り切った顔でこう訊たずねた。

「お兄様、光宣みのる君の体質の原因は何だったのですか？」

　予想外の不ふ意い討うちを受けて、達也はすぐに答えられなかった。

「……昨日言ったとおりだよ。光宣の魔ま法ほう力りよくが強すぎて、身体からだがそれに耐たえられないんだ」

　深雪の顔が曇くもり、眉まゆが心配そうに顰ひそめられる。

「それは今の状態ですよね？　お兄様はその原因をご覧になったのではありませんか？」

「……何な故ぜそんなことを？」

「あの時のお兄様のご様子は、ただならぬものでした。一体何をそんなに気に掛けていらっしゃるのですか？」

　不覚にも、達也は絶句してしまう。それは「何かある」と白状しているようなものだった。

「お兄様、お願いします。お兄様が何にお悩みなのか、深雪にお聞かせください。お兄様のお悩みを、わたしに分けてください」

　深雪が一所懸けん命めいな目で達也を見上げている。妹が本心から自分の心を軽くしたいと思っていることが達也には分かる。

「お前は知らない方が良い」

　だから余計に、自分の知った秘密を深雪に話すことに達也は躊躇いを覚えた。──ちなみに、光宣や九く島どう家のプライバシーを侵しん害がいすることには、達也はほとんど忌き避ひ感かんを懐いだいていない。

「お願いします。お兄様お一人で苦しまないでください！」

　しかし涙なみだを湛たたえた眼まな差ざしで懇こん願がんされるに及およんで、達也は遂に隠かくし切きれなくなった。

「分かった。かなりショッキングな話だから、心を強く持って聞いて欲しい」

　深雪が息を吞のむ。妹の態勢が整ったのを見て、達也はいきなり核心から入った。

「光宣と藤ふじ林ばやしさんは異父姉弟きようだいだ」

　深雪はしばらく反応を示さなかった。

　兄の言葉の意味を理解すると同時に、彼女は口を両手で覆おおった。

「そんな！　だって、藤林さんのお母様は、光宣君のお父様の実の妹……」

「光宣は調整体だ。おそらく人工授精で生まれている。だから厳密には近親相そう姦かんではないが、実の兄あに妹いもうとの間に生まれた子供であることに違いはない」

　深み雪ゆきの顔がショックに強こわ張ばる。彼女が言葉を発することができるようになるまで、かなりの時間を要した。

「では……光宣みのる君の体質は、近親相そう姦かんの弊へい害がいだと……？」

　達たつ也やは首を横に振ふった。しかしそれは、確かな否定を示すものではなかった。

「断定はできない。問題は想子サイオン体のアンバランスにあるのだし、肉体的には健康なんだ。調整の過程で不具合が出たのかもしれない」

　達也は言葉を切ってため息を吐ついた。

「だが、近すぎる遺伝子が原因である可能性も否定できない。魔ま法ほう師し開発研究所でも親子間や兄弟姉妹間の遺伝子を使うことは避さけられていた。遺伝子が想子サイオン体に、そして精神にどのような影えい響きようを与えるのか、分かっていることはまだ少ない」

　深雪の顔から血の気が引いている。

　まるで自分のことのように、彼女は大きなショックを受けていた。







　［９］




　十月二十七日、土曜日。いよいよ論文コンペを明日に控ひかえ、一高代表と警備を含めたサポートチームは午後から京都へ向かった。一高のプレゼンは六番目、午後一時四十分からなので、当日の朝に出発しても間に合うことは間に合う。だが一高は論文コンペが京都で開かい催さいされる年は、前日から一泊するのが伝統になっていた。

　大型バスとプレゼン用実演器具を乗せたトラックで専用ターミナルへ。カートレイン（大型車しや輌りようを乗客、荷物ごと乗せて走る高速列車）で京都郊こう外がいにある駅に向かい、そこから京都市内のホテルへ走る。

　一高が定宿にしているＣＲホテルは高校生が泊まるにしては高級すぎるきらいがあるのだが、一度定着すると中々変えるのも難しい。あえてホテルのグレードを下げたいと言い出す生徒もいないので、昔からそのままになっている。

「到着～！」

　バスから真っ先に降りたのは、五い十そ里りとのバス旅行を満まん喫きつした花か音のんだ。去年の九校戦で五十里と一いつ緒しよにバスで旅行をするという期待を砕くだかれた彼女は、今回の移動を大層楽しみにしていた。去年のリベンジは今年の九校戦で果たしているはずなのだが、一度思いどおりにならないことがあると、それに拘こだわってしまうのは人の性さがかもしれない。

　最後にバスを降りたのは泉いず美みだ。本当は深み雪ゆきが生徒会長として全員の降車と忘れ物の有無を確認するつもりだったが、泉美が「そんな雑用は私わたくしが」と張り切って請うけ負おったのである。

　その代わりチェックインは深雪が代表して行った。鍵かぎは達たつ也やとほのかが分担して配布する。

　こうして一高生たちは割り当てられた部屋へ散っていった。




　一高生が泊まる部屋は和室よりも安い、ツインの洋室だ。達也と相部屋になったのは幹みき比ひ古こ。もちろん偶ぐう然ぜんではなく意図的なものだ。

「幹比古、後は頼む」

「任せて。一いつ緒しよに行けないのは残念だけど」

「お前にそこまで頼れないし、情報開示の問題もある。それに……」

「何だい、達也？」

　何事か言いい淀よどんだ達也に、幹比古が首を傾かしげる。

「……いや。幹比古には学校の皆を頼みたい。何も無いとは思うが、警けい戒かいは怠おこたらない方が良い」

「うん、それは分かっているよ」

　達也が口にしなかったのは「美み月づきもいるじゃないか」ということだった。今回の実演器具作製に当たって美術部は大いに活かつ躍やくしており、優先してサポートメンバーに選ばれている。その中には美月も入っていた。幹比古は彼女のことが気になるのではないか、と達也は思ったのだった。

　だが達也は結局、それを口にしなかった。余計なお世話だ、と判断したのだ。こういうことは他人が口出しするものでは無い、と達也は考えていた。

「もしかしたら遅くなるかもしれない。戻もどって来られないようなら連絡する」

「分かった。達也、気をつけて」

　達也は愛用の拳けん銃じゆう形態ＣＡＤシルバーホーンを差したホルスターをブルゾンで隠かくし、幹比古に手を上げて応こたえ、部屋を出て行った。
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　達也がまず向かったのは一高生たちが泊まっているＣＲホテルよりも小さな、目立たないホテルだ。そこは黒くろ羽ば家が仕事の際に常用しているホテルだった。

「こんにちは、達也兄さん」

「達也さん、お待ちしておりました」

　ロビーでは文ふみ弥やと亜あ夜や子こが彼のことを待っていた。

「わざわざ来てもらってすまないな」

「いいえ、元はと言えば僕たちが持ち込んだ事案ですから」

「立ち話も落ち着きませんし、達たつ也やさん、お掛けになりませんか？」

　そう言って亜あ夜や子こが達也をソファに誘ゆう導どうする。達也を座らせ、亜夜子がテーブルを挟はさんだ向かい側に座ると、文ふみ弥やが飲み物を持って来た。

　ここで飲食して良いのかと訊きき掛かけて、達也は別のテーブルを拭いている３Ｈスリー・エイチに気づいた。いや、あれは業務用の「ヒューマノイド・サーヴァント」、通称「サーヴァノイド」と呼ばれているタイプの機体だ。これならば問題無いと判断して、達也は遠えん慮りよ無く飲み物を受け取った。

　亜夜子が遮しや音おんフィールドを展開する。不正魔ま法ほう使用に対する警報は鳴らない。このホテルは達也が聞かされていたような、単に黒くろ羽ば家が常用しているというレベルではなく、完全に黒羽の──四よつ葉ばの仕事用に改造されているようだ。

「これで良し、と。達也さん、ご依頼の向きは全すべて調っております」

「バイクは達也兄さんがお使いになっているものと同じ車種をご用意しました。駐輪場に駐とめてあります」

「お召めし物ものも防ぼう刃じん・防ぼう弾だん効果付きの物をご用意しておりますが、お召し替えになりますか？」

「ブーツ、グローブ、ヘルメットも全て戦せん闘とう用の物を準備させてあります」

「至れり尽つくせりだな……」

　予想を遥はるかに超こえた力の入れように、達也は思わず笑いそうになった。無論、二人が真剣に考えてくれてのことなのは分かっていたので、実際には笑ったりしなかった。

「ありがとう。全て使わせてもらう」

　達也の言葉に、文弥と亜夜子が本当に嬉うれしそうな笑みを浮かべた。

「それではお部屋にご案内します」

　亜夜子が飲みかけのティーカップを置いて立ち上がる。文弥も飲み物を残したまま席を立ったので、達也もそれに倣ならった。




　用意されていた着替えは、気味が悪いほど達也の身体からだにフィットした。何ど処こからサイズを入手したのか達也は非常に気になったが、何となく聞かない方が良いような気がしたので質問するのは止めることにした。

「どの程度まで絞しぼり込こめている？」

　達也が訊たずねたのは言う迄までもなく周しゆう公こう瑾きんの潜せん伏ぷく場所だ。

　月曜日に手に入れた情報は葉は山やまを通じて黒羽家に伝えられている。それを元に、黒羽は周公瑾をこの一週間探し続けていた。

「ほぼ特定できました」

「そうか、さすがは黒羽。それで？」

　達也の質問に、文弥はわずかな躊ちゆう躇ちよを見せた。

「それが、信じがたいことですが」

「国防陸軍宇う治じ第二補給基地。そこに匿かくまわれているとみてほぼ間違いありません」

　なおも言いにくそうにしていた文ふみ弥やに代わり、亜あ夜や子こが答えを口にする。

　まさか、とは、達たつ也やは口にしなかった。

「なるほど。中々見つからないわけだ」

　そう呟つぶやいて、達也は通信コンソールの所に移動する。

「文弥」

「はいっ」

　ぞっとするような硬こう質しつの声で呼ばれて、文弥が必要以上に畏かしこまった声の応えを返した。

　この声は達也の感情が限界レベルに達した証しよう拠こだ。一定以上の強い感情を持つことができない達也は、怒いかりがその水準に達した瞬しゆん間かん、感情の無い意思だけを外に向かって示す。

　国防軍の背信行為は、彼の許容限度を超こえていた。沖縄で反乱兵に深み雪ゆきを撃うたれて以来、彼は裏切りに対してとりわけ不ふ寛かん容ようになっていた。

　抜ぬけば玉散る氷の刃、という慣用句がある。研ぎすまされた日本刀の、冷たく不気味に光るさまをいう表現だ。怒りに感情を無くした達也には、この言葉を連想させる趣おもむきがある。

「外部への通信は可能か？」

「少しお待ちください」

　文弥が達也の横から手を伸のばし、キーボードでセキュリティコードを入力する。

　達也は文弥に促うながされて、コンソールの前に腰を下ろした。

　達也が複雑なコードを入力する。五秒ほど待って、モニターに女性士官が現れた。

『達也くん、急にどうしたの？』

　達也が入力したのは独どく立りつ魔ま装そう大だい隊たいで藤ふじ林ばやしに割り当てられた緊急呼出用のコードだった。

「少しよう尉い、自分は今、京都に来ております」

『そう……』

　それだけで藤林の顔に理解の色が浮かぶ。

「見つかりましたか？」

　意図的に言葉を省いた達也の問い掛けに、藤林は諦あきらめ混じりのため息を吐ついた。

『周しゆう公こう瑾きんの潜せん伏ぷく場所は見当がつきました』

　達也は清きよ水みず寺でらと嵐あらし山やまの伝統派から入手した情報を葉は山やまだけでなく藤林にも伝えていた。国防軍にとっても周公瑾は外国の軍隊を手引きした重大な犯罪者だ。達也が頼まなくても探さないわけにはいかない。それを達也は利用させてもらうつもりだった。

「どこです？」

　達也の端たん的てきな問い掛けに、藤林は苦しげな表情を見せた。

『……憲兵隊が出動する予定になっています。大おお黒ぐろ特とく尉いは介かい入にゆうしないでください』

「それは特務規則の適用対象になっていません。藤林さん、周公瑾は何ど処こにいるのですか？　協力を約束した九く島どう家の縁えん者じやとして、答えてください」

『……国防陸軍宇う治じ第二補給基地の内部です。達也くん、もうこの件は国防軍に任せて。幾いくら君でも基地に不法侵しん入にゆうしたことが分かったらただでは済まないわ』

「分かりました。それでは」

『達たつ也やくん!?』

　何に対して「分かった」と言ったのか明らかにせず、達也は通信を切った。それだけでなく、コンソールを操作して回線をロックした。

　振ふり返かえり、背後から目を丸くして藤ふじ林ばやしと達也のやり取りを見ていた文ふみ弥やと亜あ夜や子こに頷うなずく。

「裏付けは取れた。計画は？」

「日没と同時に行動を開始し、基地内に侵入します」

　達也に問われ、気を取り直して文弥が答える。

「侵入経路は？」

「複数のゲートから堂々と入らせてもらいます。フェンスを乗り越えるような真ま似ねはいたしませんわ」

「もちろん、中から逃げ出された場合に備えてゲートの外にも人を配置しておきます」

「人数が心こころ許もとないな……」

　そう呟つぶやいて、達也は立ち上がった。

「文弥、亜夜子、俺おれは少し戦力を調達してくる。現地で落ち合う余よ裕ゆうは無いかもしれないが、時間になったら俺も突とつ入にゆうする」

「分かりました。達也兄さん、通信はつながりませんので」

「達也さん、お気をつけて」

「文弥と亜夜子も、油断するなよ」

「はい」

「もちろんです」

　二人の返事に頷いて、達也はバイクが用意された駐輪場へ向かった。




　用意されたバイクはすぐに分かった。キーに車体の方向が矢印で表示されるので間違えようがない。

　既すでに西の空には赤みが差している。作戦開始まで余り時間は無い。達也はバイクを走らせたまま、ヘルメットに仕込まれた情報端たん末まつの無線インターフェイスによる音声入力で一いち条じよう将まさ輝きの通話番号を呼び出した。

『司し波ばか？　一体何の用だ』

　将輝にとって、達也からの電話は意外なものであったらしい。仮に達也が将輝から急に電話を受けても同じような反応を示しただろう。それが自分でも予想できたので、達也は余計なことを言わなかった。

「一いち条じよう、周しゆう公こう瑾きんの潜せん伏ぷく場所が絞しぼり込こめた」

『本当か!?』

「本当だ。今、何ど処こにいる？」

『上かみ賀が茂も神社の近くだ』

　やはり来ていたか、と達たつ也やは思った。三高は論文コンペに当日日帰りで参加すると聞いていたが、前の週に下見に来る将まさ輝きならば前日から来ていないはずはないと達也は考えていた。

「宇う治じ二ふた子ご塚づか公園南西の入り口で、十七時まで待っている」

『十七時!?　分かった。時間までに向かう』

　将輝はおそらく、時間が無いと言い掛けたのだろう。だが時間を指定した意味をすぐに理解したようだ。無愛想に通信を切ったのは、すぐに行動を起こしたからに違いなかった。

　敵に回せば厄やつ介かいだが、味方につければ頼りになる。将輝のように物分かりが良い人間は、達也にとって好ましかった。

（俺おれも急ぐか）

　将輝を呼びつけておいて自分の方が遅刻したのでは無ぶ様ざますぎる。達也は高速へバイクを向けた。
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　国防陸軍宇治第二補給基地の、ある建物の一室では達也たちが探し続けてきた周公瑾が出しゆつ立たつの身み支じ度たくを調えていた。

「周先生、もうお発たちになるのですか？」

　ドアの脇わきに背筋を伸のばして立つ三十過ぎの士官が名残なごり惜おしそうな声で周に話し掛ける。

「波は多た江え大たい尉い。私もお別れするのは忍びないのですが、どうやらここを嗅かぎ付つけられてしまったようです」

「そうですか。残念です。この基地にいる限り、十じゆつ師し族ぞくを名乗る成り上がりの魔ま法ほう師し如ごときには、先生に指一本触ふれさせないのですが」

　波多江大尉は対大だい亜あ連合宥ゆう和わ論者であると同時に、大陸の古式魔法に傾けい倒とうし現代魔法師を「百年足らずの歴史しか持たない成り上がり」と考えている墨ぼく守しゆの傾向がある軍人だ。彼は周公瑾の「自分は横浜事変に関わっていない」という主張を信じ込み──信じ込まされ、黒くろ羽ばの追つい跡せきを現代魔法師による私的な報復と見て正義感から周を匿かくまっていた。

「仕方がありません。あちらには九く島どう閣下がいますからね」

　周が薄うつすらと笑う。その笑みは彼の眉び目もく秀しゆう麗れいな顔によく似合っていた。

　波は多た江え大たい尉いが唇くちびるを嚙かむ。周しゆう公こう瑾きんが言うとおり、基地司令から査察の受け入れを指示されれば中隊長にすぎない波多江では抵てい抗こうできない。そして元少将の九く島どう烈れつには、正規の手続きを踏んだ査察に対する抵抗を踏ふみ潰つぶすくらいの影えい響きよう力りよくが当然にある。

「もっと仙せん術じゆつについて色々お教えいただきたかったのですが……」

「私はまだ駆かけ出だしの道士にすぎません。羽化どころか尸し解かいへの道も見えぬ未熟者です。他ひ人と様さまに術理を説くなどまだまだおこがましくて……」

　周がいつもの言い訳で、波多江の要よう請せいをやんわりと拒きよ絶ぜつする。

　波多江大尉は気を悪くした様子も無く、話題を変えた。

「それで、いつご出立に？」

「夜の内にお暇いとましようと思います」

「確かに査察は明日の早朝から行われる予定ですから、その方が良いのでしょうが……」

「事前通告の無い抜ぬき打うち査察の情報を摑つかんできていただいただけで感謝しております」

　周がそう言って頭を下げると、波多江はますます情けなさそうな表情を浮かべた。

「しかし、夜間はゲートが閉へい鎖さされておりますが」

「その程度は自分で何とかしますよ」

　自信ありげに微笑ほほえむ周の顔に、波多江は彼の得意魔ま法ほうを思い出した。

「そうでしたね。ではせめて、お車をご用意いたします。軍の車しや輌りようではなく小官の私物ですから、そちらの方から追つい跡せきを受けることは無いと思います」

　軍用車に限らず公用車には盗難防止の追つい跡せき装置が仕掛けられている。装置を誤ご魔ま化かす手段もあるが、私有車を使う方が確実ではあった。

「何から何まで、お心こころ遣づかい感謝いたします」

　周しゆうは丁てい寧ねいに頭を下げて謝意を示した。
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　文ふみ弥やに借りたバイクにもたれかかっていた達たつ也やは、待つこと十五分で接近する赤いバイクに気づいた。

（赤が好きなやつだな）

　何となく、心の中でそう呟つぶやく。三高のスクールカラーも赤系統なので、愛校心の表れかもしれない。まさか自分の二つ名を意識してのことではないだろう。

「待たせたな」

　バイクから降り、ヘルメットを脱ぬいだ将まさ輝きが達也にそう声を掛ける。

「いや、まだ指定時刻の十分前だ。作戦には十分に間に合う」

　現在の時刻は十六時五十分。日没時刻は十七時十分だから、まだ時間的な余よ裕ゆうはある。

「それで、どういう段取りなんだ」

　少なくとも、将まさ輝きに作戦の詳しよう細さいを説明する程度には。

「周しゆう公こう瑾きんが潜せん伏ぷくしている思われる場所はあそこだ」

　そう言って達たつ也やは南の方角を指差した。

　その先にあるのは国防軍の基地だ。

　将輝は達也のジェスチャーの意味がすぐには理解できなかった。だが数秒経たって「あそこ」の意味に思い至り、彼は大きく目を見張った。

「まさか、国防軍の基地内なのか!?」

「国防陸軍宇う治じ第二補給基地。あそこに周公瑾が潜伏している可能性が高い」

「……確かなのか」

「可能性だ。それを確かめる為ために踏み込む」

「基地の中へか!?」

　将輝は「本気か、こいつ」を通り越して「正気か、こいつ」という顔をしている。

　だが達也にとっては、国防軍の封ふう鎖さ区画へ侵しん入にゆうするのも国防軍の戦力と矛ほこを交えるのも既すでに経験済みだ。今いま更さら尻しり込ごみみする理由は無かった。

「周公瑾の捕ほ縛ばくには、ある魔ま法ほう師し集団が秘密裏に動員されている」

「憲兵隊とは別に、ということか？」

「そう。正式ではない作戦ということだ」

　つまり非合法な作戦であることが示し唆さされたと、将輝は正確に理解した。

「もうすぐ彼らが、各ゲートから基地内に侵入する」

「ゲートから？　……そうか、系統外魔ま法ほうの使い手なんだな？」

　将輝の問いに、達也が頷うなずく。

　将輝はそれで「秘密裏に動員された魔法師集団」の正体に見当をつけた。

　系統外魔法を得意とする、国防軍に対たい抗こうしうる魔法師の集団。そんなものは、将輝には一つしか心当たりがなかった。

「司し波ば、お前は……」

「俺おれは、彼らとは別口だ」

　質問が形になる前に、達也はキッパリ否定した。

「そろそろ時間だな。俺はフェンスを跳び越えて基地に侵入する。一いち条じよう、お前はどうする？」

　将輝は即答できなかった。国防軍の基地に忍しのび込こむのは明らかな犯罪行為。彼はまだ、遵じゆん法ぽう精神を都合良く居眠りさせる達也の境地には至っていない。

　彼の両親は、市民としてのモラルより十じゆつ師し族ぞくとしての務めを優先しろと言うだろう。特に父親は、将輝がこうして迷っている姿を見たなら背中を押すどころか尻しりを蹴け飛とばして行動を促うながしたかもしれない。

　問題は、三高生としての立場だった。論文コンペを間近に控ひかえて警察沙ざ汰た、それも軽犯罪の類たぐいではなく重大事件を起こしたりしたら、コンペはおそらく出場辞退だ。上級生、同級生、下級生を問わず、三高の生徒たちに与える衝しよう撃げきは大きなものとなるに違いない。何より、親友の努力を無む駄だにしてしまうのは心苦しい。

（──だが、俺おれは十じゆつ師し族ぞくの一員だ）

　将輝が実際に迷った時間は、ほんの数秒だった。

「……俺も行く。元々、俺が去年あの男に騙だまされなければ片が付いていたことだ。知らん顔はできない」

　達たつ也やはバイクのハンドルにセットした情報端たん末まつにチラリと目を遣やった。

「作戦開始五分前。行くぞ、一いち条じよう」

「分かった」

　二人は同時にヘルメットを被かぶり、バイクに跨またがって走り出した。




　　　　◇　◇　◇




　その頃ころ、繊せん細さい華か麗れいなたたずまいで知られる鳳ほう凰おう堂どうで有名な平びよう等どう院いんのすぐ側に架かかる宇う治じ橋ばしの東側に、一台の車が停まった。

「ありがとう。用が済んだら呼ぶから、適当な所で待っていてくれる？」




　運転手にそう声を掛けて車から降りてきたのは、目を疑うような美少年だった。

　ちょうどその場に居合わせた通行人が、魂たましいの抜ぬかれたような顔で彼を見み詰つめる。日が落ちる直前の時間帯ということもあって、光宣みのるはこの世のものならぬ幽ゆう玄げん美びを漂ただよわせていた。

　光宣の背後に壮そう年ねんの男性が歩み寄る。特別に大おお柄がらというわけではないが、見るからに鍛きたえ抜ぬかれた体たい軀くは説明されなくても少年の護衛役だということが分かる。

「光宣様、ここでお待ちになるのですか？」

「そうだよ」

　達也たちに向けていたものとは明らかに違う、人を使うことに慣れた口調だ。

「周しゆう公こう瑾きんが包囲からの脱だつ出しゆつに成功したら、必ずここに逃げてくる。その時は僕が足止めしなくちゃならないからね」

「しかし宇う治じ川がわを渡るにしても、大おお島しまにも橋はありますが」

　躊躇ためらいがちな、というより恐おそる恐おそるボディガードは光宣の言葉に疑問を示した。主あるじの意見にケチをつけているのではなく、徒労になることを恐れてのものだ。もし周公瑾が別のルートで逃亡すれば、光宣が病み上がりの身体からだに無理をして出て来たことが無駄になってしまう。

「あっちは高こう架か道路専用でしょう？　一いつ旦たん高架道に上がってしまうと逃げ場が限られてしまうからね。鬼き門もん遁とん甲こうが真価を発揮する為ためには八方向へ移動する自由が必要だ。周しゆう公こう瑾きんは高こう架か道どうを使わないよ」

「しかし、東へ逃げるという可能性も……」

「東は高たか峰みね山さんだ。これまでの逃走路から見て、周公瑾は山の中よりも街中を好む。彼の鬼門遁甲はそういう技なんだろうね」

「ですが」

「うるさいな」

　なおも懸け念ねんを述べようとするボディガードの言葉を、光宣みのるは高圧的に遮さえぎった。

「僕の推理が間違っているというのか？」

　ボディガードは黙り込んだ。雇やとい主ぬしの家族に遠えん慮りよしたのではない。光宣の身体からだから漂ただよい出でた清せい冽れつすぎる空気が、ボディガードの口を縫ぬい付つけたのだった。




　　　　◇　◇　◇




「時間だ。作戦開始」

「ハッ。承知しました、若」

　そう答えた、日が暮れているというのに黒くろ眼鏡めがねを懸かけたままの男の頭が、スパンッと軽快な音を立てた。

「バカヤロー、お嬢じよう様だろうが！　若わかの女装を」

「うるさい！」

　黒眼鏡たちの口論を、「ヤミ」となった文ふみ弥やが遮った。

「無む駄だ口ぐちを叩たたいている場合か！　作戦開始だ！」

「ハッ」

　黒眼鏡の男たちは一いつ斉せいに片かた膝ひざをついて頭を下げると、蜃しん気き楼ろうのように黄昏たそがれの空気に溶とけていった。

「まったく……あれが黒くろ羽ばきっての幻げん術じゆつ使いたちだなんて……」

　文弥がこめかみを押さえて独ひとり嘆なげいていると、「ヨル」に扮ふんした亜あ夜や子こが背後から近づいて来て慰なぐさめの言葉を掛けた。

「ヤミちゃん、そのあたりは割り切って使うしかないわ。有能無能と性格の善よし悪あしは別だもの。善良で無能な部下より、性格が悪くても有能な部下の方が良いでしょう？」

「そりゃあ、そうだけどさ……」

「それよりヤミちゃん、始まったわよ」

　基地内に派手に鳴なり響ひびく警報。彼の部下がそんなドジを踏むはずはない。性格に多くの難があるとはいえ、その能力は文弥も認めざるを得ないところだ。
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「達たつ也や兄さんかな」

「ええ。囮おとりになってくださっているのでしょう。北側から南へ、獲え物ものを追い立ててくださるおつもりなのではないかしら」

「達也兄さん、何な故ぜそんな危ない真ま似ねを」

「達也さんには自信があるのよ。どれほどの危き殆たいに瀕ひんしても、自分ならば切きり抜ぬけられると。だから進んで一番危険な仕事を引き受けてくださるのだわ」

「……そうだね」

「わたくしたちが達也さんのお心こころ遣づかいを無む駄だにしては、それこそ申し訳が立たないわよ。周しゆう公こう瑾きんを確実に追跡しないと」

「分かっている」

　文ふみ弥やの背後には、濃のう紺こんに塗と装そうされた小型乗用車が控ひかえていた。無論、普ふ通つうの車であるはずがない。戦車に等しい強度の車体に、レーシングマシンに匹ひつ敵てきするエンジンを積んだ特注のロボットカーだった。




　　　　◇　◇　◇




　国防陸軍宇う治じ第二補給基地内に警けい報ほうが鳴なり響ひびいた。それだけでなく、一つや二つではない発砲音までが聞こえてくる。

「何事だ！」

　波は多た江え大たい尉いが部屋の外へ怒ど鳴なった。外に控ひかえていた部下が、血相を変えてその問いに答える。

「基地に侵しん入にゆう者しやです！　賊ぞくは二名！　いずれも魔ま法ほう師しと思われます！」

「何ぃっ!?」

　波多江の驚き様は、決して大おお袈げ裟さなものではなかった。魔法師はたった一人でも強大な戦力だ。魔法師は一人一人の能力差が大きいので一いち概がいには言えないが、軍に所属する平均的な戦せん闘とう魔法師で通常の歩兵一個中隊に匹ひつ敵てきすると言われている。力の強い魔法師なら、単独で大隊規模の戦力になる。

　それが二人。基地にこっそり潜せん入にゆうするのではなく、大だい胆たんにも中で暴れ出すような魔法師が、平均以下のはずはなかった。

「状じよう況きようは!?」

「賊は補給物資を破は壊かいしながらこちらに向かってきております。応戦するも、止まりません！」

　非常警報にも顔を上げず荷造りをしていた周しゆう公こう瑾きんが、パチンと音を立てて鞄かばんを閉め、静かに立ち上がった。

「ちょうど良い」

「はっ？　周先生、何を……」

「ちょうど良い機会です。皆さんは侵入者を排はい除じよしてください。基地の全戦力を使って」

　周がそう言った途と端たん、感電したように波多江と彼の部下の身体からだが震ふるえた。

　それはここだけで起こった異変ではなかった。波多江の指揮する中隊全員の身に同じことが起こっていた。

「大尉さん、御言葉に甘えて、車はお借りしていきます。鍵かぎを」

　波多江がぎこちない動作で周に車の鍵を差し出した。

「さあ、何をしているのです。賊は排除しなければ。基地に侵入するような不届き者は、死体の欠片かけらも残らぬくらい徹底的に消し去らなければ軍の威い信しんを保てませんよ」

「そうだ。これは国防軍の威信に対する挑ちよう戦せんだ。甘く見られるな。徹底的に叩たたけ」

「ハッ」

　セリフの内容に反して熱のない口調。

　踵きびすを返して部屋を出て行く波多江と部下の首筋には、蜘く蛛もに嚙かまれたような痕あとがあった。




　　　　◇　◇　◇




　基地に侵入した二人はバイク用のフルフェイスヘルメットを被かぶったままだが、念の為ために達たつ也やは監かん視しカメラの位置を探り出して片っ端から分解していた。

　もちろん、彼が分解しているのは目に付きにくい監かん視しカメラだけではない。

「その魔ま法ほうは何だ!?」

「そんなことを言っている場合か」

　将まさ輝きの質問を、達たつ也やが無愛想に一いつ蹴しゆうする。お互い相手の名前を呼ばないように気をつけている所せ為いで、二人の会話はますます愛想の無いものになっていた。

「そんな魔法は聞いたことがないぞ！」

　将輝がそう叫んだのも、仕方がないことかもしれない。彼が達也の「分解」を見るのはこれが初めてだ。

　達也がＣＡＤを向けた先で、武器が、兵器が、バラバラに分解されて地面に散らばる。銃じゆうは各パーツに。車しや輌りようはまず車輪が外はずれ、ドアが外れ、中のプラグがことごとく抜ぬけてエンジンまでが部品ごとにばらけていく。

「それより燃料の処理が遅れているぞ」

「手間が掛かるんだよ、これは！」

　将輝がやっているのは漏もれた燃料に引火しないよう、燃料である水素吸蔵液を気化して収束魔法で水素ガスを分離し、それを球体にして水素ガスそれ自体を水素気球に仕立て上げ火気の無い上空へ逃がすというもの。魔法そのものの難易度はともかく、魔法の工程は達也がやっている「分解」よりも遥はるかに複雑だ。

「爆ばく発はつさせるだけが芸ではないだろう」

「分かっている！」

　将輝が不平を唱となえながらも達也の指示に従っているのは、この技術が自分にとってこの場だけでなく将来的にも役に立つと判断したからだ。魔法によって燃料だけを気化し、それを収束魔法で火気から隔かく離りして上空へ逃がす。この方法なら徒いたずらに死傷者を出すことなく機甲兵器を無力化できる。「爆ばく裂れつ」よりも間違いなく使い勝手が良い攻こう撃げき魔法だ。

　二人が手当たり次第に兵器を壊していると、浴びせられる銃じゆう撃げきがいきなり激しさを増した。銃じゆう弾だんも無力化用のゴム弾だんではなく、実じつ弾だんに変わっている。

　咄とつ嗟さに将輝が対物障しよう壁へきを張る。カバーしきれなかった部分は、達也が領域設置型分解魔法でこっそり処理した。二人は左右に分かれ、遮しや蔽へい物ぶつの後ろに飛び込んだ。

「撃うってきたぞ！」

「実弾か。どうやら彼らも操られているようだな。あの古式魔ま法ほう師しと同じだ」

　将輝の顔に理解の色が広がる。

　前さきの日曜日、嵐あらし山やまで彼らを襲おそった自じ爆ばくならぬ自焼攻撃を仕掛けてきた狂気の魔法師たち。彼らは茂しげみに隠れていた大陸の方術士に操られていた。

　建物の陰かげから轟ごう音おんと共に戦車が現れる。それも一両だけでなく、四両で戦列を組んで。

「おい、戦車まで出て来たぞ！」

「あきれたな。内戦でもやらかすつもりか」

　市街戦用に分類される小型の車種だが、徒か歩ち二人には過か剰じような戦力だ。しかし考え方によっては、魔ま法ほう師し二人には不十分な戦力とも言える。

　そして、この場合は後者だった。

「一気に行くぞ。爆ばく発はつさせるなよ」

「無茶を……ええい、任せろ！」

　無茶を言うな、と言い掛けた将まさ輝きだったが、砲ほう塔とうが自分たちへ向くに及およんでそんな泣き言は通用しないと覚ったようだ。

　無限軌き道どうと中の車輪が同時に外はずれる。砲ほう身しんが落ち、砲塔がずれる。装そう甲こう板ばんが一いつ斉せいにはがれる。

　それが四両の戦車で同時に起こった。

　エンジンから燃料が漏もれ出だす。

　それは引火する前に気化して空へ昇り、拡散して大気に混ざった。

「お見事」

「お前に褒ほめられても嬉うれしくない」

　将輝の拗すねた態度に、達たつ也やは人の悪い笑みを浮かべた。

「深雪に褒めてやるように言おうか？」

「ば、馬鹿言うな！　そんな場合か！」

　将輝は面白いくらい動転した。

「それより、行くぞ！　周しゆう公こう瑾きんを逃がしては……ヤツだ！」

「何？」

　将輝の見ている方へ、達也が「眼」を向ける。

　確かなのか、とは、達也は訊きかなかった。

　将輝は周公瑾と間近で対面している。あのような特とく殊しゆな、印象深い状じよう況きようで会った相手を見間違えるはずがない。

　周公瑾はガンメタのセダンタイプに乗って南ゲートに向かっていた。基地内各所に配置されたモニター機器に処分の模様が記録されないよう、基地から追い出すのは予定どおりだ。

（……これは？）

　周のエイドスの中に、覚えの有る異物が混じっているのを達也は感知した。彼のものでなく、彼の中に食い込んでいるもの。

（蜂はちの一ひと刺さしか……貴方あなたの死を、無む駄だにはしない）

　達也は一度会っただけの他人でしかない故人に、都合の良い誓いを立てた。
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「周しゆう公こう瑾きんはこの南ゲートに接近中」

「他のゲートが家の連中に固められているのを察知したのかしら。さすがはわたくしたち黒くろ羽ばの包ほう囲い網もうを破って逃げおおせた魔ま法ほう師し」

　文ふみ弥やの言葉に、亜あ夜や子こが感かん嘆たんとも皮肉ともつかない口調で応こたえた。

「そうでなければ困る」

　文弥がロボットカーの後部座席に座る。亜夜子がその隣となりに滑すべり込こんだ。

　それと同時に、周公瑾を乗せたガンメタのセダンが南ゲートから飛び出した。

「追え！」

「ハッ、若。いえ、お嬢じよう様」

「どっちでも良い！　早く発進しろ！」

　ロボットカーといえども交通管制区域外では非常時の運転者がいなければ走行できない。その運転主役に選ばれた黒くろ眼鏡めがねのリーダーを怒ど鳴なりつけて、文弥は周公瑾の車を追い掛けさせた。
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（どうも嫌いやな感じがしますね……）

　車を南に走らせながら、周公瑾はかつて無いじわじわと締しめ付つけられているような感触を覚えていた。

　結果だけ見れば、今日のところも間一髪で敵の手を逃のがれられた。黒羽の──四よつ葉ばのしつこさには閉口するが、程度の違いこそあれ追われ続けるのは慣れている。ここ十年は中ちゆう華か街がいで安定した日々を送っていたが、それ以前の三十年間はずっと追い掛けられて、隠かくれ続ける日々だったのだ。

（おっと……今の私はまだ二十四歳でした）

　彼の身分証明書にはそう書かれている。中華街の店てん舗ぽを自分から買い取ったのも四年前、その時に提出した書類にも「年齢二十歳」と書いた記き憶おくがある。

（年齢など、私たちにとっては名前同様、単なるラベルにすぎませんが）

　そんなことを考えていた所せ為いか、周公瑾が車の走行を遮さえぎるように車道に立つ人ひと影かげに気づいたのは、車の衝しよう突とつ防止装置が作動を始めてからだった。

　周はクラクションを鳴らそうとして、彼らしくもなく顔色を変えた。

　その少年の顔を見たからだ。

　この世のものとも思えぬ白はく皙せきの美び貌ぼう。

　周自身も眉び目もく秀しゆう麗れいなるを誇るが、この少年は桁けたが違った。

　ただし、見たことも無い美少年、ではなかった。

　彼はこの少年に見覚えがあった。

「九く島どう光宣みのる！　何な故ぜここに!?」

　周しゆうが警けい戒かいしなければならないと心に留めていた、数少ない魔ま法ほう師しの一人。

　奈良で手て駒ごまをけしかけた際に、その実力は思い知らされている。

　周は衝しよう突とつ防止装置を解除して車を強引に発進させようとした。

　光宣の右手が、車に差さし伸のべられた。

　ボンネットの中で火花が散る。

　エンジンが爆ばく発はつする直前、周は車の外に飛び出した。

　周公こう瑾きんは背筋に悪お寒かんを覚えた。こんな感覚は、黒くろ羽ば貢みつぐを相手にしても、名な倉くら三さぶ郎ろうを相手にしても、経験しなかったものだ。

　九島光宣は、車を爆発させることに一切の躊ちゆう躇ちよを持っていなかった。

　彼を爆ばく殺さつすることだけでなく、通りかかった歩行者やすれ違う対向車を巻まき添ぞえにすることも一切躊躇ためらっていなかった。

　通行人がいなかったからではない。他の車が通らなかったからでもない。この少年は、最初からそれを眼中に入れていない──。

　その非情さが彼の非現実的な美しさと相あい俟まって、光宣を人にあらざる妖あやしの者に見せていた。

　周は懐ふところから令れい牌はいを取り出して光宣へ向けた。呼び出すのは化成体ではなく、最初から幻げん獣じゆうだ。必殺の攻こう撃げきを繰くり出だすことだけがこの少年への対処法だと、周は直感的に覚っていた。

　黒い一角獣ユニコーンが令牌から飛び出し、目にも留まらぬ速度で光宣に向かって突とつ進しんする。

　人が反応できるスピードではなかった。

　光宣はその突進を躱かわすことができず、黒い獣けものの角は光宣の身体からだを貫つらぬき──そのまますり抜ぬけた。

「『仮パ装レ行ー列ド』か！」

　周公瑾はこの魔ま法ほうを知っていた。九島家の秘術「パレード」。姿、形、位置だけでなく、エイドスの位置情報まで改かい竄ざんしてしまう究極の偽ぎ装そう魔法。

　周は逃走に方針を変えた。彼に「パレード」は破れない。その事実を、一度の攻こう防ぼうだけで理解させられた。

　光宣が周に向かって右手を差し伸べる。

　電光は周の右横一メートルの路上に発生して消えた。

　光宣が小首を傾かしげる。その仕草には生なま身みの人間が持つ肉にく臭くさがなく、まるで天使のようだった。笑みを浮かべながら慈じ悲ひを持たぬその表情も、まさしく天使のものだ。

　電光が周公瑾の左右で弾はじける。

　光宣が外しているのではない。周の鬼き門もん遁とん甲こうによって照準がずらされているのだ。

　しかし、戦慄を覚えているのは周の方だった。彼は光宣の方向感覚を九十度ずらしたつもりだった。だが実際には、光宣の目は周を捕ほ捉そくし続け、照準の狂いは三十度に満たない。

　彼はありったけの影えい獣じゆうを令れい牌はいから吐はき出ださせた。

　同時に黒いハンカチを取り出して、目の前に大きく広げる。

　影獣はことごとく光宣みのるの姿をすり抜けた。

　黒いハンカチが道路に落ちる。

　光宣は宇う治じ川がわの下流に目を遣やって、邪じや気きの無い笑みを浮かべた。

　エイドスを視る彼の眼は、逃げていく周しゆうの陰かげ──「影」に非あらず、「陰かげ」──を見失っていなかった。




　周公こう瑾きんは、時速四十キロから五十キロの速さで宇治川沿いに下流へと逃げていた。水すい滸こ伝でんで有名な「神しん行こう法ほう」という名の道術だ。

　基地の方へ逆ぎやく戻もどりしている格好だが、途と中ちゆう、高こう架か道路の橋が架かかっている。その橋の下側を伝って、対岸へ渡るつもりだった。

　しかし突とつ如じよ、彼の行く手に少女が現れた。道みち端ばたから飛び出してきたとかではなく、空中からいきなり現れたのだ。

「疑似瞬しゆん間かん移動!?」

　かつて、彼が手引きしたパラサイトの中に同じ魔ま法ほうを使う者がいた。だがこれほど神しん出しゆつ鬼き没ぼつに、何の前まえ触ぶれもなく出現できるものではなかった。

　ボブカットの少女が、ジャンパースカートの裾すそをなびかせてナックルダスターをはめた拳を突つき出だす。

　拳が届く間合いではない。

　それなのに、周は右足に立っていられなくなるほどの激痛を覚えた。

　周は咄とつ嗟さに白いハンカチを広げた。

　ハンカチは彼の姿を覆おおい隠かくすほどに広がる。

　その陰で周は、右足の感覚を遮しや断だんするツボに自ら針を突き立てた。激痛は続いていたが、彼はそれを幻げん痛つうにすぎないと自分に言い聞かせて意識から閉め出した。

　予備に持っていた最後の令牌を懐ふところから取り出す。

　視界を遮さえぎる布が落ちた時、その先にボブカットの少女はいなかった。

　代わりに立っていたのは、赤い拳けん銃じゆう形態のＣＡＤを構えた凛り々りしい顔立ちの少年。

「一いち条じよう将まさ輝き……！」

「久し振りだな、周公瑾。あの時は随ずい分ぶんと虚こ仮けにしてくれた」

　周は宇治川に飛び込もうとした。

　だがそれを制するように、川かわ面もが爆ばく発はつして水みず飛沫しぶきが舞まう。

「一条家の『爆ばく裂れつ』を前にして水の中に入るのは、爆ばく弾だんの山に突っ込むのと同じだ」

　背後からの声に、周公瑾が振ふり向むく。

「司し波ば達たつ也や……」

　周しゆうは全力で鬼き門もん遁とん甲こうを行使した。そして、達也の横をすり抜ぬけようとする。

　だが彼の眼前に、達也の手刀が迫った。それが鋼をも断ち切る妖よう刀とうの切れ味を持っているのを知っている周公こう瑾きんは、感覚のない足でバックステップせざるを得なかった。

　周公瑾は再び達也と将まさ輝きに挟はさまれた。

「何な故ぜ私の遁とん甲こう術じゆつが通用しないのです？」

　この期ごに及およんでなお、周は笑みを浮かべている。

　余裕か、はったりか。

　将輝にはその真意が分からなかった。

　達也にはその真意などどうでも良いことだった。

「鬼門遁甲、見事なものだ。至近距離では効力を失うと聞いていたんだが……お前の術は、確かに通じていた。俺にはお前が横をすり抜ぬけようとしたのが分からなかった」

「……理解できませんね。では、先ほどの攻こう撃げきはまぐれだったとでも？」

　達也が唇くちびるを歪ゆがめた。

　その笑みは、周のものほど美しくなかったが、周の笑みと本質は同じだった。

　何の感情も込められていない、空くう虚きよな笑み。

「お前の居場所は分からなかった。だが、お前の中にある名な倉くら三さぶ郎ろうの血の動きは分かった」
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　周しゆうが目を見張った。

　将まさ輝きは初めて、この年齢不ふ詳しような道士の生の感情を見たと思った。

「名な倉くら三さぶ郎ろうの血……あの時の」

「血で作った針を撃うち込こまれでもしたか？　二週間も経たてば、体内に入った異物は消えるものなのだがな。余程強い念が込められていたらしい」

「念、ですか。現代魔ま法ほう理論では切り捨てたファクターだと思っていましたが」

「どんな理り屈くつをつけようと、あるものはある。無いものは無い」

「ありながら無いもの、無でありながら有であるものもあるのですが」

　達たつ也やが周公こう瑾きんに銀色のＣＡＤを向けた。

「講こう釈しやくは檻おりの中でしてくれ。あまり時間はやれないかもしれないが」

「どちらにしても、殺すということですか」

「それを決めるのは俺おれじゃない」

「つまり、命いのち乞ごいは無意味だと？」

　達也はそれ以上答えを返さなかった。

「名倉三郎の血が残っている限り、お前は俺から逃げられない」

　それが達也の最後通つう牒ちようだった。

「これまでですか……」

　周公瑾は大きくため息を吐ついた。

　そして次の瞬しゆん間かん、将輝に向かって跳ちよう躍やくした。




　神行法は足の筋肉で走る術ではない。足の感覚がなくても、足があれば術は発動する。

　将輝はそのことを知っていたわけでは無かった。

　だが彼の取った対応は、こういうケースにおいてセオリーどおりのもの。偶ぐう然ぜん上う手まく行ったという評価は、不当なものだろう。

　周公瑾が跳躍した瞬間、将輝は赤いＣＡＤの引き金を引いた。

　ほとんどタイムラグ無く発動する魔法、「爆ばく裂れつ」。

　全身の血を気化するのではなく、局所的な血を気化する改良型。




　周公瑾の両足、ふくらはぎが内側から弾はじけた。




　神行法は破れ、周公瑾は道路に転がった。

「ここまでだな」

　将輝がＣＡＤを構えたまま、投降を促うながす。

　周公瑾はすぐに起き上がった。無ぶ様ざまに転がったままは、彼の矜きよう持じが許さなかったのか。

「確かに、ここまでのようですね」

　膝ひざから下が使えないはずなのに、周しゆうはゆっくり立ち上がった。

　まるで、幽ゆう鬼きのような動きで。

「ですが、貴方あなたたちに私を捕つかまえることはできない」

　周がニイッと笑った。

　仮面のような笑顔だった。

「私は、滅ほろびない。たとえ死すとも、私は在り続ける！」

「一いち条じよう、下がれ！」

　達たつ也やが叫ぶと同時に後方へ跳ちよう躍やくする。

　一条も同じように周公こう瑾きんから距離を取った。

　次の瞬しゆん間かん、

　周の全身から血が噴ふき出だし、

　赤い血が、赤い炎に変わる。

「ハハハハハハハハハ……」

　燃えさかる炎の中、延々と続く哄こう笑しよう。それは、火が消えるまで続いた。

　火が消えた後には、骨も残っていなかった。




「周公瑾は本当に死んだのか？」

　将まさ輝きがポツリと呟つぶやいたのは、黄昏たそがれが夜に変わり、星が瞬またたき始めた頃ころだった。

「逃げられてはいない。間違いなく、周公瑾はあの炎の中で燃もえ尽つきた」

　達也は将輝の顔を見ていなかった。彼の眼は、宇治川の上流へ向けられていた。

　将輝も何となく同じ方向を眺ながめながら、達也の回答に「そうか」と頷いた。

　何な故ぜそれが分かったのか、将輝は根こん拠きよを訊たずねなかった。

「これで、横浜事変の後始末は完全に終わったのか？」

「そうだ」

「そうか……。危うかったな」

「何がだ？」

　達也が将輝へ振ふり返かえる。

　脈みやく絡らくのない将輝のセリフは、達也にも理解できなかった。

　将輝も達也へ顔を向けた。

「国防軍が操られて、戦車まで出て来るとは。危うく内戦になるところだった」

「市街地であれだけ派手に魔ま法ほうを撃うち合あったんだ。内乱状態には既すでに足を突つっ込こんでいた」

　達也の真面目くさった答えに、将輝が笑った。

「ならば、事態の早期収束、拡大前に内乱の鎮ちん圧あつで『めでたしめでたし』ということか」

「そうも言えるかもしれんな」

　達たつ也やも声に出して笑った。

　二人の笑い声は、寂せき寞ばくたる秋の風に溶とけて消えた。




　　　　◇　◇　◇




「達也兄さん、お疲れさまでした」

　バイクを返しにホテルに戻もどると、文ふみ弥やと亜あ夜や子こが先に帰ってきていた。

「文弥と亜夜子こそお疲れさま。相変わらず見事なコンビネーションだった。お蔭かげであの男の足を止めることができた」

　達也がそう言って褒ほめると、二人は照れて目を逸そらした。

「そういえば達也さん、何な故ぜあの男の居場所が分かったのですか？　わたくしたちは車で追つい跡せきしていたにも拘かかわらず見失ってしまいましたのに」

　照てれ隠かくしの意味も有るだろうが、亜夜子が達也の目を見ないまま訊たずねた。

「一人の魔ま法ほう師しの執しゆう念ねんが、死してなおあの男を追おい詰つめた……というところか」

「？」

　亜夜子は訳が分からないという顔をしている。文弥も俯うつむくのを止めて、不思議そうに首を傾かしげていた。

「どういう原理でそうなったのか、今はまだ分からない。詳くわしいことが判明したら教えるよ」

　達也は二間続きの隣となりの部屋に入った。

　ここに来た時に、着ていた服が置いてある部屋だ。

　扉とびらを開けたまま着替えながら、達也は文弥に話し掛けた。

「文弥、任務完了を葉は山やまさんに報告しておいてくれないか。俺おれは色々とフォローしなければならない先がある」

「分かりました。その程度のことでしたらお任せください」

　着替えを終えた達也が出て来る。

「頼んだぞ」

　それをあいさつ代わりにして、達也はそのホテルを後にした。







　［10］




　翌日、十月二十八日。日曜日。

　いよいよ二〇九六年論文コンペの当日だ。

　九校の合同警備隊ではなくあくまで一高のサポーターとして参加している達たつ也やは、比較的自由に動くことができる。

　お昼の休きゆう憩けい時間、審しん査さから一時的に解放された深み雪ゆきを伴ともなって、達也は会場に来ていた真ま由ゆ美みと会っていた。

「そう……名な倉くらさんを殺した犯人は、自殺したのね」

「俺おれたちが追おい詰つめた結果の自決ですから、自殺と言って良いものかどうか分かりませんが」

　達也は名倉殺害事件が解決したことを真由美に伝えていた。

「その方が良いわ。達也くんが名倉さんの無念を晴らしてくれたということだもの」

　真由美は胸のつかえが取れたような笑みを達也に向けた。

「ありがとう、達也くん。これであの夜の件はチャラにしてあげる」

「先せん輩ぱい、それは」

「じゃあね。警備、しっかりね。深雪さんも、審査頑がん張ばって」

　達也の返事を聞かず、真由美は席を立ってロビーの人混みの中へ消えて行った。

「お兄様……」

　喫きつ茶さ室しつには、投げ渡された爆ばく弾だんを手に持ったままの達也と、作り笑いでそれを見ている深雪が残された。

「あの夜の件、とは何なのでしょうか？」

「いや、それはだな」

「それは？　お差し支え無ければお教えください。それとも」

　深雪が達也の手に、自分の掌てのひらを重ねた。

「差し支えが、あることなのでしょうか」

　少しひんやりとした、柔やわらかな感かん触しよくの、深雪の手。それが達也を、その場に拘こう束そくしていた。




　　　　◇　◇　◇




「──このように、刻印型魔ま法ほうの発動において、『刻印』を刻んだ感かん応のう性合金のプレートは必ひつ須す条件ではありません。『刻印』はあくまで想子サイオンの流れを誘ゆう導どうするものであり、ただ今ご覧いただいたとおり想子サイオンを『刻印』のパターンで投映することによっても、同じ効果が得られます。刻印型魔法の本質は物としての刻印に依存しないと結論づけることができます」

　五い十そ里りをリーダーとした一高の発表が終わる。観客から盛大な拍はく手しゆが起こった。

「今までで最も大きな拍はく手しゆですね」

　一高の発表ということで審しん査さ員いんを外はずれていた深み雪ゆきが、達たつ也やの隣となりで客席の反応について述べると、

「内容も十分革新的だ。さすがは五い十そ里り先せん輩ぱいだな」

　達也もその内容について太たい鼓こ判ばんを押す。二人ともこの時点で、優勝の手て応ごたえは十分と感じていた。

「ではお兄様、審査員席に戻もどります」

「次は二高か。……んっ、あれは？」

「あらっ？　あれは光宣みのる君ではありませんか？」

　会場が大きくざわつく。おそらく、準備の為ために登とう壇だんした光宣の美び貌ぼうについての驚きが大半だっただろう。だが達也たちは当然、別の意外感を覚えていた。

　ここに、進行役からアナウンスが入った。

『会場の皆様にお知らせがあります。第二高校の発表者に交代があります。予定されていた発表者が急病の為、発表者が変へん更こうされました』

「……深雪、審査員席に行かないと」

「そうですね。それではお兄様、失礼いたします」

　発表と発表の合間の時間は、観客も半数以上が席を立つ。応おう援えんの為の観客の入れ替えも起こる。だがこの準備時間、観客は誰だれ一人席を立とうとしなかった。

　一種異様な雰ふん囲い気きの中、第二高校のプレゼンが始まる。

『第二高校のプレゼンテーションを開始します。テーマは「精神干かん渉しよう系魔ま法ほうの原理と起動式に記述すべき事項に関する仮説」です』

　会場のざわめきが大きくなる。未いまだ、ほとんど解明されていない精神干渉系魔法の原理。これに取り組んだ論文は、魔法学にとって間違いなく野心的で革新的なものになるはずだった。




「──この観測結果から分かるとおり、人間が何かを認識すると同時に、想子サイオン情報体が新たに形成されています。そしてこの情報体は、対象が認識されなくなると同時に崩ほう壊かいします。ここで注目すべき点は、認識によって形成された想子サイオン情報体は認識者が認識対象を能動的に消し去る、例えば瞬しゆん間かん的に焼しよう却きやくしたりする時、実際の消しよう滅めつに先んじて崩壊を始めるということです」

「──ご覧いただきました多くの観測結果は、想子サイオンが意思や思考を形にする粒りゆう子しであるという仮説に合致します。人間の受動的な認識が想子サイオン情報体を作り出すのではなく、能動的な精神作用が想子サイオン情報体を作り出していることを示しています」

「──人の意思が、言い換えれば精神がこの物理次元に何らかの働きかけを行う為には、意思を想子サイオン情報体に変換しなければならないと考えられます。この仮説を採用すれば、テレパシーをはじめとした知覚系『超能力』も想子サイオン情報体を利用した魔法として解かい釈しやく可能です」

「──意思、即すなわち精神活動により形成される想子サイオン情報体はただ今見ていただいたとおりの特とく徴ちようを持つと考えられます。無論、これで全すべての特性を解明できているとは申しませんが、ここにお示ししたファクターを起動式として記述できれば、精神干かん渉しよう系魔ま法ほうの定式化が飛ひ躍やく的に加速することでしょう。それは同時に、精神干渉系魔法を無効化する対たい抗こう魔法の開発にもつながります。それは、精神干渉系魔法に対する迷信的な恐おそれを払ふつ拭しよくするきっかけになるでしょう」

「──このように精神干渉系魔法もまた、四系統八種の魔法と本質的に変わるところはありません。『精神』もまた物質世界との関わりを持つ限りにおいて想子サイオン情報体を形成します。それは意思の形を示した想子サイオン情報体です。ですから、この想子サイオン情報体を改変する魔ま法ほう式しきを構築すれば、少なくともこの世界に対する具体的な意思、顕けん在ざい意識を改変することができます。この魔法は人の認識を改変し、能動的な意思を改変します」

「──人の精神が顕在意識と潜在意識に分かれているのではなく、一つの意識の中で顕在化している部分と潜在化している部分があるのだとすれば、全ての精神干渉系魔法は意思の形成により作り出される想子サイオン情報体を観測し分析することにより真に技術としての魔法として発展することができると考えます」

　光宣みのるはプレゼンテーションをこう締しめくくった。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　会場は、万ばん雷らいの拍はく手しゆに包まれた。




　二〇九六年度全国高校生魔ま法ほう学がく論文コンペティション。優勝の栄えい冠かんは、一年生、九く島どう光宣を主発表者メインプレゼンターに起用した第二高校の上に輝かがやいた。

　第一から第九までの国立魔法大学付属高校に、新たなスターが誕生した瞬しゆん間かんだった。




　　　　◇　◇　◇




　その頃ころ、四よつ葉ば本家の屋や敷しきでも、小規模ながら論文コンペ以上に真剣な発表が行われていた。

「お聞きいただきましたとおり、今回の一件において司し波ば達たつ也やは、強制を受けていなかったにも拘かかわらず任務を忠実に果たし、クライアントの求める結果を出しました。彼は四葉にとって有用な人材であり、仕事に対する忠誠心も問題無いと思われます」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔が並ぶ中で、真ま夜やがおもむろに口を開いた。

「今回の任務は達也さんに対するテストでした。結果は葉は山やまさんから報告があったとおりです。皆様もそう思われませんか？」

「認めないわけにはいかぬだろう」

　椎しい葉ば家当主が、重く閉ざしていた口を開く。

「この能力は、確かに惜おしい」

　真ま柴しば家当主が、納得の声を上げる。

「今回は合格だ。今回はな」

　新し発ば田た家当主が不快感を隠かくそうともせずに言い放つ。

「我々は変な先入観を捨てるべきではありませんか」

　武む倉ぐら家当主の提案に、

「賛成です。思うに、我々は最初に期待しすぎていたのでは？　そろそろ客観的になることが必要でしょう」

　津つ久く葉ば家当主が頷うなずく。

「私は、最終的な判断を下すには早すぎると思う。客観的評価というなら、司し波ば達たつ也やが偏かたよった才しか持たぬのもまた客観的事実」

　静しずか家当主が、慎しん重ちよう論を唱となえた。

　一同の目が、沈黙を守っている黒くろ羽ば家当主、黒羽貢みつぐの上に注がれる。

「黒羽殿はどうお考えか？」

　新発田家当主が発言を促うながした。

「私は今回の任務に失敗しました。故ゆえにこの件について、意見を述べる資格は無いと思っています」

　重い沈黙が室内に漂ただよう。




　それをものともしない、おっとりとした声が議論に終止符を打った。

「でしたら、新年の慶けい春しゆん会かいまで結論は保留といたしましょう」

　それは、次の正月に最終結論を出すという宣言だ。

　この場に集った分家の当主たちは、四よつ葉ば家当主の言葉に異いを唱えることができなかった。





（『四葉継承編』へ続く）









　あとがき




「魔法科高校の劣等生」第十五巻「古都内乱編〈下〉」、如何いかがでしたでしょうか。今回のサブタイトルは「古都内乱未遂編」の方が正確だったかもしれませんが、サブタイトルでネタバレというのも白けますし、なにより「未遂編」では締しまらないので、ここはご理解とご寛かん恕じよを願いたく存じます。




　さて、いよいよ四よつ葉ばの分家が出て参りました。今回のエピソードでは単なる脇わき役やくでしたが、私にとっては「ようやくこいつらが出て来たか……」と感かん慨がい深いものがあります。いえ、今後も脇役と言えば脇役なのですが、この「魔法科高校の劣等生」の大きな山場を演出するのに必要不可欠なキャストとして、彼らにはずっと出番を待たせていたものですから。彼らが本格的に登場するエピソードが、本シリーズの一つのクライマックスとなります。

　このように、登場自体は最初から決まっていた分家の諸氏ですが、苗みよう字じが決まったのは結構最近です。ああでもない、こうでもないと色々悩みました。椎しい葉ば、真ま柴しば、新し発ば田た、黒くろ羽ば、武む倉ぐら、津つ久く葉ば、静しずか。彼らの苗字の内、椎葉、真柴、新発田は分かり易やすいと思います。全すべて「四よつ葉ば」→「四し葉ば」のバリエーションです。

　黒羽は既すでにお気づきのことと思いますが「四葉のクローバー」から来ています。

　武む倉ぐらは「ヨツバムグラ」という植物に由来しています。

　津つ久く葉ばは「衝つく羽ば根ね草そう」が元ネタです。衝つく羽ば根ね草そうは四枚の葉を持つユリ科の多年草です。

　静しずかは「ヒトリシズカ」という植物から取りました。これも四枚葉の多年草です。

　彼らの苗字選びであれこれ調べてみて、名前に法則性を持たせようとすると苦労する、ということが分かりました。




　最後にもう一つ、ちょっとした創作上の裏話をしますと、作中に「諸しよ葛かつ孔こう明めいは鬼き門もん遁とん甲こうを修めていた」という設定が出て来ますが（あくまでもこの作品の設定です）、「横浜騒乱編」とこの「古都内乱編」で使っている鬼門遁甲の性質は「三さん国ごく志し演えん義ぎ」（正確には、吉よし川かわ英えい治じ先生の「三国志」です）に出て来る孔明のエピソードを私なりに解釈して作り出したものです。つまり、孔明が鬼門遁甲を修めていたというより、孔明の使った術を鬼門遁甲として設定したというのが正しい順序になります。諸葛孔明については「三国志」にもそれらしい描写が無いわけではありませんが、鬼門遁甲の性質についてはあくまで創作です。




　今回もここまでお付き合い頂きまして、まことにありがとうございます。よろしければ次の第十六巻「四葉継承編」もよろしくお願い致します。


（佐さ島とう　勤つとむ）
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佐さ島とう 勤つとむ

西暦１９ＸＸ年、日本の片田舎に生まれる。和洋のスペースオペラを糧に少年時代を過ごす。青年時代、ファンタジーと伝奇小説に転向。卒業後、企業戦士（ただし雑兵）として現実世界に魂を売り渡すも、西暦２０１１年、遅れてきたジュブナイル作家として空想世界に帰還を果たす。（本プロフィールには虚偽と誇張表現が含まれています）
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イラスト／石いし田だ可か奈な

西暦１９ＸＸ年生まれ。挿絵は初仕事。本業はアニメーター。アニメ『俺の妹。』の総作画監督を担当。『魔法科高校』ではキャラクターデザイン、総作画監督もつとめた。

SpecialThanks：ジミーストーンさん。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「佐島 勤先生」係

「石田可奈先生」係











本書は書き下ろしです。
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魔ま法ほう科か高こう校こうの劣れっ等とう生せい⑮




古こ都と内ない乱らん編へん〈下げ〉








佐さ島とう 勤つとむ
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